
loo 災害体験談

劇的な出来事

柱 功（谷地上）

28日は午後から講中の総会があり、帰ってきた頃から雷

雨が始まった。 10時頃になり寝ようと思ったが、川（宿内

川）の水カサが心配になって表に出て増水の状態をみたり

していた。 11時頃には有線電話が不通になった。 29日の朝

2 時頃一番水位が上がった。 電灯で照らしてみると田の大

部分が水をかぶっている。 今まで見たこともない水の量な

ので千貫石堤が決壊したのではないかと思い改良区に電話

したところ、大丈夫だときいて安心した。 しかし、ますま

す水位が上り心配になって改良区へまた電話したがつなが

らない。 役場、警察と電話したが不通である。 まんじりと

もしないで夜が明けた。

宅道の橋が流されていた。

裏山の昔通った山道を刈払いしながら中学校まで抜けて

森山住宅の方の田が気にかかり見に行った。 川の中に自動

車があり見回したが人の姿は見えない。 その時「助けてェ

～」という声がして、そっちの方を見ると木の枝からハソ

カチを振っているのが見えた。「頑張れよ」と数回声をか

けてから、森山住宅に走って行き110番通報をした。

ものの数分で警察のレスキュ ー 隊が到着したので案内し

た。 隊員がロ ー プを身体に巻いて川に飛びこんだが激流に

はばまれて行きつけない。 まもなく到着したポ ー トに3 人

が乗りこんで向ったが思うように進めない。 隊員の 1 人が

ボ ー トからふり落とされたが木にしがみつき難を逃れた。

やっとおぽれている人に行き着きボ ー トに救助した。 まっ

た＜劇的な出来事だった。

真夜中に、しかも激流の中を何時間もよく絶え抜いたな

あ、女だからここまで絶えぬけたのかなあと感心しながら

安心した気持ちで帰宅した。

部落に災害対策委員会を設置

高橋勘太郎（細野）

牧場の事務所の前は内穴沢川である。 午前 1 時頃川の石

が音をたてて流れ始めた。 そして、さまざまの木が立った

まま流れてきた。

テレビをつけてみたが豪雨のことは言っていない。 177

のダイヤルをしてみた。「ただいま県南地方に集中豪雨で

あります。 胆沢町岳山では170ミリ、今後200ミリ前後の雨

が予想される。」と言っている。 懐中電灯をつけ外へ出て

みると、すでに道路は濁流となってしまい、ここを逃げ出

すことが先決となった。 からくも抜け出し牛舎の一番高い

所へ避難して朝まで過ごした。 夜が明けて、早速、振興会

長（高橋敏雄氏）に電話を入れ、部落の状況をみることに

して県道まで歩いた。 途中の道路は何ケ所もえぐりとられ

通るのがやっとのことであった。 どこもかしこも被害は言

語を絶するばかりである。

区長の加藤新七さんに逢ったが区長は消防団員と夜を徹

して対策にあたったとのことである。

早速、部落に災害対策委員会をつくって被害の把握につ

とめた。

道路が流されて行けない所も多く困難をきわめた。

私の牧場は400頭を越える牛がいるのだが、道路や橋が

この惨状では車は通れない。 早速、町が応急工事にかかっ

てくれて、ようやく夜 9 時すぎに飼料を運ぶことができた。

話を戻すが、28日の午後6 時頃事務所東側の川岸からタ

ヌキが 5~6匹山に上っていくのを見ている。 タヌキは数

時間前に洪水を予知して避難したということであろうか。

この話を他人にすると山の中だからさもあろうと、うなづ

く人と、よく出来た話という人とあることも事実だ。

講中が中心に応急作業を

新井田部落講長 川 口 亮式

昭和63年 8月 28日、夜10時からものすごい雷雨となり夜

中の12時頃には、小湯沢川、石持沢流域は全般にわたり大

水害となり、秋の取入れを前に水田のほとんどは冠水、流

失、埋没し耕地も相当の面積に達しました。

新井田部落講中の調査でも、道路や橋、水路、揚場など

100個所以上はあったと思います。

私たちの新井田部落は、講中の契約が結ばれて200年位

の歴史がありますが、古老の話でもいままでにこのような

水害の記録や言い伝えがないとのことで、まさに未曽有の

大災害を経験いたしました。

新井田部落は45戸ですが、大なり小なり被害を受けない

家は一戸もありませんでした。

部落講中としては、 8月30日臨時総会を開き、当面の緊

急対策について協議しました。 各班(4班）の被害の実態

を報告しあいながら、被害の甚大なところからみんなで協

力しあってお互いに協力することを決定しました。

小湯沢川筋別当渕の菊地清基さんの裏山が崩壊、牛舎の
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損壊、 和牛l頭死亡一その掘り出しと二次災害の応急作業

は1班11戸の皆さんで早速行うこと、 床上浸水で住宅に泥

水ゴミなど取り除きや片付方は本人の協力要請を受けて各

班で分担して行うことにしました。

道路や宅地の周辺に流れて来た立木や大きなゴミなどは、

当面の交通確保のため部落でできるものはみんなで行い、

部落の手ではどうにもならないものは町当局にお願いする

ことにしました。 特に二次災害が発生すると思われる危険

箇所の応急処置を早急に実施してもらうよう、 町へ特にお

願いしました。 また、 今後の対策については、 行政区長を

通じて町に要請することとし、 早速それぞれ各班で手伝い

に出役することにしました。

9 月12日、 部落講中の定例常会。 災害対策について今後、

行政区、 自治会と共同で町に要請することを確認し合いま

した。

激甚の被害者には講中より、 とりあえず被害の程度に応

じて 1 戸2 万円から 5 万円の見舞金を贈ることとし、 講長

が各戸(6戸）をまわってお見舞いをしました。 また、 特

に大きな被害を受けた石持沢川、 小湯沢川については今後

の災害に備えて、 抜本的な河川改修をしてもらうよう要望

することにしました。

12月25日講中定例常会では、 講中の頼母子講の取付人は

抽選なしで被害の大きい2 人に優先して配分しました。 ま

た、 災害査定で小災害のため採択ならない個所は同日各班

で分担して実地調査を行い、12月27日に町に報告し、 補助

工事の要請を行いました。 特に農地の復旧工事については、

昭和64年の作付に間に合うように要望しました。

部落には、 講中の協議により災害対策委員会をつくり今

後の対応の窓口として活動してもらうことにしました。 エ

事着工後は、 設計協議や工事監視について、 自主的に監督

員を指名（各班l名）し、 町及び工事関係者との連絡や要

望窓口として活動してもらうよう万全を期して取り組みま

した。

水がすぐ目の前に

高橋巻子（細野）

昭和63年8 月28日。 この日は私達家族にとって決して忘

れることのできない水害のあった日です。

こんな山の中に住んでいて誰が水害の心配などしたこと

があったでしょう。

家の前を流れる、 あまり大きくもない川なのに、 この日

ばかりは海と化してしまったのである。

雷の音と共に大きな石がぶつかりながら流れる水の音が

とても無気味でした。

夜中の11 時頃、 隣りから電話がかかってきました。 近所

に雷でも落ちたのではと思い家族皆起きてきました。 電話

の内容は、 川の水が牛舎に入り牛が出せないので手伝って

くれとのことでした。 まさかと思い玄関を開けると、 水は

すぐ目の前まできていました。 「すぐ支度をして出ろ．I」

という夫の声に、 急いで靴をはいて外へ出ました。 その時

の水は膝まで来ていました。 私は祖母を背負って車庫まで

行きました。 隣の家族も皆そこへ来ていました。 夫が家の

方へ行ってみたら水は畳の上に上っているとのことでした。

西にあった物置は東の方へ流されていました。 やがて夜が

明け、 家の様子を見に行きました。 家の前の畑は木の根や

土砂で埋り、 ただ茫然とするばかり。 やがて近所の人達が

手伝いに来てくれました。

私も夫も一週間程、 会社を休み落ちつくのに1カ月位は

かかったと思し、ます。

あれから子供達は、 少しでも雨が降ると 「お母さん、 ま

た水がふえるのかなあ、カバソと服をそろえなくちゃ」と

言って準備するのです。 二度とあのような恐ろしい水害に

ならないことを願わずにはいられません。

家の回りは海の様

小沢亀治（藤巻）

忘れもしない63年8 月28日、29日の2 日間に亘る集中豪

雨。 今でもあの時の恐しさが昨日の事の様にまざまざと私

の脳裏から離れる事はない。 テレビ、 新聞等で床上浸水、

土砂くずれ、 家の中から泥だらけの家具などを運び出す様

子を人事の様に見ていた私だったが、 まさか私の住むこの

金ケ崎の地域にまでくるとは、 想像もつかないおもいがけ

ない事だった。

あの夜、 いつもの様に孫達とテレビを見て寝床に入った

私だったが、 夜中、 強く嗚り響く雷の音で目をさまし、 中

々眼りにつく事が出来なかった。 合間なく光る稲妻で、 私

が玄関まで行きブレ ーカ ー を下げ再び寝床に入いる。 いつ

の間にか雷がおさまり深い眼りにおちていた。 どのくらい

時間が過ぎたのだろう。 ばあちゃん（奥さんツギ子さん）

が変な臭いがする、 ブレ ーカを下げた為にトイレの喚起扇

が回らず臭いがするのではないかと言う為、 ブレ ーカ ー を

上げに玄関まで行ったところ、 すぐブレ ーカ ー が下がる。

変に思って玄関の戸を開けたとたん庭が川になりドロ水が

勢いよく流れ家の中にドドッ！と入って来た。 びっくり

して恐怖のあまり思わず「津波だ ー 。」と叫んだ。 ばあち

ゃんもびっくりして起きて来た。 水がだんだん増して来て

外に逃げる事も出来ない。 まず助けを求めなければと思い

110番に電話を入れた。「2階に避難していろ」との返事

の途中で電話は切れ、 有線で隣の家と話していたばあちゃ

んの電話も切れてしまった。 水はどんどん増してくる。嫁・
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孫達にこの恐しさを見せたくないと思い二階に上がってい

ろと叫んだ。 着がえをしようと部屋にもどろうとしたばあ

ちゃんが畳が浮かんで歩けないと言って、 また、 玄関にも

どって来た。 家の回りは、 川と言うより海の様で、 身動き

できず、 孫達ばかりは助けたいと必死に避難する事を考え

たが、 どうする事もできず、 ただ手を合わせて拝むばかり

だった。 そのうちに水は、 どんどん増して腰のあたりまで

となったが、 寒さも冷たさも感じなかった。 とにかく孫達

だけはなんとか助けたいという気ばかりで手を合わせてい

たのだった。 一つあった電燈でかべを見ていたばあちゃん

が、 水が引くと叫んだ。 私も本当かと 2、 3度見たが本当

だった。 確かに引いて行く、 あ～あ助かった。 「助かった

ぞ」大きな声で叫んだ。 玄関の戸を開けたら引いていく水

と一緒に色々なものが流れはじめた。 あわててひろったが、

くつも何足か流されていた。 嫁も孫達も良かったよかった

と喜こんで二階からおりてきたが家の中は、 ドロ水で歩く

事はできない状態だった。 そのうちに消防署の方々や隣組

の人達が、 かけつけて来て、 まだ降り続ける雨の中、 素足

にパジャマ姿で避難する事ができた。 いつも歩いているな

じみの道路に、 すさまじいドロ水が流れ、 あちこちに大き

な大木が何本も横たわり、 電燈だけを頼りに避難する事が

できた。 本当に皆様のお陰様で避難する事ができて私も安

心した。 避難する事ができても、 やはり家の中の事が気に

なり眼る事はできませんでした。 午前5時隣組、協力隊の

さし入れにより有難く朝食をとった。 雨はまだ降り続きや

む事をしなかった。 その夜、 またかみなりが鳴り避難した

隣組の家にお世話になっていたが、 今度は、 千貫石堤が決

壊しそうであるとニュ ー スでその様子を写した。 千貫石堤

が決壊すれば私の家は、 ドロ水でうもれて見えなくなって

しまうだろう。 増々心配で眼る事もできず、 今度は南方生

涯セ ‘ノタ ー に避難した。 そこで一晩過ごし休んだ。 そして

次の日すっかり水のひけた家にもどったところ田んぽは、

すっかり平らにされ、 道路は、 こわされてしまっていた。

家の中は、 ドロだらけで家族がその場にへなへなと座って

しまう程、 ガッカリしてしまった。 その時の気持ちは言葉

では、 言い表わす事が出来ない程体の力が抜けてしまった

のだ。 その後部落の方々、 親戚の方々の協力で家の中のド

ロだけは、 何んとかとる事はできた。 が、 戸だな、すき間

あらゆる所にドロは入いり込んで手のつけようがない程だ

った。 特にトイレなどはドロがぎっちりと入ってしまい、

使用はできなかった。 やっとの思いで水は使えるようにな

ったが、 お米もつけものも何もかもドロ水で食べれるもの

は、 何んにも残らなかった。 皆さんの御協力によりお米も

いただきその日その日の御飯を大事にして一粒も粗末に使

わなかった。 長い毎日、 たたみも全部捨て床をはぎ、 中か
． ．

らどろを取り出した。 農機具は修理に出し、 車も修理に出

した。 電機製品も使い物にならず大変な毎日でした。 やっ

と家の中も落ちつき、 9月稲刈り時期。 なんと／か起き上が

ろうと首ばかり起き上がった稲穂を手で刈る作已染が始まっ

た。 すな土にうもれた稲を刈りながら地面にたナこいて砂を

おとすのは毎日続いた。 コ ンバインを購入してメIlっては歩

いたものの、 コ ソバイソの前にたって木の根などのごみょ

けの作業がある。 コ ンバインの中にまちがって入、ったりす

ると コ ソバイ‘ノは故障してしまう。 本当に神経：の使った毎

日でした。 水害の後片づけも終わり落ちつきを思げもどす

事ができた今も、 あの時の恐しさを忘れる事ぱてきない。

濁 流

扇ミヨ子（谷地上）

8月29日の朝のことです。

「お母さん、前の田んぽが川になってる」と娘： の声。「ま

さか•••。」耳を疑うような気持ちで外へ出て愕然豆：した。

なんという事でありましょう。 ごうごうとすさまじい音を

たてて、家の前が川となって流れているのです。 目の前が

暗くなるような激しい衝撃でした。

私が嫁いだ当時は、 義父によく聞かされたものでした。

「金ケ崎は西山には沢山の山林があり、 千貫石堤もあるし、

家も高い所にあるから水増しの心配はない。 大事：に気をつ

ければ住みよい所だよ。 うまい米、 野菜も採れるし、 国道

も駅も近い」（口癖のように話していたのを思い出します。）

23年前に他界した義父は、 集中豪雨とか、 鉄砲水など想像

もつかなかったのでしょう。

私の家でも今回の水害で約八反歩の田んぽが冠：水し、 よ

うやく頭を下げ始めていた稲が濁流の中に消えていました。

主人と私は河原と化した田んぽのまわりを一歩一歩、 その

日は何回も歩いて見ました。 鉄砲水という形で突然襲った

水害は、 農地はおろか、 農民の心までえぐりとってしまっ

た思いがします。 泥水の流れる田を呆然と眺め 「大変な被

害だなあ」とひと言もらした主人。 主人の言葉が私の胸に

も石のように重くのしかかりました。 例年ならさわやかな

秋空の下で収穫の喜びをかみしめているはずだったのに•••。

幸い住宅と残りの水田が高い所にありましたので、 それ

だけでも救いでした。 しかし、 雨はやまずまだまだ緊迫し

た状態が続きました。 千貫石堤が決壊しそうだ という釘て

す。 「もう、 これですべておしまいか•••。」そう思いました。

避難命令（中学校へ）が出て、 主人は身のまわりを整理し、

万ーに備え床につきませんでした。 今か今かと合図を待っ

ていました。 でも11時過ぎ、 娘から電話があり、 「千貫石

堤は大丈夫だから休んでも良いそうよ・・・」と言われ、 不安

ながらも床につきました。

翌日から金ケ崎の被害状況が大々的にテレビで全国放送

されました。 そして各地からたくさんの御見舞い電話をい
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ただいたり驚いて御見舞いにかけつけていただいたりしま

した。

水害に無関係の人は 「何、 たいした事なかっけじゃ。」

と言って簡単に考えている人もいるようです。 しかし、 災

害後の毎日は、 大変な苦労の連続でした。 被害者でなけれ

ば解らないと思います。

金ケ崎では、 被害直後から災害復旧に全力を注いでおり

ます。 そのお陰で、 災害激甚指定を受ける事ができ、 国か

ら大幅な助成を受けることができました。 そのことは私達、

被害農民に安心感を与え大きな励ましにもなりました。

一生涯忘れることのできない日

宮舘晴輝（農喜晶）
「おとうさん大変起きて！」妻の悲鳴に近い声で起され

たのは、 深夜1時近いころでした。 家の中は、 ほぽ床上浸

水に近く、 しかも停電である。 外に出てみた、 その情景に

私は夢ではないかと一瞬目を疑いました。 雷は激しく鳴り

響き、 庭、 畑、 水田は跡形もなく見渡す限り海と化してい

ました。 何がどうしてどうなったのか全くわかりませんで

した。 ただ思った事は、 家が流される早く避難しなければ

ということでした。 家から県道まで約30m離れているの

ですが、 道路が全くわからず唯一県道だけが見えました。

水深30cm位の激しい濁流でした。 歩いては危険と判断

し、 2台の車に分乗した。 先ず、 私が車の中から大声で誘

導しながら軽乗用車（妻と長女） が発進しました。 思った

より濁流は速く何回となく車が横に流され、 その度に立往

生しました。 深い排水口や水田に落ちそうになりましたが、

なんとか無事に県道までたどり着きました。 次は私の番で

す（父、 母、 長男同乗）。 ワイパーをフルに回転させても

前が見えない豪雨です。 ゆっくりと慎重に発進しました。

20m位走った途端、 急に車が横に流され水田に落ちてし

まいました。 窓の外を見ると濁水が見えました。 その瞬間、

この世の終わりらしきものを感じました。 目の前が真暗に

なり、 会社の人、 親戚の人、 あるいは友人の顔が次々と私

の脳裏をかすめていきました。 父、 母も同様の感情のよう

で泣いている様子です。 後でわかったことですが、 私の車

が水田に落ちた時にはもう助からないと思い、 妻の車は助

けを求めに走ったそうです。 幸いにも車は、 道路と水田の

土手に車底がつき左右に揺れている。 急いで車内から出な

ければそのうちに横転して車ごと流されてしまう、 なんと

かしなければ。 助かる方法は助手席から脱出することと判

断しました。 濁流が速く1人の力ではドアは開かず、 父と

二人がかりで開けました。 途端濁流が車内に入り込み腰ま

でつかりました。 その影響で傾むいていた車が運良く水平

を維持したのです。 「今だ早く逃げろ．／」私は大声で叫び

ながら誘導しました。 県道まであと10m位ではあるが、

濁流が速く少しでも足の踏み楊を間違えると流されてしま

う勢いでした。 やっとの事で県道までたどり着くことがで

き、 思わず涙が出てきました。 長男はあまりのショ ックで

母の背中でぶるぶる震えていました。 鳴響く雷と豪雨の中、

声も出ず私たちは一路親類の家へと裸足で向かいました。

後日、 家は宿内川の決壊により基礎が破壊され、 取り壊す

ためしばらく親類の家に世話になりました。

今となっては、 車や家は失ったけれど皆無事だったこと

に感謝しています。 8月28日、 29日は、 私にとって一生涯

忘れることのできない日となりました。 大自然の恐ろしさ、

いざという時の防災対策、 命の尊さ、 人情の混さ等得る物

は沢山あり、 これらを今後の人生に役立てていきたいと思

います。
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暉

泣

手差」

—

8 月 29 日

水災害新聞記事

澤
脚
が
流
失、
真
っ
二
つ
に
折
れ
た
金
ケ
灼
町
の
川
原
田
濃
11
29
日
午
前
6
時

某
内
は
二
十
八
日
夜
か
ら
内
陵
南
部
を
中
心
に
大
雨
と
な
っ
た。
雨
は
二
十
九
日
も
降
り
続
き、
北

上
川
下
流
で
は
刻
々
と
水
位
が
上
が
り、
二
十
九
日
午
前
十
時
現
在、
一
関
市
狐
禅
寺
で
略
戒
水
泣
七

討
を
超
え
た。
内
陵
南
部
で
は
河
川
の
は
ん
ら
ん
な
ど
で
道
路、
点
の
決
埃、
田
畑
の
冠
水、
床
上、

床
下
没
水
な
ど
の
被
害
が
相
次
い
で
い
る。
胆
沢
郡
金
ケ
崎
町、
胆
沢
町
で
は
胆
沢
川
の
支
流
堤
訪
が

決
壊
し、
小、
中
学
校
な
ど
が
臨
時
休
校
し
た。
某
は
二
十
八
日
午
後
十一
時
十
五
分、`
災
害
密
戒
本

部
（
本
部
長・
折
笠
竹
千
代
総
務
部
長）、
咲
苔
本
部
は
二
十
九
日
午
前
苓
時、
災
宙
苔
聞
本
部
（
本
部

長・
高
埓
正
屯
儲
部
長）
を
設
四
し
た。
盛
岡
地
方
気
索
台
は、
内
陵
南
部
に
大
雨、
洪
水
”
報、
岩

手
エ
平
屯
務
所
も
北
上
川
洪
水
注
意
報
を
出
し、
恢
屯
な
注
意
を
呼
び
掛
け
た。
花
巻、
水
沢、
金
ケ

崎、
前
沢、
胆
沢、
衣
川
の
六
市
町
村
も
二
十
八
日
深
夜、
抒
戒
本
部
を
没
雌
し
た。

【
間
連
記
事
5
面
に】

所。金
ケ
崎
町
で
は
二
十
九
日
午

前
零
時
半、
災
害
対
策
本
部
（
本

部
長・
山
路
勝
男
町
長）
を
設
四、

地
元
消
防
団
因
ら
を
動
貝
し
笞
戒

に
当
た
っ
た。

午
前一
時
四
分
に
は
町
道
穂
南

町
線
の
黒
沢
川
に
か
か
る
コ
ン
ク

リ
ー
ト
製
の
川
原
田
砥
（
全
長
約

百
店）
の
福
脚
の一
部
が
流
失、

以
っ
二
つ
に
折
れ
た。
胆
沢
川
の

支
流
の
黒
沢
川、
永
沢
川、
宿
内

川
の
堤
防
が
数
力
所
で
決
埠、
藤

巻
地
区
で
は
濁
流
が
流
れ
込
み、

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

,

.

 

通
路、
田
畑
な
ど
が
水
没
し
に
な
．

っ
た。
午
前
三
時
半
U
ろ、
一
部

愛
宕
地
区
な
ど
の
生
徒
を
帰
宅
さ

の
民
家
が
孤
立
し
た
た
め
某
翌
磯

せ
た
ほ
か、
残
り
の
生
徒
も
午
前

動
踪
が
救
出
に
向
か
っ
た
が
住
民

授
業
と
な
っ
た。

は
到
苦
前
に
無
平、
脱
出
し
た。

水
沢
土
木
巾
務
所
の
ま
と
め
に

金
ケ
崎
町
内
の
全
小、
中
学
校

よ
る
と、
国
逍
3
9
7
号
は
胆
沢

七
校
と
全
幼
稚
園
六
園
は
二
十
九

町
若
柳
の
石
淵
ダ
ム
か
ら
約一
討

日、
臨
時
休
校（
園）
と
な
っ
た

3

秋
田
県
寄
り
で
の
り
面
が
決
壊、

胆
沢
町
で
は
愛
宕
小
が
臨
時
休
校

全
面
通
行
止
め。
某
逍
愛
宕・
瀬

と
し、
若
即
中
も
二
時
間
目
か
ら

原
練
は
胆
沢
町
若
柳
字
愛
宕
地
内

====m――――-=-=-l―-=-―-
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哩
滞
す
る
低
気
庄
の
彩
西
で、

一
九
0、
尺
北
上一
五
三．が、
若

時
現
在
の
被
古
状
況
は、
胆
沢
郡

湿
っ
た
暖
か
い
気
流
が
入
り
込

柳―
―
七・小、
岩
手
山―
―
四ミが

胆
沢
町、
金
ケ
崎
町
を
中
心
に
床
●

●
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5

み、
媒
内
陸
南
部
に
強
い
雰
震
が

な
ど。
雨
は
三
十
日
朝
ま
で
降
り

上
没
水
七
戸、
床
下
浸
水
二
十
七

で
冠
水
し
た
た
め
通
行
止
め、
哄

水
田
に
冠
水
被
害
が
出
た。

4

発
生、
大
雨
と
な
っ
ぢ
降
り
始

続
く
見
込
み
だ。

戸、
が
け
出
れ
五
ケ
所、
冠
水
な
｝叫
和
四・
金
ケ
崎・
胆
沢
線
は
金

江
油
川
も
四
水
し
て
お
り、
印

ぶ吝^

め
か
ら
二
十
九
日
午
前
十
時
ま
で

哄
災
害
翌
戒
本
部、
県
唸
災
包

ど
に
よ
る
通
行
止
め
十
ニ
カ
所、

ケ
崎
町
細
野
ー
大
森
間
で
路
面
決

阿
町
内
の一
部
水
田
が
冠
水、
和

"3
の

冒
は
岳
山
二
八
二．小、
祭
時

本
部
に
よ
る
と、
同
日
午
前
十

逍
路
拍
哀
五
カ
所、
砥
流
失一
カ

訣、
通
行
止
め
と
な
っ
た。

四
川
の
水
位
も
時
問
と
と
も
に
上

水
沢
歴
業
改
良
普
及
所
に
よ
る

が
っ
て
お
り、
北
上
市
相
去
地
女

ダ
ム
ヘ
の
流
入
水
凩
は
同
二
時
か

と、
奥
羽
山
地、
胆
沢
川
上
流
の

の
水
田
も
苔
成
が
必
要
と
な
っ
て

←
直
）

警

戒

水

位

超

え

る

ら一
時
問
に
毎
秒
百
八
十
ニトン
を

焼
石
連m
を
中
心
に
局
地
的
な
菜

い
る。
内
闘

信
ほ

喜

ピ
ー
ク
に
下
が
り、
午
前
九
時
に

中
菜
町
と
な
り、
同
川
下
流
の
切

と
前
沢
町
の
均
界
付
近
が一
部
冠

岩
手
エ
平
巾
務
所
に
よ
る
と、

は
八
十
二
父。
御
所
ダ
ム
は
二
十

水
で
胆
沢
町、
金
ケ
崎
町
な
ど
の

水
状
ぽ
と
なっ
て
い
るーツ

北
上
川
の
水
位
は
二
十
九
日
午
前

八
日
午
後
十
時
か
ら
放
流
を
始
―――-===-―-===-――――-=-―――――――――-="=-―-=-=-
==========-=-=-
===="""
===-=-―-=-===-==-=-l-――-
===-=-――――im-――――
-
I
-
_
_

 

＋
時
現
在、
一
関
市
の
狐
禅
寺
で

め、
二
十
九
日
午
前一
時
に
は
毎

溶
戒
水
位
七
区
を
二t．点
超
え
た。

秒
百
五
十
三
式
を
放
流
し
た
が、

し
か
し、
水
位
の
上
昇
は
鈍っ
て

同
九
時
に
は
四
十
二
此
ま
で
低
下

い
る。

し
た。

北
上
川
五
大
ダ
ム
は
田
瀬、
F励

し
か
し、
石
淵
ダ
ム
は
午
前
三

田
両
ダ
ム
を
除
い
て
ゲ
ー
ト
放
流

時
に
毎
秒
三
百
六
十
八
式
の
放
流

を
実
施
し
て
い
る。

が
ピ
ー
ク
で、
同
九
時
に
な
っ
て

二
十
九
日
午
前
二
時
か
ら
制
限

も
二
百
八
十
五
此
で、
流
入
出
は

水
位
維
持
の
た
め
放
流
を
開
始
し

あ
ま
り
奴
っ
て
い
な
い。

た
盛
岡
市
の
放
流
ほ
は
毎
秒
八
十

ニ
メ
に
達
し
て
い
る。
し
か
し、

ロ
位水の

,',‘
 

上ヒゴ◇
 

閥 i！！りJ也

館坂trt（盛岡）
紫波因（紫殴）
朝日 田（花を）
e月 山（北上l
桜：木：ta（水沢）
大曲t.fll（前沢）
狐禅 ·与(-1却
諏J方げI（川崎）

呼
鵡
通
行
止
め、
休
校
も

床
上
没
水、
冠
水
広
が
る
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一面水浸しとなり道路決壊、田畑の冠水が相次い
だ金ケ簡町西根の藤巻地区＝ 29 日午前 5 時30分

深
夜 、
床
下
か
ら
は
い
上
が
っ

て
来
る
澗
流 。
乗
用
m
を
の
み
込
む
河
川
の
急
流 。
二
十
八
日
夜
か
ら
二
十
九
日
に
か
け
叫
南
部
を
中

心
に
諜
っ

た
哀
雨
は 、
堤
防
や
砥
を
破
壊
し 、
床
上 、
床
下
浸
水 、
水
田
冠
水
な
ど
の
被
さ
を
も
た
ら
し
た 。
胆
沢
郡
金
ケ
崎
町
で
は
激

流
に
流
さ
れ
た
乗
用
由
の
婦
人
が 、
立
木
に
す
が
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
g
這
磯
動
味
白
に
救
助
さ
れ 、
床
上
浸
水
に
点
っ

た
庄
民
た
ち
は

巧
問
箔
姿
の
ま
ま
脱
出 。
和
四
郡
和
賀
町
の
夏
油
温
泉
で
は
宿
泊
客
百
余
人
が
閉
じ
込
め
ら
れ
る
な
ど 、
暗
や
み
の
中
で
匹
り
続
く
大
雨

に
人
々
は
恐
怖
の一
夜
を
過
c
し
た 。

【
本
記
は
1

面
に】

人
的
被
害

は

ゼ

ロ
黒
沢
川
の
堤

｀
防
決
製
で
床
上

没
水
に
見
四
わ
れ
た
金
ケ
崎
町
西

根
字
藤
巻
二
六 、
唆
業
小
沢
亀
治

さ
ん
全九）
が
被
宮
に
気
づ
い
た
の

は
二
十
九
日
午
前一
時
こ
ろ 。
家

族
七
人
は
既
に
就
哀
し
て
い
た 。

「
ト

イ
レ
の
に
お
い
が
す
る」
と

目
を
党
ま
し
た
屯
治
さ
ん
だ
が 、

す
ぐ
に
足
元
か
ら
水
が
は
い
上
が

っ
て
き
た 。
停
喧
の
中
で
急
ぎ
家

族
を
二
函へ 。
家
の
問
り
の
水
田

は
す
っ

か
り
瑚
面
の
よ
う
に
な
っ

て
避
難
出
来
ず 、
水
が
引
い
て
き

た
四一
時
半
U
ろ 、
よ
う
や
く
逃

げ
出
し
た 。
黒
沢
川
か
ら
約
三
十

ば
の
位
凶
だ
が 、「
こ
ん
な
洪
水
な

ん
て
生
ま
れ
て
初
め
て
だ」
と
百

い
顔゜近

く
の
会
社
只
小
沢一
さ
ん

P-)
の
家
も
水
茂
し
に
な
り 、
部

堅
の
中
の
家
具
類
な
ど
も
流
さ
れ

（月曜日）

県南部

夏
油
温
泉
客
122
人
足
止
め

E

目

は且
は
約
三
十
ば
下
流
の
木
に
引
っ

掛

か
り 、
阿
部
さ
ん
は
木
に
す
が
っ

て
助
け
を
待
っ

た 。

午
前
六
時
す
ぎ 、
救
助
を
求
め

る
阿
部
さ
ん
の
姿
を
見
た
近
く
の

人
の
通
報
で
栞
濯
洩
励
隊
が
出

幽 、
ゴ
ム
ポ
ー
ト

で
約
三
十
分
後

に
救
出
さ
れ
た 。
四
時
四
余
り
も

澗
流
の
中
に
い
た
阿
部
さ
ん
は
グ

ソ
タ
リ

疲
れ 、
唇
を
諜
わ
せ
て―
h
[­

菜
も
出
な
い 。「
流
れ
に
巻
き
込
ま

た 。「
起
き
た
ら
庭
先
ま
で
水
が
来

れ 、
m
が
三
回
転
し
て・・・」
と
恐

て
い
た 。
パ
ジ
ャ

マ
の
ま
ま
家
族

怖
に
震
え
て
い
た 。

八
人
で
逃
げ
た 。
こ
れ
か
ら
ど
う

水
沢
市
姉
体
の
北
上
川
で
は 、

し
よ
う
か」
と
悲
嘆
に
く
れ
て
い

川
下
り
の
途
中
に
中
州
で
宿
泊
し

た 。

て
い
た
盛
岡
市
菜
回一
丁
目ー
ニ

同
午
前
二
時
半
C
ろ 、
同
町
西

ノ
六 、
吉
手
大
学
三
年
の
丹
律
迂

根
宇
久
保
屋
敷
の
宿
内
川・
久
保

さ
ん（ニ
-
l

)

と 、
盛
岡
市
南
仙
北―――

屋
敷
匹
で
は 、
同
町
永
沢
字
三
居

丁
目
八
ノ
三
四 、
慶
応
大
学
三
年

衷
三
五
ノ
三 、
飲
食
店
従
業
団
阿

大
友
敬
史
さ
ん（ニ―-)
の
二
人
が
取

部
テ
ッ
子
さ
ん（
nl八）

の
乗
用
甲
が

り
残
さ
れ
た 。
二
十
五
日
に
盛
岡

問
流
に
の
み
込
ま
れ
た 。
乗
用
山

市
を
出
発
し
て
川
下
り
の
途
中 、

二
十
八
日
夕
か
ら
中
州
に
野
宿
し

四
百
人
の
う
ち 、
二
十
九
日
帰
る

て
い
た 。
六
時
す
ぎ
に
近
く
の
人

予
定
だ
っ

た
百
二
十
二
人
が
足
止

が
見
つ
け 、
舟
を
出
し
て
救
助
し

め
に
な
っ

て
い
る 。
北
上
土
木
事

た 。

務
所
の
話
で
は 、
土
砂
の
撤
去
は

ま
た 、
金
ケ
崎
町
内
で
は
午
前

ほ
ぽ
完
了
し
た
も
の
の 、
強
い
雨

四
時
三
十
分
に
は
千
霞
石
た
め
池

が
断
続
的
に
降
り

続
い
て
い
る
た

が
あ
ふ
れ
そ
う
に
な
っ

た
こ
と
か

め 、
二
十
九
日
午
前
中
い
っ

ば
い

ら
付
近
の
住
民
約
七
士戸
に
避
難

は
通
行
止
め
に
な
る
見
通
し 。

を
呼
ぴ
か
け
た 。
し
か
し 、
問
も

北
上
市
鬼
柳
町
で
は
小
河
川
本

な
く
水
困
が
減
っ

た
こ
と
か
ら
解

郷
川
の
堤
防
が一
部
決
壊
し
た
た

除
し
た 。

め 、
同
町
打
越 、
卯
ノ
木
地
内
の

道
路
冠
水

、

提

民
家
八
戸
が
床
下
授
水
し

た
ほ

か 、
鬼
柳
町 、
相
去
町
の
水
田
の

防
の
一

部
決
壊

一
部
が
冠
水
し
ぢ
鬼
柳
町
古
川

和
質
郡
和
賀

の
J
R
東
北
線
鉄
嬌
下
の
ほ
道
相

五
上
戸
1]
町
の
夏
油
混
泉

去
ー

飯
豊
線
は
約
四
十

号
冠
水

に
通
じ
る
喋
道
夏
油
温
泉
ー

江
釣

し
通
行
止
め
に
な
っ

て
い
る 。

子
線
は 、
同
温
泉
か
ら
十キロ
問
の

ニ
カ
所
で
土
砂
崩
れ
が
あ
り 、
ニ

十
九
日
午
前一
時
五
十
分
か‘
や全

面
通
行
止
め
に
な
っ

た 。
同
温
泉

に
あ
る
四
つ
の
旅
館
で
宿
泊
客
約
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哄
南
部
の
大
雨
は 、
二
十
九
日

時
問
で
計―
二
0 、5
も
降
っ

た
こ

夕
方
か
ら
激
し
さ
を
増
し
た 。
午

と
に
な
り 、
記
録
的
な
渠
中
梨
雨

後
五
時
か
ら一
時
問
の
雨
困
は
胆

と
な
っ

た 。

沢
郡
胆
沢
町
岳
山
で
六
二｀↑ 、
-

北
海
道
か
ら
東
北
地
方
に
か
け

閲
市
祭
時
で
五
五、か 、
同
六
時
か

て
停
滞
前
魏
が
あ
り 、
台
風
15
号

ら
の一
時
間
で
も
岳
山
五
八wか 、

か
ら
暖
か
く
湿
っ

た
南
東
の
風
が

祭
珪
三
九
心
岳
山
で
は
こ
の
二

こ
の
気
庄
の
谷
に
沿
っ

て
北
上
し

た 。
南
東
風
は 、
奥
羽
山
系
の
県

南
部
が

”
終
息
地“
と
な
り 、
上

空
の
寒
気
に
阪
か
い
上
昇
気
流
が

加
わ
り 、
大
気
の
状
態
が
不
安
定

で 、
雷
雰
が

篇 、
県
南
部
に
実

中
棗
雨
を
も
た
ら
し
た 。

盛
岡
地
方
気
象
台
は 、
同
日
午

前
四
時
四
十
分
に 、
大
雨
に
関
す

る
情
報
第一
号
を
出
し
た
の
を
支

切
り
に
同
日
午
後
七
時
二
十
五
分

ま
で
に
五
回
の
濶
報
を
発
表 、
雨

登
や
雨
域
の
助
静
を
刻
々
と
伝
え

ー
る
な
ど 、
予
想
を
大
き
く
上
回
る

一

塁
棗
雨
へ
の
対
応
に
追
わ
れ

大
気
が
不
安
定、
雷
雲
停
滞

岳
山
疇）
2
時
間
に
120、、
か

北
上
川
の
水
位
は
二
十
九
日
午

も
ダ

ま
分

後
十
時
現
在 、
胆
沢
郡
前
沢
町
の

し 、

大
曲
僑
下
流
か
ら
苫
戒
水
位
を
超

分
か

囲
30

水
2

し 、
一
関
市
の
狐
禅
寺
で
苔
戒
水

百●＇

に
時

泥
後

位
を
九
二t．／
上
回
る
七

芯
二
に

百 卜）

を
午

囲
、

な
っ

た 。
雨
域
が
北
上
す
る
の
に

周
石
つ
れ
て
北
上
川
上
流
の
観
測
地
点

m /

、
貫

で
も
増
水
し
て
お
り 、

盛
岡
地
方

ェ
ベ

し
千

手
所

壊
町

気
象
台
は
午
後
十
時
四
十
五
分 、

岩
E

決
崎
北
上
川
洪
水
注
意
報
を
苔
報
に
切

日
拐

が
ケ

り
替
え 、
流
域
に
芯
戒
を
呼
び
掛

国ゆ

防
金

堤
――

け
て
い
る 。

位

の
家

北
上
川
ダ
ム
銃
合
音
理
弔
務
所

水

川
民

の

に
よ
る
と 、
五
大
ダ
ム
の
放
流
澄

II

内
た

）レし

宿
れ
は
四
十
四
田
ダ
ム
が
午
後
＋
時
現

上◇
 

在
で
毎
秒
百
六
十
此 、
御
所
ダ
ム

ー

が
同
二
百
五
十
式
で 、
両
ダ
ム
と

．．．

象
ぷ．了な ．．
 ふ

．と

、
t

.,

.

、

刻
々
と
増
水
す
る
北
上
川
を
不
安
げ
に
見
守
る
住
民 。
水
が
あ

ふ
れ
み
る
み
る
田
畑
が
冠
水
11一

関
市
狐
埠
寺 、
午
後
6
時

千
貫
石
た
め
池
を
あ
ふ
れ
た
水 、
濁
流
は
田
ん
ぽ
を
埋
め 、
滝

に
な
っ

て
さ
ら
に
下
流
域
へ
11

金
ケ
崎
町
千
貫
石 、
午
後
3
時

北
上
川
に
洪

践測地点 22時現在 T3戒水位 ： ` ！； 〗（盛
岡

）言冑炉

直］ ヤ.,
ン

(1/) ク ク

言
nil 

（（( 
紫花lI 

l 
波崎巻

）

）

9 ク
ク
：

ク

：クク ： 厄·六几l 
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9 9, 
、C＝コー

手

黒
い
雹
雲

か
ら
狂
っ
た
よ

う
に
た
た
き
つ
け
る
袋
雨

と
笛
四 。
岸
を
え
ぐ

り、
田
畑
も

の
み
込
ん
で

家
々

に
迫
る
躙
流

の
読 。
県
閉

部
を
襲
っ
た
菜
中
豪

雨
は
二
十
九
日
夕

に
な
っ
て
も
衰
え
ず 、
住
民
は
古

ざ 、
不

安
な
夜
を
すu
し
た。
胆
沢
郡
金
ケ
崎
町

で
は
町

の
最
西

部
に
あ
る
千
貫
石
た
め
池
が
決
坂
の

恐
れ
が
出、
暗
や
み

の
中
を
避
難
す
る
住
民

の
列
が
続
い
た。
北
上、
和
賀
地
方

で
も
被
笞

が
広

が
っ

て
い
る。
一
関
池
方
で

は
北

上
川

が
緊
戒
水
位
を
超
え 、
不
気
味
に
増
水
を
続
け

た。【
本
記
は1
面
に】

ら
雨
水
が
流
れ
込
み
定
況
を
オ
ー

な
衣
川
村
は
北
股
地
区

で
床
下
出
来
秋
に
不
安
を
投
げ

か
け

て
い

体
の
三
分
の一
に
あ

た
る
三
百

パ
ー 、

余
っ
た
水
が
毎
秒
百
二
十

浸
水
が
五
戸

と
な
っ
て

い
る。

る．

S 、
畑
が
五
十
わ
冠
水
し

た。
水

少
も
流

れ
出
た
ほ
か、
預
壁
の一

水
沢
農
業
改
良
習
及
所
の
二
十

午
裟
七
時
二
十
分
こ
ろ

に
胆
沢

は
モ

の
俊
引
き
始
め
た
が、
夕
方

部
が、
山
側
か
ら

流
れ
て
き

た
水

九
日
夕
方
ま

で
の
ま

と
め
に
よ

る
町
若
柳

の
胆
沢
第一
発
電
所

の
配

も
な
お
百

五
十
わ
が
冠
水
状
態 。

に
浸
食

さ
れ、
約
百＂い
に
わ
たっ

と、
管
内

の
履
作
物
被
害
は、
水

電
線
に
落
冨 。
千
百
戸

が
停
電
し

ヤ~
」4

川3
の
水
位

て
深
く
え
ぐ

ら
れ、
決
濃
の
危
険

田
の
冠
水
が
合
計
約
七
百
ゎ

に
上
た
が、
午
後
八
時
四十
分
す
ぎ

に

に
さ
ら
さ
れ
た。

っ
て
い
る
ほか、
大
豆 、
ピ
ー

マ

尿
前、
馬
留
地
区

の
二
百
七
十
戸

上

昇

続

け

る

こ
の
た
め 、
千
震
石
土
地
改
良

ン
な

ど
の
畑
約
二
百が夕
も
冠
水 、

を
残
し
て
復
旧

し
た。

【一
関
地
方】
北

上
川

の
挟
さ

区 、
町
峨
屈
ら
約
二
十
人

が
深
夜

＜
郎
を
持
つ
心
地
方

は、
狐
閲

ま
で
見
張
り
姦
け

る
と
と
も

に

百
又

油

の

客 、

無

事

帰

宅

書
恨
測
点

で
ヨ
戒
水
位
七
ぢ

決
壌
時
に
湖
え 、
地
元
消
訪
団
員

を
超
え

る
に
つ
れ
て
遊
水
地
内

に

ら
が
待
磯
し
た。

【
北
上・
和
賀
地
方】
北
上

市

土
砂

が
流
れ
込
ん
だ 。
家
人

に
け

水
が
あ
ふ
れ、
午
浚

六
時
現
在

で

午
後
九
時-3
ろ
か
ら
水
位

が
下

内
で
は
鬼
抑
町
地
内
を

流
れ
る
本

が
は
な

か
っ
た
が、
台
所

と
居
問

約
五
十
八Lり
の
田
畑
が
冠
水 。
一

が
り

は
じ

め
た
が
、
断
続
的
に
雨
郷
川
が
は
ん
ら

ん
し
た
た
め
同
町

の一
部

が
土
砂

に
埋

ま
っ
た。

四
市
は
午
前
十一
時、
災
害
対
策

が
降
っ
た
こ

と
か
ら
関
係
者
は
気

卯
ノ

木、
打
越
、
宗
淵
地
区

で
床

土
砂
崩

れ
の
た
め
二
十
九
日

午

本
部（

本
部
貶・
及
川
舜一

市
長）

閏]
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、
後
ほ
し
い」

と
祈
っ
て
い

た。

朝
か
ら
夜
七
時
ま
で
給
水
田

が
回

ガ
ケ
が
咽

れ
、
木
追一
部
二
喧
建

午
前
九

時
か
ら

十
時
半C

ろ
ま
で

水
を
あ
ふ

れ
さ
せ
て
下
流へ
の

謝
午

千
貫
石

た
め
池
は
周
辺
の
山

か
り
、
全
戸

に
二
十りい
ず
つ
給
水
し

て
の
庄
家
北
側

の
牒
板
を
破
っ
て

が
ピ
ー

ク
に
逗
し
、
水
田

は
町
全

水
置
を
関
節
す
る
遊
水
地

の
宿
命

a4
i
.
‘{
i

育

町

教

g

-̀
,

 

部
過

キのりろた け張一 門田つ時み中テ三胆時に1三
逼宿‘゜の阿ヤると阿 保たにつ‘ツ五沢間乗゜本茂
ぎ内金勤は郎て'--に部つ金阿はきフ子ノ郡後用豪の流
ヤ川ケめ二さ とかさつケ郎安‘ジさ＝金にm雨細か
面に崎先十ん 自くんあ崎さ 助のん六ケ奇こ心でいら
賃烹誓毘召篇 色窟は今閂夕§ gここ贅閂哲あ梵：竺
つる根上午流 君 四 立況を待には店永にみらのて
fぅ久字市前に V、皐時 元 ェっ必‘従沢救込んつく
云目る倉詞虐 烹全門 萎益晶ぢ塁翌目言出店t合だ
の敷屋の半 せでの 取先キ救しみ阿房乳、河つの
中濡敷濶Cれ 続頑間 りの美出がの部浦た四川たは
れんレに ＂ → 心V^~ ~，，｀ ，．勺一

：：：：量

：

こ，1匂年i
・

ぶ
昴長］こ〗

叫全
i{入

“`^
゜枝ちが ；辛ヽ ．` ，；←t:. 、.. 、

今

`且 £立＇ ：ご：｀ ‘`
をもほと ．ー一 -� ,.... - 、
はど丘ぽ 母環のアイ子さんの付き添いで
内試転木 元気を取り戻す阿部テツ子さん

上ぐしチV• Itヽ 杉本たが出中席に

｀！言［言鱈胃でこはに つ同V＼ 親抜いき 芍ん勁けのくのま幸 かがどう た
こ穿き皇男ぢ閂塁云g品る裔 澁腔同、今竺雰易衷塁；筋茫竜臀房
とはだ込ア んの

‘ 一感あポ か助六やた待れつさてけ民怖はに
公悶祭乳手 失蛋更金ぢ向| 昆晶闘：孟ご茅ら企 菜房嘉き屡
箪強とた き の ケ きかに 百さ十阿六とつはと め明募暗か

を与要臼； 存［房：フ、克塁 益だ募閂閂畠を三そ 会魯令てg
らぢぢど註 店 塁塁； ［名 §同日会差Li c.念悶 品賞予震兄
令ら、万、 5可 ぽえ孟苺界とを ぃ誓笛g滋嬰悶塁t 芸歪且包

言
謬

4
時
間
後‘
濁
流
か
ら
生
還

金
ケ
崎
た
め
池
が
決
壊
の
恐
れ

届i

□
_
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溢 Eヨ 詔和63年8月30日

に
安
ど

炉岱＂
t益

懇＿
県
南
の
軍
雨
禍

向
日
ぶ
り
か
の
小
さ
な
濤
空
が
時
折
の
ぞ
く。
二
十
八
日
夜
か
ら
g
南
部
を
誤
っ
た
染
中
磁
雨
は
三
十
日、

や
っ
と
峠
を
塩
し
た。

茂

も
被
害
が
大
き
か
っ
た
胆
沢
郡
金
ケ
崎
町
で
は
千
四
石
た
め
池
決
ば
の
恐
れ
で
避
難
し
て
い
た
町
民
六
百
人
が
不
安
と
焦
り
の
一
夜
を
明

か
し
て
家
々
に
戻
っ
た。

し
か
し、

商
流
は
な
お
激
し
く、
一
関
市
な
ど
北
上
川
下
流
の
は
地
は
田
畑
を
沈
め、
庄
家
に
流
れ
込
ん
で
い

る。
雨
域
は
沿
岸
部
に
も
及
び、

ゲ
リ
ラ
濠
雨
の
深
く
広
い
ツ
メ
跡
に
さ
ら
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る。
一
方、
J
R
東
北
諒
で
紺
物
列
屯

脱
森
転
濱
で、
三
十
日
朝
の
通
勁
通
学、

長
距
離
旅
行
吝
ら
の
足
も
混
乱
し
た。

【
本
記
は
1
面
に】

金ケ崎
た
め
池
死
守
II

つ
れ、

避
難
先
か
ら
帰
っ
た
人
た

ち
は
早
速
床
上、
床
下
没
水
の
後

片
付
け
に
取
り
組
ん
で
い
る。

千
虞
石
の
下
流
に
当
た
る
金
ケ

崎
町
西
根
宇
千
箕
石
四
三
ノ一
、

茂
菜
宮
館
輝
美
さ
ん（五
九）
の
自
宅

は、

宿
内
川
の
堤
防
が
決
壊
し、

濶
流
に
洗
わ
れ
る
状
喝
パ
ッ
ク

ホ
ー
が
動
展
さ
れ、
消
防
団
屎
が

見
守
る
中、

宮
館
さ
ん
の
民
家
を

守
る
た
め
流
れ
を
変
え
る
作
菜
に

笛
手
し
た。

二
十
九
日
夜、

あ
ふ
れ
る
水
の

労
い
に
押
さ
れ、

坦
雉
途
中、

水

田
に
転
沼
し
た
と
い
う
宮
館
さ
ん

は
い
ち
早
い
復
旧
を
望
み
な
が
ら

-
Ill
の
そ
ば
に
家
を
建
て
た
の
が

擁
壁
の
崩
壊
が
心
配
さ
れ
て
い

悪
か
っ
た
の
か」
と
活
を
落
と
し

た
胆
沢
郡
金
ケ
崎
町
の
千
団
石
た

て
い
た。

め
池
で
は
微
夜
で
監
視
し
て
い
た

一
方、
町
内
の
道
路
は
各
地
で

千
箕
石
土
地
改
良
区、
県、
町
滋

ズ
タ
ズ
タ
に
寸
断
さ
れ、

復
旧
を

屎
ら
は、
三
十
日
午
前
七
時、

た

碓
し
く
し
て
い
る。
同
町
西
恨
宇

め
池
の
水
里
が
減
少
し、
雨
が
小

赤
坂
の
町
辺
は
黒
沢
川
の
激
流
に

降
り
と
な
っ
て
宮
の
切
れ
問
か
ら

土
砂
が
さ
ら
わ
れ、
至
る
所
で
ア

焼
石
連
紐
の
斉
い
山
並
み
が
顔
を

ス
フ
ァ
ル
ト
の
舗
装
面
が
大
き
く

の
ぞ
か
せ
る
と
「
山
が
見
え
た
ぞ

波
打
ち、

き
裂
が
入
っ
て
い
た。

石

／．」
と
安
ど
の
声
を
上
げ
た。

町
近
沿
い
に
住
居
を
謁
え
る
同
町

貫

千
曰
石
た
め
池
は、
擁
壁
が
崩

西
根
字
赤
坂一
ノ
一
、
公
務
図
斎

千町

れ
る
と
鉄
砲
水
と
な
っ
て
下
流
庄

荘
正
人
さ
ん（五
ヒ）
は
「
二
十
九
日

問

民
に
被
害
を
も
た
ら
す
恐
れ
が
あ

り、
二
十
九
日
未
明
か
ら
厳
成
態

ヶ金＿＿

努
が
続
い
て
い
た。
同
日
夜
半
に

業

な
っ
て
た
め
池
の
水
立
は
減
少
を

作IB

始
め、
町
は
三
十
日
午
前
雰
時
半、

復

付
近一
祐
の
住
民
に
対
し
て
出
し

を

て
い
た
避
難
勁
告
を
解
除。
公
共

＜
 

早

施
設
な
ど
に
迫
雄
し
て
い
た
約
七

は

百
人
が
ホ
ッ
と
し
た
表
碕
で
深
夜

に
自
宅
へ
と
戻
っ
た。

で周

千
四
石
た
め
池
の
管
理
棟
に
避

辺の

難
し
て
い
た
近
所
の
高
橋
ツ
ヨ
ミ

さ
ん（六
o
)

は
「
た
め
池
か
ら
あ
ふ

家民の

れ
落
ち
る
水
が
ゴ
ー、
ゴ
ー
と
す

水

C
い
音
を
た
て
不
安
だ
っ
た。

で

ヒ

も、

大
勢
で
体
を
寄
せ
合
っ
て
床

浸床

に
横
に
な
る
こ
と
が
で
き、

救
わ

れ
た」
と
安
心
し
た
よ
う
●ン。
夜

が
明
け
て
も
雨
は
断
統
的
に
降
り

続
い
た
が、

監
視
に
当
た
っ
た
某

土
地
改
良
団
体
連
合
会
の一、
野
災

義
主
管（六
o
)

は
「
池
か
ら
芍
ち
る

水
が
サ
ラ
サ
ラ
と
い
う
音
に
変
わ

っ
た。

も
う
大
丈
夫
だ」
と
危
磯

脱
出
を
確
儒
し
て
い
た。

千
曰
石
た
め
池
が
落
ち
吾
く
に

未
明
か
ら
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
大
き
な
石

徐
々
に
下
が
っ
て
お
り、
そ
の
ほ

の
流
れ
る
音、
ゴ
ー
と
波
が
通
路

か
で
は
大
き
な
影
B
は
な
さ
そ
う

に
ぶ
つ
か
る
音
が
し
た」
と
述
べ

だ。

た。
斎
康
さ
ん
方
は
床
上
没
水
の

胆
沢
郡
金
ケ
崎
町
で
は‘
-
=-
+

被
笞
に
遭
い
「
フ
ィ
オ
ン
台
風
以

日
午
前
九
時
ま
で
に
床
上
浅
水
が

上
だ」
と
語
る。

計
二
十
四
戸、
床
下
茂
水
八
十
四

墨
沢
川
は、
迄
中
で
堤
を
破
り

戸。

し
か
し
水
は
徐
々
に
引
い
て

流
れ
を
変
え
る
ほ
ど
の
焚
れ
ぷ

お
り、
三
十
日
朝
か
ら
復
旧
作
菜

り。

突
然、

水
が
な
く
な
っ
た
従

も
始
ま
っ
て
い
る。

来
の
河
床
に
は
カ
ジ
カ、
イ
ワ
ナ

ニ
十
九
日
に
床
上
浚
水
三
十
九

な
ど
が
石
の
間
に
は
さ
ま
れ、

身
一
戸、
床
下
茂
水
二
十
六
戸
の
波
心―

動
き
で
き
ず
に
死
ん
で
お
り、

激

を
出
し
た
胆
沢
町
は、
一
二
十
日
午

流
の
す
さ
ま
じ
さ
を
物
語
っ
て
い

前
八
時
現
在
の
E
ぺ
で
は、

そ
の

た。

後
波
害
は
増
え
て
い
な
い。

し
か

【
胆
江】
＝
平
日
未
明
か
ら
雨

し
市
野
々
か
ら
秋
田
哄
塙
に
か
け

脚
が
弱
ま
り、
被
宮
の
広
が
り
も

て
の
国
逍
3
9
7
号
は、
土
砂
崩

治
ま
り
つ
つ
あ
る。
北
上
川
に
架

れ
や
路
U
決
埠
な
ど
に
よ
り
延
長

か
る
小
谷
木
ほ
が一
部
沈
下
し
て

二
十
討
が
依
然
全
面
通
行
止
め
と

通
行
止
め
と
な
っ
た
が、

水
位
は

な
っ
て
い
る。
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奉芹 閏 畔翡＇暑冒響置9 `~12蔀

虹
内

は

、
二
十
八
日
深
改

か
ら
二

十九
日
に

か
け
て
内
陸
部
を
中
心
に
断
続
的
な
虹
中
栄
国
に
見
舞
わ
れ、
降
り
始

め
か
ら
同
日
午
後

――一
時
既
在 、
胆
沢
町
岳
山

で＝＝―-
四,,�、一
関
市
祭
的

で
二
0
八
炉
を
品
録。

北
上

川
が
同
市
罪
禅
寺

で
同
曰

午
後＝一
時、
笞
戒
水
位
G
七

認）
を
五

十四
芍
起
え、
金
ヶ

崎
町

で
支
流
の
宿
内

川、
黒
沢

川、
永
沢
川

な

ど
の
忠
防
が
決
壊 、

水

田
が
冠

水

し
た。
喋
芯
災5口
穿
湖

本
部

に
よ
る
と、
同
町
を
中
心
に
床
上
泣

水

六
十
六
戸、
床
下
辺

水

二
百
三
十
八
戸
の
披内
jfi
出

た
ほ

か

、
道
路
損
壊、
が
け
崩
れ
な
と

で
な辿
止
め
が
読
出
し
た＂）
ま

た、
同
町
千
ほ

石

地

区
で

は

、
た
め
池
の
坦
防
が
決
壊
す
る
恐
れ
が
出

た
た
め

地

区
住
底
約
三
百

人

が一

時、
忘
台
な
ど
に
避
廂
し
た。
盛
岡

地

方
氣
采
台
は
内
陸
南
部

に
大
雨、
洪
水
穿
姐 、
建
設
省
岩
手
エ
市
串
務
所

も
北

上
川
洪
水
注
ば
報

を
発
令 、
安
成

を
呼
び

か
け
て
い
る，

�
恣
荷

ー

:]
] "

 

9
]

i

g
 

{

'̀
i
 

｛

函

．

屯3

迎
転
中

の
女
性
が
遥
路
の
冠

水

の
区

の
千
花
石
池
が
均

水

で
決
壊

の

交
通
網
は
各
地
で
寸
断

た
め
動
け

な

く

な

っ
て
い

た
が、

恐
れ
が
出
た

た
め、
午
前
五
時
前

票
災
害
警
戒
本
部
の
二
十
九
日

こ
ちら
も
救
助さ
れ、
け
が

人

や

か

ら
池
区
七
十
四
戸
の
住
民
約―――
午
毯一一
時
現
在
の
ま
と
め
に
よ
る

行
方
不
明
者

は

出
て
い

な

い°

百

人

が、
商
台
に
あ
る
同
池
笛
理
と、
藁
内
の
道
路
決
壊

は

金
ヶ

崎

一
方、
浚

水

の
た
め
金
ヶ

的
町
棟

な

ど
に
次
々
と
避
雄
し

た3

町
を
中
心
に
計
三
十

か

所、
塊
防

三
ヶ

尻
の
国
遥
四
号
線
と
胆
沢
町

ま
た
同

日
未
明、
和
況
町
岩
崎
決
躙
は
金
ヶ

崎、
前
沢
町

な

ど
計

尿
前
の
国
迫＝―-
九
七
号
線
が
通
行
新
田
の
隈
道
社
油
湿
浪＇，
江
約
子
＝
干

か

所、
磯
りょ
う
流
失

は

二

止
め
と

な

っ
た
ほ

か

、
J
R
東

北
線
の
二
か
所

で、
土
砂
崩
れ
が
起

か

所
と
なっ
て
い
る。
また、
金

線
で

は

上
下
各一

本
が
速
休、
七

き、
通
行
止
め3
こ

の
た
め、
愛
ヶ

崎
町
千
漬

石

地

区
の
住
民

な

ど

本
が
緞
忍一
時
閲
二

十五
分
の
迎
油
温
泉

の
宿
泊
客
約
四
百

人

の
う
計
六
十
七
世
帯、ー
百
七

十二

人

れ
と
なっ

た。

ち、
同
日 、
屈
る
予
定

だ

っ
た
約
に
避
碓
勧
告
が
出
さ
れ

たc
田
畑

同
町
千
E
石

地

区
で

は

、
同
池
百
二

十

人

が
足
止
め
さ
れ
た3

の
冠

水

は

百
四
十
二
唸
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甚同
斗日つ深

床
上
浸
水66
戸‘
床
下238
戸

北
上
川
支
流
が
決
壊

北
上
川
の
水
位
は
三
十一
日
朝

ら
再
び
上
昇 。
午
前
十
時
現
在 、

ベ

位

デ

関
水
OGooooooo

所
戒
0
4
9
0
3
3
0
0
5

拐
警
2
1
2
3
3
4
3
7
5＿

日

事

〇

専
在
ゲ

H
現
5
5
3
1
8
5
2
8
6

3
 

8

虹
g
24
14
29
蒻
蒻
81
73

位
省

報
〖
匹

〗
〖
（
霜

彗
〖

日
上
日
渕
国
鰈
姻
匹
山
蟷
嬬
寺
前

ヒ
ー

霰
坂
治
波
日
木
曲
禅
訪

手
5

0

館
明
紫
朝
男
桜
大
狐
諏

岩

廷
設
省
岩
手
エ
平
平
務
所
の
九
観

測
地
点
ニ
カ
所
を
残
し
七
カ
所
で

器
戒
水
位
を
超
し
て
い
る 。

盛
岡
の
明
治
鰈
は
午
前
五
時
に

笞
戒
水
位
を
突
破 、
同
七
時
に
は

一
・

七
五
ぷ
と
なっ
た
が 、
同
十

時
に
は一
•

四
五＂aに
は
下
し

た 。
下
流
の
狐
禅
寺
で
は
同
五
時

に
七・
三
五
ぶ
ま
で
水
位
が
下
が

っ
て
い
た
が 、
上
流
戚
に
降っ
た

第
中
棗
雨
の
影
響
で
再
び
上
昇 。

同
日
夕
方
に
は
八•
五
ぶ
前
後
ま

で
達
す
る
見
通
し
で 、
四
戒
が
必

要
だ。

北上川
再
び
警
戒
水
位
突
破

東
北
本
線
で
貨
物
脱
線
金ヶ
崎
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岩手日報 8 月 30日
:::::;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:::::::::::;:::::::::::::::;�:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:::;:::::::::::;:;:;:;:::::::::::::::::::::;:::::;:::::::::::::::::::::::;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:::::::::::;:::::::;:::::::::::;:::::::;::::::::::::::::::::::: 

（第3積郵f更物比可） 溢 手

働かぬ列車にイライラ

下
り
貨
物
列
車
の
脱
線
転
覆
寧
故
現
場 。

手
前
が
脱
練
し
隕
い
た
先
頭

の
磯
関
車 。

後
方
に
2
両
目
の
磯
関
車
が
横
転
11

30
日
午
前
6

時
10
分

決壊の危険（こさらされた金ケ崎町・千貫石

ため池の水位を誓戒する関係者＝29日深夜

思
わ
ぬ
定
止
め
を
く
い 、

疲
れ
切
っ

た
表
渭
で
代
替
列
車
を
待
つ
急
行

「
八
甲
田
」

の
乗
客
11
J
R
盛
岡
駅
待
合
室 、

30
日
午
前
0

時
30
分

溢
叙

- 66 -



岩手日報 8月31日
::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::�::::::::::�:::::::::::::::::::�:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:;:::::�::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:::::::;:::::;:;：；：：：：：；：；：；：；：：：；：；：；：；：：：；：：：；：：：；：；：；：；：；：：：；：；：；：；：：：：：各

I t, 
dC=コ

ー

磁
戻悲た
高
愚―-

[
II
I

BCtr
ば：
口
[

H

乾
碍
30
[
『

記
50
五

v.
"

ぶ`

 

器
列
甲
を
脱
碗
転
漫
さ
せ、
各
地
で
道
路
を
寸
断 、
あ
ふ
れ

�

上・
床
下
没
水
が
続
出 、
家
を
瑶
れ
近
難
し
た
家
涙、
微
夜
で
n

た
曲
水
は
民
家
を
笈
い
田
畑
を
泥
沼
の
底
に
沈
め
た 。
激
流
に
も

�

戒
を
余
滋
な
く
さ
れ

た
関
係
者
も
多
い 。
水
苫
常
笈
地・
一
関
市

ま
れ
文
っ

二
つ
に
崩
れ
溶っ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

匹
も
あ
る 。
二
十
�

狐
閲
寺
地
区
は
ま
た
も一
面
の
湖
水
と
化
し 、

収
投
を
前
に
し
た

八
日
夜
か
ら
哄
商
部
を
中
心
に
g
り

続
い
た
森
雨
は、
あ
ち
こ
ち
一

喪
民
は
天
を
仰
い
だ 。
復
旧
に
は
な
お
時
問
が
か
か
る 。
人
為
を

に
大
き
な
ツ
メ
跡
を
残
し、

三
十
日、
や
っ
と
峠
を
超
し
た 。
床
一

超
え
た
自
然
の
猛
威
だ
が 、
残
さ
れ
た
敦
訓
も
多
い 。

脱線、寸断、泥沼化…
大打撃の田園地帯

“

合

直匈縁
‘

ズ＇：的）］［は翌戸竺；二忍ばご覧昇竺
上り線レ ー ル＝北上市1目去、30日午後1時30分 ：，’，町道‘'苓ダ案＇；妥，竺認‘苫孟芯閂晶2芦

均曰r西i根地八区、30日午前8時20分
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胆江日日 10月26日
各：淡：捻淡：各：淡：※：羽浴：淡：；：淡：淡：；各：淡：淡：淡：淡：；浴：淡：淡：菱：妥：各塚：淡：淡：；塚：各：各：淡：淡：各：；各：淡：；：淡：淡：淡：各淡：淡：淡：淡：淡：※：淡：；浴：淡：岱：淡：淡：淡：各：；各：菱：；各：妥：淡：淡：淡：各塚：淡：淡：淡：各：妥：各：淡：淡：淡：防：淡：淡：徐淡：淡：笈：淡：淡：淡：淡：淡：淡：淡：淡：菟：淡：淡：唸淡：淡：淡：淡：岱：淡：淡：淡：防疫：淡：淡：各：淡炭

政
霞
二
十
五
日
の
閣
譲
て

等
会
懇
に
続
い
て 、
こ
の
日
制
定

五
土ハ
筒 、
林
道
十
七似
円 、

一
限
は
五
十

胃

「
昭
和
六
士―一
年
八
月

九
日
か
ら

し
た
も
の
で
激
姦
災
害
に
対
処

計
二
百
g
円
で、
こ
の
う
ち
岩
手

適
用
す
る
指
四
は
牒
地 、
皮
菜

三
十一
日
ま

で
の
問
の
悉
慶
ぴ
す
る
なあ
の
特
別
の
財
政
援
助
等

＂豆
狐
り
＂
＂
甘”]

補
助
率
嵩
上
げ
で
虹呻
5

す
べ
き
茄
船
の
指
定
に
閲
す
る
政
こ
の
災
害
に
よ
る
地
方
財
政
の
角

令」
を
制
定
し
た 。

担
を
緩
和
し 、
ま
た
は
被
匹
者
に

ヶ

こ
の
政
令
の
制
定
は 、

魯
災

対
す
る
特
別
の
助
成
を行
う
こ
と

農

林

に

続

き

土

木

指

定

も

努

力

金

害
と
し
て
指
定
す
る
と
と
も
に 、

が
特
に
必
要
と
認
め
た
災
笞
が
発

そ
の
激
姦
災
害
に
対
』
爾
す
べ

生
し
た
坦
合
に 、
そ
の
災
田
を
激

金
ケ
崎
町
で
は 、
八
月
二
十
八

用
施
設 、
林
道
の
災
害
復
旧
事
業

差
腐
と
し
て
牒
地
等
の
災
宮
笈

姦
災
四
と
し
て
指
定 、
適
用
す
べ

日 、
二
十

九
日
の
菜
中
安
雨
で
股

等
に
か
か
る
補
助
寧
の「
嵩
上
げ」

旧
羹
等
に
か
か
る
柿
助
の
特
別

き
招
散
を
定
め
て
い
る
も
の

で、

林
菜、
公
共
土
木
等
で
五
十
七
g

で 、
過
去
五
ヵ

年
の
平
均
補
助
寧

闘
等
を
指
定
す
る
必
要
が
あ
る

今
回
の
査
定
見
込
み
額
は 、
度
地

九
千
方
円
あ
ま
り
の
被qrl
を
受

は
農
地
は
通
常
約
八l-l
% 、
嵩
上

か
ら
て
二
十
習
の
要

昏

が
二
十
八
筐 、
股
器
用
施
設
百＿
け 、
閲
係
省
庁
に
対
し
て
激
枯
災

げ
約
孔 、
晟
菜
観
荏
通
常
約

.

]一

塁
の
指
定
を
鋤
素
け
て
来
た
だ

九
四
％ 、

苫＝l-
％ 、
林
道

で近
汀
門
謬江

0
m
が
か

0
コ

彗

り
げ
約一

誓
5

器
の
誓 ‘
激
慕
訊叩
定

こ
の
政
令
は
二
十
八
日
に
公
布

；
火
水
は 、
翌
年
に
指
定
され
る
ケ
ー

ス

さ
れ 、
金
ケ
崎
町
や
胆
沢
町
な
ど

岱}]
坂
が
多
く 、

被
災
後
ニ
カ
月
あ
よ
り

大
き
な
被
災
地
が
対
象
と
な
る
も

置
5

で
指
定
され
た
こ
と
は 、
役
Ill
ェ

の

負
ら
茫
い
る 。

器
g

れ

平
の
早
馨
エ
が
可
能
と
な
る 。

な
お 、
政
令
制
定
等
は
在
京
の

ふ
迄一
さ
ま
た
財
政
的
に
は

九
月
汎
公
で

小
沢
代
磁
士
か
ら
本
社
に
連
絡
が

,
、4
ぐヘi

始
：

災
宮
復
旧
費
と
し
て
十
九
位
lIl
あ

あっ
た
も
の
9
,

E
開

函
ぶ
v

巷ツ
を
計
上
し
て
お
り 、
抽
助
率

b
心
な
が
忘
上
げ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
町

竺
も

角
担
が
少
く
な
く
て
す
む
こ
と
に

々
間

一
〇

が
な
る 。
町
匡
国
の
査
定
菱
け

、
IB
袖
習
が
決
定
し
だ
い
複
117
エ
巾

復
に
登
工
し
た
い
考
多3
い
る
が 、

公
共
土
木
施
設
関
係
の
指
定
が
決

害災
まっ
て
い
な
い
こ
と
か
ら 、
今
後

も
関
係
機
関
に
鋤
きか
け
を
け
っ

て
い
く 。

山
路
勝
男
町
塁
の
話
「
正
肛

い
っ
て
ホ
ッ

と
し
て
い
る 。
＜
わ

し4
は
二
十
八
日
の
告
示
を
見
な

け
れ
ば
な
記伏
い
が 、
牒
杯 、
公

共
土
木
の
う
ち
の
第一
閲
門
は
通

過
し
た
と
い
う
感
じ
だ 。
こ
れ
で

早
期
笈
旧
が
可
能
に
な
る
と
忠

う 。
今
後
は
公
共
土
木
の
指
定へ

向
け
努
力
し
た
い」

本
県
査
定
見
込
額
は
50
偉
円

に知
遮
用
政
令
を
制
定

25日の閣議

三
億
円 、
岩
手
五
十
億
円 。
次
い

で
群
馬
（

九
億
円）
千
葉
（
八
億

円）
宮
城
（
七
億
円）
の
順
と
な

っ
て
い
る。

復
旧
事

業
に
当
た
っ
て
は 、
被

害
額
が一
件
当
た
り
三
十
万
円
以

上
の
場
合
に
国
庫
補
助
の
か
さ上

げ
が 、
三
七
万
円
未
満
の
場
合
は

地
方
交
付
税
の
上
積
み
が
行
わ
れ

る
こ
と
r

妥
て
い
る。

本
県
の
被
害
額

は
79
億
円
余
に

本
県
の
指
定
は 、
十
月
四
日
か

ら
行
わ
れ
て
い
る

農
水
省
災
害
査

定
見
込
み
額
で
決
定
し
た 。
県
謂

査
に
よ
る
被
害
額
は 、

農
地・
農

政
府
は
二
十
四
日
の
事
籾
次
官
業
用施
設
七
十
億
四
千
三
百
万
円

会
謳

で、
こ
と
し

八
月
に
起
き
た
（
四
十
八
市
町
村） 、
林
道施
設
八

北
海
道
や
東
北 、
関
東
を
中
心
と

億
六
千

九
百
万
円
（
三
十
七
市
町

し
た
豪
雨 、
暴
風
雨
災
害
を
「
激

村）
で、
合
訂
七
十

九
億
千
二
百

甚
災
害」
に
指
定
し 、

農業
施
設

方
円
（
五
十
三
市
町
村） 。
対
象
事

な
ど
の
復
旧
事業
に
特
別
補
助
す

業
や
市
町
村
は 、
十一
月
二
十一

る
こ
と
を
決
め
た 。
二
十
五
日
の

日
で
終
了
す
る
災
害
査
定
が
確
定

閣
議

で
正
式
決
定
す
る。

し
て
か
ら
決
定
さ
れ
る 。

激
甚
災
害
の
対
象
は
八
月

九
日

激
甚
災
指
定
に
よ
る
特
別
財
政

か
ら――-
+―
日
ま

で
の
間
の
台
風

援
助
は 、
通
常
災
害
に
対
す
る
国

15
号
な
ど
に
よ
る
豪
雨
被
害 。
被

暉
補
助
分
を
差
し
引
い
た
復
旧
事

害
は
全
田
の
三
士―一
都
道
府
県
に

業
費
に
対
し
て
行
わ
れ 、
カ
サ
上

ま
た
が
り 、
被
害
査
定
見
込
み
額

げ
率
は
被
災

農
家
個
々
の
被
災
状

は
農
地
が
約
二
十
八
億
円 、

農業

況
に
応
じ
て
算
定
さ
れ
る．
本
県

用施
設
が
約
百
五
十
六
億
円 、
林

で
は
六
十一
年
八
月
の
台
風
10
号

道
が
約
十
七
億
円
の
訂
約
二
百一

被
害
で一
関
市
な
ど
四
土ハ
市
町

億
円 。
都
道
府
県
別
で
特
に
被
害

村
が
指
定
さ
れ
た 。
こ
の
時
の
復

が
大
き
か
っ

た
の
は
北
苺
道
七
十

旧
事業
費
に
対
す
る
国
負
担
金
の

「===========-====-=-=-==-
======―-l==
========-==-=======-=====l==-==-
===―-===-====-=====

8 月の豪雨を

「激甚災害」に
政府が次官会議で指定

免灯g
で農は「
い業 ‘

る用平゜施均
設で

九農
六地・九

ニニ
％・
に九
-
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官 報 10月28日

|兄
ー

官 報

沼和 63 年 10 月 28 日

（激甚災害として指定）

金曜日 言 報 第 18505 号

〔
省

令〕

写
竺一
て
言一
司
三―
-

a

[
「I

刊(
「TI
R
�'

:

I:-;
日
休
5 ,
i

)

只
一ー
：＇
紀
泡
[ '

9
3
-
h ・

付
註
資
に’
そ
こ
母
週
水
濯）

9

、
.
,

9
,

•
9
9
9

i
目

爪い
馴，山
次
1
口
冒

9
9

·
 

•
9,
 

〇
沼
和
六
十
三
年
八
月
九
日
か
ら
三
十
一
日

<[
で
の
間
の
麦
雨
及
び
摂
哀一 ��
こ
つ
い
て

の
激
甚
災
害
の
指
定
並
び
に
こ
れ
こ
対
し

g
用
ナ・
ベ
ぎ
措
置
の
指
定
に
関
す
る
敗
令

（
三
―
二）

0
国
民
年
金
持
刊
会
計
へ
の
一
般
会
計
か
ら

す
る
国
直
負
担
金
の
繰
入
れ
の
特
例
に
係

る
控
除
額
仄
ひ
加
算
額
の
改
定
に
関
す
る

政
令
の
一
邪
を
改
正
ず
る
政
令(-
三
三）

0
関
税
ほ
屯
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
三
一
:])

〇
食
溝
管
理
法
施
行^
1，

三
革
を
改
正
す
る

攻
令
（
三
一
五）

0
沖
縄
総
合
事
務
局
組
織
規
程
の
一
部
を
改

王41
る
総
理
府
令
（
捻
理
四
六])

0
法
務
局
及
び
地
方
去
務
局
の
支
局
及
び
出

張
所
設
置
規
則
及
び
登
記
事
務
委
任
規
則

の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
法
務
四
0)

G
人
口
動
態
謂
歪
令
施
行
細
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
（
厚
生
六
0)

〇
医
師
法
沌
行
規
則
及
び
歯
科
医
師
法
施
行

規
刊
の
一
部
を
改
正
ナ
る
省
令（
同
六
一
）

r ロ吋

，，ヘっ
し

「
政

令〕

ど点〗翡し‘

；

閂
塁

汀
i

い

i

三〗圧で‘
度

十
二

五

＋
八

月
四

の
をい
も ぶi =[ ！ 盃：

風塁自
雨の日［
に間か

よのら

： ’ 呈一二
年

甚

をい し緯北に 十分 日う゚ で‘二号の
日 八

う゜と！ 岱合＇ た

三
! ： に 日 おにi

緯
t 団： 、一ヽ手〖［ 唇請鰐 風

墨

でま九月 害

つたな
i よいお北緯

に
て

い
十

ニ
度ー

に 日
お

十
月心

‘ 

置項でま

；

条四

＇

第法 りも 滅盈二塁

I 
ぉり晶し、ニ眉ので号 し いて 日

：； ， ‘度十

一門年＾

同

八たの

し

もi 〗i 塁蒻
滅しー塁たし

髯

i,
―摩=

ベ

扇定す措る第四
ら第二

十
贔置

にお に月を 二＾年
同 た度熱十ー年台

政
令
第
三
百
十
二
号

昭
和
六

十
三
年八
月
九
日
か
ら
三十一
日
まで

の

間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
つ
い
て

の
激
甚
災
害

の

指

定
並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
ぺ
き
措
置
c
指

定
に
関

する
政
令

じ
ん

内
閣
は 、
激
甚
災
害
に
対
処
す
る

た
め

の
特
別
の
財
政

援
助
等
に
関

する
法律
（
昭
和
三十
七
年
法律

第
百
五
十

号）
第
二 条

第一

項
及
び

第
二
項の
規

定
に
基
づ
ぎ 、
こ

の
政
令
を
制

定する。

じ
ん

次
の
表

の
上
濶
に
褐
ゲ
る

災
害
を
激
甚
災
害
に
対
処
ナ

るた
め

の
特
別

の
財
政
援
助
等
に
関
す
る

法
律
（
以
下

「
法」
と
い
う 。）

第
二 条

第一

項の
激
甚
災
害
と
し
て
指

定

し
、

当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
ぎ
措
置
を
同
表

の
下
襴
に
掲
げ
る

と
お
り
指

定する。

昭
和
六

十
三
年

十
月二

十
八
日

内
閣
総
理
大
臣

竹
下

登

御

名

御

璽

国
事
行
為
臨
時
代
行
名

昭
和
六

十
三
年八

月九
日
か
ら
三十一
日
まで

の
間
の

豪
雨
及
び
墨
風
雨
に
つ
い
て
¢
激
甚
災
害
の
指

定
並
び
に

こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指

定
に
間
す
る
政
令
を

こ
こ
に
公
布
す
る。

ー

政

令

ー

附

則

こ
の
政
令
は 、
公
布
の
日
か
ら
施
行
ず
る 。

内
閉
硲
理
大
臣

竹
下

大
蔵
大
臣

宮
悶

農
林
水
産
大
臣

佐
藤

自
冶
大
臣

梶
山

許喜
六跨 ー 登
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「一[

災
害
の
時
は 、
家
の
庭
に
ひ
ざ
ま
で

水
が
た
ま
っ
て
と
て
も
た
い
へ
ん
で
し

た 。
水
が
引
い
て
か
ら 、
水
田
の
ポ
ン

。フ
小
屋
の
修
理
と
か
い
ろ
い
ろ
こ
ま
か

い
復
旧
に
け
っ
こ
う
微
用
が
か
か
り

ま
し
た 。
三 ‘
四
年
く
ら
い
前
に
こ
れ
ほ

ど
で
は
な
い
け
れ
ど
や
は
り
災
害
が
あ

り
ま
し
た 。
そ
の
時
か
ら 、
私
は 、
河

川
の
流
水
を
変
え
て
ま
っ

す
ぐ
に
し
た

ら
と
思
っ
て
い
ま
し
た 。
で
す
か
ら 、

今
度
の
災
害
関
連
事
業
で
河
川
の
線
形

高橋和子さん
（二渡 54歳）

早

く

復

lB

工

事

を んさ
虹

幸
49

寿
水

仙
膨

山
ほ

i

l

畠

い
ざ
復
iB
に
あ
た
っ
て
は 、
い
ろ
い

ろ
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た 。
今
で
は ‘

み
ん
な
笠
成
で
す
か
み
ん
な
の
気
持
が

榊文右ェ門さん
（坂水 73歳）

今
後
の
農
業
を
考
え
て

ま
と
ま
る
の
に
か
な
り

期
間
が
か
か
り

ま
し
た 。
米
価
は
下
が
る
し 、
転
作
も
多

く
な
る
し
ハ
ッ
キ
リ
し
た
見
通
し
が
な

い
状
況
の
中
で
は
笠
成
し
が
た
い
と
こ

ろ
が
あ
っ
た
と
い
う
気
持
は
よ
く
わ
か

り
ま
す 。
今
現
在
の
こ
と
が一
番
心
配
で

す 。
で
も ‘
将
来
の
こ
と
を
考
え
る
と
や

は
り
整
備
し
た
方
が
い
い
と
思
い
ま
す 。

河
川
改
修
を
す
る
と
だ
い
ぶ
土
が
あ

ま
る
よ
う
な
ん
で
す 。
せ
っ

か
く
の
こ

の
地
域
の
土
を
地
域
の
低
い
と
こ
ろ
に

有
効
利
用
し
て
整
備
し 、
大
き
な
ほ
場

づ
く
り
を
し
ま
す 。
こ
れ
か
ら
の
農
業

を
考
え
た
時 ‘
そ
の
方
が
何
を
す
る
に

も
有
効
だ
と
思
い
ま
す 。

が
変
わ
る
の
は
良
い
こ
と
だ
と
思
っ
て

い
ま
す 。
用
地
買
収
も
終
わ
っ
て
い
る

の
で
早
く

工
事
に
取
り
か
か
っ
て
欲
し

い
で
す 。
工
事
中
に
は 、
田
ま
で
農
作

業
に
行
け
な
い
と
い
う
こ
と
が
な
い
よ

う
に
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が一

番
希
望
で
す
ね 。

町
役
場
で
は 、
昭
和
六
十
三
年
八

月
末
の
集
中ヰ柔
雨
の
『

災
害
史』
を

編
集
し
て
い
ま
す 。
災
害
時
の
貴
重

な
写
真 、
ビ
デ
オ
が
あ
り
ま
し
た
ら

ぜ
ひ
お
借
し
く
だ
さ
い 。
ま
た 、
記

録
や
感
想
文
も
と
り
ま
と
め
て
お
り

ま
す
の
で
こ
ち
ら
の
方
も
よ
ろ
し
く

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す 。

連
絡
先

役
場
企
画
財
政
課
広
報
係

6
四
ニ
ー

ニ
―
―
一
内
線
ニ
ニ
＿‘、

【5】 広報かねがさき7月号
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坂水地区（団体営土地改良総合事業受益地域）

災
害
関
連
事
業
の
推
進

町
が
事
業
主
体
と
な
っ
て
進
め
る
石

持
沢
川‘

永
沢
川、

黒
沢
川
の
災
害
関

連
事
業
も
考
え
方
と
取
り
組
み
経
過
は‘

災
害
復
旧
助
成
事
業
と
同
じ
と
い
え
ま

す。
事
業
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す。

石
持
沢
川
の
復
旧
延
長
は
三
•
四
ば]‘

永
沢
川
の
復
旧
延
長
は
一
・
ニ
棧‘

黒

沢
川
の
復
旧
延
長
は
0
•
八
ば二
で、

こ

の
三
河
川
の
災
害
袈
と
関
連
貨
を
合
わ

せ
た
総
事
業
費
は
十
九
億
円
と
な
っ
て

い
ま
す。

三
河
川
と
も
地
権
者
の
協
力

し、
現
在、
工
事
に
着
手
し
て
い
ま
す。

に
よ
り、

河
川
の
巾
と
線
形
を
大
巾
に

見
直
し
将
来
に
向
け
て
整
備
す
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す。

事
業
は
六
月
か
ら

実
施
し
て
お
り
期
間
は
二
年
で
す。

区
画
整
理
の
取
り
組
み

黒
沢
川
の
は
ん
ら
ん
で
農
地
お
よ
び

牒
業
用
施
設
等
に
大
き
な
被
害
を
う
け

た
坂
水
地
区
は‘

河
川
改
良
復
旧
事
業

と
併
行
し
て
団
体
営
土
地
改
良
総
合
整

備
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す。

当
初
河
川
改
修
計
画
が
出
さ
れ
た
時‘

旧
河
川
が
大
き
く
蛇
行
し
て
い
た
と
い

う
こ
と
も
あ
り
牒
地・
牒
業
用
施
設
が
分

断
す
る
よ
つ
な
か
た
ち
で
し
た。
こ
れ
ら

を
解
消
す
る
た
め
に
区
画
整
理
を
内
容

と
し
た
事
業
の
話
が
も
ち
上
が
り
ま
し

べ
自
己
負
担
が
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ

り
話
は
す
ん
な
り
と
は
決
ま
り
ま
せ
ん

で
し
ぢ
前
年
の
十一
月
か
ら
九
回
も
の

話
し
合
い
が
も
た
れ、
坂
水、
新
井
田‘

高
谷
野、

広
本
の
四
部
落
の
二
十
四
人

の
構
成
員
が
や
っ
と
ま
と
ま
り
ま
し
た。

施
行
面
積
は
十
二
む
で、

総
事
業
喪

は
八
千
八
百
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す。

こ
の
事
業
を
導
入
す
る
利
点
と
し
て

は‘

①
三
十
吋
以
上
の
大
き
な
ほ
場
区

画
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
②
ほ
場
は
整

然
と
な
り
農
地
の
高
低
差
に
よ
る
不
便

が
解
消
で
き
る
③
旧
河
川
も
農
地
に
で

川口正義さん
（川目 60歳）

将
来
の
こ
と
を
考
え
て

今

後

の

見

と

お

し

き
る
④
地
区
の
環
境
整
備
が
で
き
る
⑤

個
人
的
に
片
寄
っ
て
農
地
が
泊
れ
る
人

も
な
く
ま
た
持
主
毎
に
股
地
を
整
理
で

き
る。

の
五
点
が
上
げ
ら
れ
ま
す。

こ
の
事
業
を
取
り
組
む
上
で
良
い
点

本
年
度
末
に
は、

河
道
が
整
備
さ
れ

護
岸
工
事
も
か
な
り
進
み、

六
十
％
程

度
の
進
度
率
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す。

河
川
復
旧
に
あ
た
っ
て
土
石
流
を
防

い
だ
砂
防
ダ
ム
の
効
果
性
が
評
価
さ
れ、

キ
ッ
ツ
川
上
流
と
黒
沢
川
の
赤
坂
付
近

に
砂
防
ダ
ム
を
建
設
す
る
予
定
に
な
っ

て
い
ま
す。

ま
た、

宿
内
川
や
黒
沢
川
に
つ
い
て

「
ア
イ
オ
ン
・
カ
サ
リ
ン
」

の
頃
は

ま
だ
こ
の
あ
た
り
の
農
地
ま
で
は
水
が

上
が
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す。

去
年
の

災
害
の
時
は‘

こ
の
辺
一
帯
石
こ
ろ
で

み
ら
れ
な
い
状
態
と
な
り
ま
し
た。

町

や
県
に
頑
張
っ
て
復
旧
し
て
も
ら
っ
て

と
て
も
よ
か
っ
た
で
す。

お
か
げ
さ
ま

で
し
た。

川
の
か
た
ち
を
変
え
て
河
川
の
整
備

は‘

こ
の
事
業
の
区
域
内
の
災
害
復
旧

の
高
額
補
助
金
も
あ
り
自
己
負
担
額
が

か
な
り
軽
減
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で

す。

工
事
は、

秋
ま
で
に
農
地
部
分
を

完
了
さ
せ
有
効
利
用
す
る
予
定
で
す。

は‘

災
害
復
旧
工
事
以
外
の
箇
所
に
つ

い
て
も
小
規
模
河
川
改
修
事
業、
中
小
河

川
改
修
事
業
で‘
災
害
復
旧
工
事
の
完
成

時
を
め
ど
に
し
て
整
備
が
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す。

河
川
関
係
工
事
が
進
む
に
つ
れ
て
エ

事
用
の
車
輛
通
行
が
増
え
て
き
ま
す。
交

通
事
故
に
充
分
注
意
を
払
わ
れ
事
故
の

な
い
よ
う
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す。

も
す
る
よ
う
で
す
が、

将
来
の
こ
と
を

考
え
れ
ば
い
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す。

土
地
へ
の
愛
着
が
あ
る
の
で
農
地
に
か

か
る
こ
と
は
シ
ョ
ッ
ク
は
あ
り
ま
す。

で
も‘

こ
れ
か
ら
は
山
の
方
も
ど
ん
ど

ん
開
発
さ
れ
る
よ
う
で
す
し、

そ
れ
で

下
流
は
災
害
を
う
け
な
い
よ
う
に
整
備

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す。

下
流
の
防
備
の
た
め
に
上
流

に
ダ
ム
で
も
造
っ
て
も
ら
え
ば
完
全
な

災
害
防
止
に
な
る
と
は
思
う
ん
で
す
け

ど
ね。地

権
者
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
考
え

の
人
が
い
ま
す
が、

少
な
く
と
も
ま
た

水
害
に
な
ら
な
い
よ
う
な
復
旧
整
備
を

し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で、

み
ん
な

で
協
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す。

広報かねがさき7月号 【4】
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事 業 助成・岩手県 助成・岩手県 助成・岩手県 砂防関連・岩手県 河ll1関連・金ヶ綺町 河ll1関連・金ヶ崎町 河!II関連・金ヶ崎町
河 J l l 名 宿 内 川 黒 沢 川 永 沢 Jlj キッ ツ川 石持沢川 永 沢 川 黒 沢 川

全体事業費 千円 1,398,317 3,248,706 1,088,757 809,610 1,141,178 424,133 353,764 
事 災 害 費 759,787 1,576,348 672,451 493,152 670,516 325,589 245,659 
業 （決定額） 千円 (6)(718,508) (12)(1,305,545) (4)(656,932) (4)(468,278) (4)(609,770) (2)(279,473) (2)(211,845) 
牲 助 成 費 千円 630,000 1,636,000 398,000 
等 関 連 費 千円 310,697 439,231 96,054 108,105 

他 腺 千円 8,530 36,358 18,306 5,761 31,431 2,490 
延 長 m 3,315 5,225 2,115 1,967 3,390 1,180 783 

工 護 岸 工 m
' 19,667 69,923 14,446 12,607 12,743 6,400 4,411 

床 固 工 基 36 落差12 落差 ， 24 落差11 27 落差17 32 落差 4 19 落差10 落差 7 
帯エ24 40 帯エ31 帯エ13 帯エ10 帯エ28 帯エ 9 10 帯エ 3 

種 棉 梁 工 橋 4 4 2 1 8 2 2 
根 固 工 個 3,202 9,929 2,413 484 4,378 1,710 3,521 
排 水 工 箇所 18 32 20 5 16 ， 

等 取 水 工 箇所 7 1 4 1 3 1 1 
用 地 m

' 40,700 77,360 46,800 25,245 30,903 5,300 3,700 

河川災害復旧助成・翡関連事業

河川災害復旧助成事業とは？

激甚な被災箇所または、 これを含めた一連の施設につ

いて、 一定計画のもとに河の面梢を拡けたり 、 流路の是

正を行い、 再度災害を防止するために災害費に助成我を

加えて施行する事業。 事業主体一 県

標準横断図例（災害復旧助成事業）

黒沢川（稲沢桶～菅沢橋附近）
3.00 26.50 

1.60 22.50 
一日ド

0.40 

20.00 

災
害
復
旧
助
成
事
業
の
推
進

河川災害復旧関連事業とは？

被災箇所または、 これを含めた 一連の施設の

再度災害を防止するために改良復1日するもので

災害許に関連費を加えて施行する事業。

事業主体一県・町

ま
し
た。
（
国
査
定‘

町
単
あ
わ
せ
て）

公
共
土
木
被
災
は‘

重
要
な
生
活
路

線
か
ら
順
次
復
旧
を
進
め
て
き
ま
し
た

し、

牒
業
施
設
等
の
被
災
は‘

膜
作
業

の
春
耕
時
を
目
処
に
総
力
で
復
旧
を
進

河
川
沿
い
に
歩
く
と
ゴ
ロ
ゴ
ロ
と
大

き
な
石
が
転
が
り‘

護
岸
が
壊
れ
て
い

る
様
子
が
目
に
つ
き
ま
す。
し
か
し、
エ

事
の
た
め
の”
ち
ょ
う
は
り“
が
か
か
り

は
じ
め‘

プ
ル
ド
ー
ザ
ー
や
バ
ッ
ク
ホ

ー
の
工
事
用
重
機
が
河
川
の
中
で
動
い

て
い
る
の
を
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た。

い
よ
い
よ
河
川
関
係
の
復
旧
エ

事
か
始
ま
り
ま
し
た。

河
川
の
災
害
復
旧
は‘

ほ
と
ん
ど
改

め
て
き
ま
し
た。

復
旧
工
事
は、

関
係

機
関
の
け
ん
め
い
の
努
力
と
暖
冬
と
い

う
気
象
条
件
に
恵
ま
れ‘
本
年
度
の
六
月

末
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た。

良
復
旧
事
業
と
い
う
か
た
ち
で
進
め
て

い
ま
す。

災
害
復
iB
事
業
は、

原
形
復
旧
を
原

則
と
す
る
事
業
で
す
の
で、

被
害
が
大

き
く
広
範
囲
に
わ
た
る
場
合‘

個
々
の

原
形
復
旧
だ
け
で
は
事
業
の
効
果
も
限

定
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
か
あ
り
ま
す。

改
良
復
旧
事
業
は‘

こ
の
よ
う
な
場
合

災
害
に
な
ら
な
か
っ
た
筒
所
も
含
め
一

連
区
間
に
つ
い
て
再
度
災
害
防
止
と
安

全
度
の
向
上
確
保
の
た
め
に
整
備
を
は

か
る
事
業
と
し
て
あ
り
ま
す。
そ
し
て、

災
害
復
旧
苔
に
同
程
度
の
改
良
喪
を
加

え
て
改
良
復
旧
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま

す。

災
害
復
旧
助
成
事
業
•
関
連
事
業

は‘

こ
の
改
良
復
旧
事
業
の
中
の
事
業

で
す。災

害
復
旧
助
成
事
業
は、

県
が
事
業

主
体
で
五
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す。

黒
沢
川
を
は
じ
め
宿
内
川‘
永
沢
川‘

キ
ッ
ツ
川
の
沿
線
は、

全
域
に
わ
た
り

大
き
な
被
害
を
つ
け
ま
し
た。

こ
の
被

災
の
復
旧
は、

原
形
に
復
旧
す
る
よ
り

将
来
に
向
け
て
災
害
を
防
止
し
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
災
害
に
な
ら
な
か

河
川
関
係
の
災
害
復
旧

災
害
復
旧
助
成
事
業
は、

原
形
復
旧

で
な
い
と
こ
ろ
に
か
え
っ
て
事
業
の
む

ず
か
し
さ
を
含
ん
で
い
ま
す。

い
ず
れ

に
し
て
も
災
害
復
旧
で
す
か
ら、

河
川

巾
や
河
川
線
形
等
構
造
的
問
題‘
調
査・

設
計、

用
地
取
得
等
を
短
期
間
に
解
決

し
復
旧
に
あ
た
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん。

県
の
場
合、

災
害
復
旧
助
成
事
業

と
キ
ッ
ツ
川
の
災
害
関
連
事
業
の
四
河

川
で、

計
画
延
長
十
三＇
sc

パ

用
地
取
得

面
栢
四
十
万
平
方
M、

地
権
者
百
八
十

人
と
広
範
囲
に
わ
た
り‘

と
り
ま
と
め

る
の
に
か
な
り
時
間
が
か
か
り
ま
し
た。

な
ん
と
い
っ
て
も
地
権
者
の
意
向
が、

一

番
問
題
に
な
り
ま
し
た。

将
来
に
向

け
た
復
旧
と
い
う
こ
と
で
最
後
は
一
致

地

権

者

の

協

力

っ
た
箇
所
も
含
め
て
一

連
の
区
間
を
一

定
の
計
画
に
基
づ
き
改
良
復
旧
し
て
い

く
よ
う
に
計
画
申
請
し
て
い
ま
し
た。

そ
の
計
画
が
採
択
に
な
り‘

災
害
牲
と

は
別
に
改
良
費
も
認
め
ら
れ
ま
し
た。

通
常
の
河
川
改
修
で
す
と
五
十
年
も

か
か
る
大
事
業
で
す
が、

災
害
復
旧
助

成
事
業
を
採
択
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
三

年
か
ら
四
年
で
改
修
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す。

災
害
復
旧
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す。

黒
沢
川
の
復
旧
延
長
は
五
・
ニ
棧‘

宿
内
川
の
復
旧
延
長
は
三
・
三
粒‘

永

沢
川
の
復
旧
延
長
は
二
·

-

9

げ
で、

こ

の
三
河
川
の
災
害
党
と
改
良
喪
を
あ
わ

せ
た
総
事
業
贄
は、

五
十
七
億
円
と
な

っ
て
い
ま
す。

【3】 広報かねがさき7月号
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復旧工事を待つキッツ川上流
ヽ

前
年
八
月
の
み
ぞ
う
の
集
中
豪
雨
に

よ
る
災
害
が
あ
っ
て
か
ら 、

早
や
一

年

が
た
と
う
と
し
て
い
ま
す 。

災
害
復
旧

工
事
は 、

関
係
す
る
機
関
・

団
体
が
総

力
を
上
げ
て
あ
た
り 、

急
ピ
ッ
チ
で
進

め
ら
れ
そ
の
大
部
分
を
終
え
て
い
ま

す 。

災
害
復
旧
で
残
っ
て
い
る
の
は
河

川 、

溜
池
復
旧
で
す 。

河
川
関
係
に
つ

い
て
は 、

河
川
災
害
復
旧
助
成
事
業 、

河
川
災
害
関
連
事
業
そ
し
て
団
体
営
土

地
改
良
総
合
整
備
事
業
で 、
そ
れ
ぞ
れ
復

旧
お
よ
び
整
備
を
開
始
し
て
い
ま
す 。

前
年
の
八
月
末
の
災
害
で
は 、

今
ま

で
見
た
こ
と
の
な
い
災
害
の
状
況
か
目

の
前
に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た 。

被
災

状
況
の
中
で
も 、

公
共
土
木
施
設
と
股

業
施
設
等
の
被
害
は 、

す
さ
ま
じ
い
か

ぎ
り
で
し
た 。

被
災
の
状
況
は ‘

町
が

災

害

事
業
主
体
と
な
る
事
業
だ
け
を
み
る
と

次
の
と
お
り
で
す 。

公
共
土
木
等
の
被

災
力
所
は
百
五
十
一

カ
所
で
復
旧
事
業

贄
は
約
二
十
八
億
円 、

農
林
業
施
設
等

の
被
災
力
所
は
四
百
五
十
一

カ
所
で
復

旧
事
業
貨
は
約
十
五
億
円
に
も
の
ぽ
り

復

旧

の

状

況

河
川
災

改

E 

言冒

直
目
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農
地
等
災
害
復
旧
は 、
そ
の
大
部
分

を
四
月
末
を
目
標
に
復
旧
工
事
を
終
え

る
よ
う
に
町 、

各
改
良
区 ‘

事
業
所
等

関
係
機
関
が一
丸
と
な
っ
て
急
ピ
ッ
チ

で
進
め
ら
れ
て
い
ま
す 。

農
業
施
設
の
災
害
は 、

町
が
事
業
主

体
分
に
つ
い
て
は 、

国
査
定
分
三一
四

箇
所（
区
画
整
理一
箇
所） 、
町
単
独
八

箇
所 、
小
災
害一
五
0
箇
所 、
と
な
っ
て

お
り 、

県
の
事
業
主
体
分
二
箇
所
を
併

わ
せ
る
と
合
計
四
七
四
箇
所
と
な
っ
て

い
ま
す 。
こ
れ
を
国
査
定
分
に
つ
い
て

農
業
施
設
ご
と
に
み
る
と 、
頭
首
エ
ニ

十
筒
所 、

水
路
工
百
五
二
箇
所 、

水

田
八
五
箇
所 、
そ
の
他
（
農
道 、

牒
業

用
揚
水
機 、
農
業
用
た
め
池
等）
五
七

笹
所
と
い
う
状
況
で
す 。

こ
の
農
地
等
災
害
復
iB
事
業
費
は ‘

総
額
で
三
士
二
億
五
千
四
百
六
十一
万

五
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す 。

金
ヶ

崎
町

は 、

昨
年
十
月
に
激
甚
災
害
の
指
定
を

受
け
ま
し
た
か
ら 、

国
査
定
分
の
復
旧

事
業
は
事
業
費
の
九
0
％
の
喬
率
補
助

を
受
け
て
の
工
事
と
な
り
ま
し
た 。

農
地
等
災
害
復
旧
工
事
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は ‘
暖
冬
に
助
け
ら
れ
は
し

た
も
の
の
い
く
つ
か
の
点
で
厳
し
い
も

の
が
あ
り
ま
し
た 。

―
つ
は 、

農
地
等
災
害
復
旧
工
事
の

ほ
と
ん
ど
の
着
手
が
国
の
災
害
査
定
以

復 旧 後（寺網川原）

後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

す 。
こ
の
国
の
災
害
査
定
は 、

十
月
か

ら
十
二
月
ま
で
第
九
次
査
定
ま
で
行
な

わ
れ 、
そ
の
対
応
に 、

関
係
す
る
ほ
と

ん
ど
の
職
員
が
不
眠
不
休
で
あ
た
り
ま

し
た 。
そ
の
後 、
や
っ
と
本
格
的
な
工
事

着
手
が
制
度
的
に
も
時
間
的
に
も
か
な

い
ま
し
た
が 、
春
耕
時
ま
で
と
い
う
短
期

間
の
工
事
完
了
は
工
事
量
か
ら
み
て
も

か
な
り

難
か
し
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た 。

二
つ
目
は 、

資
材
不
足
で
す 。

昨
年

の
八
月
末
の
集
中
豪
雨
災
害
は
金
ヶ

崎

町
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た 。

金

ヶ
崎
町
全
体
だ
け
で
も 、

総
被
害
額
は

1
0
0
億
円
を
越
し
て
い
ま
す 。
こ
の
エ

事
昼
の
発
注
が 、
一
時
期
に
集
中
し
た

の
で
す
か
ら 、

資
材
が
不
足
し
た
と
い

う
の
も
う
な
ず
け
る
話
で
す 。

三
つ
目
は ‘
人
夫
不
足
で
す 。
こ
の

理
由
は
二
つ
目
と
同
じ
で
す 。

こ
う
し
た
こ
と
に
よ
り

工
事
は
若
干

遅
れ
ぎ
み
の
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す 。

農

業
施
設
の
中
で
水
田
の
復
旧
が
少
し
遅

れ
ぎ
み
で
す 。
一
般
的
に
災
害
復
旧
の

工
法
と
し
て 、
頭
首
エ
や
水
路
等
の
構

造
物
を
設
罹
す
る
際
に
は ‘
水
田
に
仮

設
道
路
を
作
っ
て
工
事
を
行
な
っ
た
め

水
田
の
復
旧
が
ど
う
し
て
も
後
に
な
っ

て
し
ま
う
た
め
で
す 。

現
在 、
や
っ
と
農
地
等
災
害
の
大
方

の
復
旧
の
見
通
し
が
で
ま
し
た 。

後
世

に
悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う
に
と
公
共
土

木
側
の
河
川
災
害
関
連
事
業
と

併
わ
せ

た
復
旧
や
又 、

区
画
整
理
を
計
画
し
て

い
る
と
こ
ろ
等一
部
は
今
春
中
に
災
害

復
旧
が
終
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま

す
が 、
ほ
と
ん
ど
は 、

春
耕
時
期
に
合

わ
せ
て
農
地
等
災
害
復
旧
を
完
了
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す 。

山
路
町
長
は 、

今 、
町
政
の一
番
の

課
題
は
災
害
復
1
で
す 。
と
事
あ
る
ご

と
に
言
明
し
て
い
ま
す 。

町 、
改
良
区 、
事
業
所
等
関
係
機
関

そ
し
て
災
害
復
旧
を
請
負
っ
て
い
る
業

者
も
含
め
て 、

総
て
が
全
力
で
農
地
等

災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
ま
す 。

苗
は 、
既
に
準
備
し 、
田
植
え
は
い

つ
で
き
る
の
か
と
気
が
せ
い
で
い
る
牒

家
の
方
々
も
多
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
が

後 、

も
う
少
し
で
す 。

お
か
げ
さ
ん
で
り
っ
ぱ
に
し
て
も
ら

い
ま
し
た 。

こ
こ
は 、

昔
か
ら
少
し
づ
つ
く
ず
さ

れ
て
は
き
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
あ
ん
な

に
が
っ

ぱ
り
と
や
ら
れ
る
と
は＇
9

9
9

9

,
0

こ
れ
か
ら
安
心
し
て
農
作
業
が
で
き

そ
う
で
す 。

鈴木カヨ子さん
(56オ 野 崎）

お
か
げ
さ
んで

し
た

ま
ず 、
お
か
げ
さ
ま
で
し
た 。

災
害
が
起
き
た
時
は
び
っ
く
り
し
ま
し

た 。

昨
年
は 、
親
戚
か
ら
米
を
わ
け
て

も
ら
っ
て
食
べ
ま
し
た
が 、

今
年
は
自

分
の
田
か
ら
米
が
食
え
そ
う
で
す 。

早
く

復
旧
し
て
も
ら
っ
て
本
当
に
う

れ
し
い 。
お
か
げ
さ
ま
で
し
た 。

伊藤 国治さん
(63オ 上永沢）

ひ
と
安
心し

ま
し
た

【3】 広報かねがさき4月
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総
て
の
関
係
機
関
が
全
力
投
球

川
目
の
坂
水
地
区
の
ヒ
ュ

ー
ム
管
や

大
き
い
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
転
が
っ
て
い
る

の
を
見
る
と 、

昨
年
八
月
末
の
集
中
豪

雨
に
よ
る
被
害
の
も
の
す
ご
さ
を
今
で

も
思
い
出
さ
せ
ま
す 。

集
中
豪
雨
の
災
害
後 、

被
災
し
た
農

ま
す。

家
の
人
達
は 、

か
つ
て
味
わ
っ
た
こ
と

の
な
い
苦
渋
の
『

収
穫』

の
秋
を
向
か

え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た 。

被
災
農
家

に
と
っ
て 、

新
た
な
春
を
向
か
え
る
に

あ
た
り 、

「
今
年
こ
そ
は

ー
|'

」

と

春
耕
に
期
待
を
寄
せ
る
と
こ
ろ
で
す 。

係
機
関
ガ
全
力
で
農
地
等
災
害
復
日
に
あ
だ
っ
て
い

春
耕
時
期
に
ま
に
あ
う
よ
う
に
と
町
を
は
じ
め
関

で
四
亡
四
件（
三
月
末
現
在）
に
も
の
ぽ
つ
て
い
ま
可。

っ
て
実
施
弓
る
農
業
施
設
の
災
害
復
日
は、

ぜ
ん
ぶ

よ
い
よ
大
詰
と
な
り
ま
し
だ。

町
が
事
業
主
体
と
な

春
耕
時
期
を
目
前
に
し
て、
農
地
等
災
害
復
IEl
も
い

'--1I'--- mけ

一

広報かねがさき4月 【2】
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来春の作付に間に合わせたい農業施設の復旧

請
が
あ
り
ま
し
た
の
で 、
現
在
検
討
し

て
い
ま
す 。

条
例
制
定
を
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
の
で 、
で
き
し
だ
い
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す 。

考
え
方
の
基
本
は
次
の
と
お
り
で
す 。

小
災
害
の
分
類

A
型

十
ー

三
十
万
円

B
型

三
ー

十
万
円

申
請
の
手
続
き

①
土
地
改
良
区
（
共
同
施
行
含
む）

に
申
請
し 、
そ
れ
を
土
地
改
良
区
が

取
り
ま
と
め
町
に
申
請
し
て
く
だ
さ

、。し②
そ
の
際
は
必
ず
災
害
現
場
の
写
真

災
害
復
lB
に
要
す
る
受
益
者
の
負
担

は
わ
ず
か
で
済
み
ま
す 。
査
定
額
か
ら

割
り
出
す
と
十
吋
当
た
り
の
牒
地
復
旧

費
は 、
概
算
平
均
で
五
十
万
円
で
す 。
そ

の
直
接
負
担
は ‘
次
の
よ
つ
に
な
り
ま
す 。

0
国
の
補
助
金
は
九
十
村
で
四
十
五

万
円
で
す 。

〇
残
額
の
五
万
円
か
ら
借
入
金
（
町

の
起
fft)
四
万
円
を
差
し
引
い
た

一
万
円
ぐ
ら
い
が
受
益
者
の
直
接

今
年
は
正
に
悪
夢
の
年
で
し
た 。
未

曾
有
の
水
害 、
さ
ら
に
は
近
年
に
な
い

異
常
気
象
冷
害
と
ダ
プ
ル 。ハ
ン
チ
に
あ

い
ま
し
た
が 、
水
害
に
あ
っ
て
は 、
国

や
県
の
指
導
で 、
ま
た 、
町
民
の
皆
さ

ん
の
ご
協
力
に
よ
っ
て 、
物
理
的
に
困

難
を
き
わ
め
た
四
百
九
十
三
箇
所
の
査

定
も
順
調
に
進
み 、

多
額
の
山
家
投
査

（
大
体
九
0
行）
の
助
成
見
込
み
か
た

ち
ま
し
た 。

来
年
は
災
害
復
旧
の
本
番
の
年
で
あ

り
ま
す 。
災
害
復
旧
は
当
面 ‘
町
政
の

最
重
要
課
題
と

受
け
と
め 、
総
力
を
あ

げ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す 。

を
災
害
の
証
明
と
し
て
添
付
し
て
く

だ
さ
い 。

申
請
期
限

昭
和
六
十
四
年一
月
十
五
日

の
負
担
金
で
す 。

以
上
の
よ
う
に
十
9ー
当
た
り
の
直
接

負
担
は一
万
円
ぐ
ら
い
に
な
り
そ
う
で

す 。
災
害
の
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
仮
に
十

吋
当
た
り
百
万
円
か
か
る
と
し
ま
す
と ‘

受
益
者
が
直
接
負
担
す
る
額
は
わ
ず
か

二
万
円
ぐ
ら
い
で
済
み
そ
う
で
す 。

こ
の
負
担
金
は 、
個
々
の
実
施
設
計

に
基
づ
い
て
分
担
金
条
例
に
よ
っ
て
賦

諜
徴
収
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す 。

町
民
と
町
が一
体
と
な
っ
て
は
じ
め

て
難
局
を
切
り
抜
け
る
こ
と
か
で
き
る

と
信
じ 、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
頻
い
い
た
し
ま
す 。

災
害
復
旧
は
町
民
の ‘
町
の
安
全
を

守
る
た
め
の
基
盤
造
り
で
あ
り
ま
す 。

後
世
に
悔
い
を
残
さ
な
い ‘
惜
し
み
な

い
努
力
に
努
め ‘

了
係
の
た
め
に
誇
り

得
る
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
も
の
で

す 。
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
に
な
り

、
ま
し
た 。
健
や
か
で
よ
い
新
春
を
お
祈

リ
い
た
し
ま
す 。

来

年
は

災

害

復

旧

本
番

国の災害査定結果昭和63年12月20日現在

受

益

者

負
担
は

わ

す
か

区 分 事業主体 施 設 名 箇所数 査定額 改良竹 計（事業牝） 事業府の負担区分 備 考
国 費 地方俄 分担金 一般財源

牒林梨施設 町 牒業施設 2 178,659 178,659 一 干甘石・捻引沢溜池
II 牒 地 99 44,006 44,006 39,606 3,520 880 
II 漿業施設 215 93,486 93,486 84,137 7,479 1,870 
II 林 道 2 3,085 3,085 2,622 370 93 

計 318 319,236 319,236 
土 木施設 県 河 J II 45 393,769 337,614 731,383 

II 道路橋梁 7 4,102 4,102 
＂ 小 計 52 397,871 337,614 735,485 
町 河 l i l 35 159,847 84,442 244,289 148,839 86,990 8,460 
II 道 路 54 28,457 28,457 18,981 9,470 6 
II 橋 梁 27 28,832 28,832 19,231 9,600 1 
II 4ヽ 計 116 217,136 84,442 301,578 187,051 106,060 8,467 

計 168 615,007 42.2,056 1,037,063 
学校施 設 町 第一小校庭 1 331 331 91 40 200 補対額 136 
上水道施設 II 配水管等 10 4,446 4,446 1,134 • 3,3 1 2 補対額2,268
有線放送施設 JI 細野幹線 1 125 125 125 

町 合 計 444 362,615 84,442 447,057 314,641 117,469 880 14,067 
県 合 計 54 576,530 337,614 914,144 
総 合 計 498 939,145 422,056 1,361,201 

（単位：箇所・ 万円）
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十
月
三
日
か
ら
始
ま
っ
た
国
の
災
害

杏
定
は、

公
共
土
木
関
係
が
第
三
次
か

ら
第
五
次
ま
で、

鹿
林
業
施
設
関
係
か

第一
次
か
ら
第
九
次
ま
で、
一
週
間
お

き
に
十
二
月
八
日
ま
で
の
六
十
人
日
間

に
わ
た
る
全
作
業
を
よ
う
や
く
終
了
し

ま
し
た。

そ
の
結
果
は、
左
表
の
と
お
り
で
す。

そ
の
概
要
は
傲
く
ほ
ど
の
巨
額
な
も
の

に
な
り
ま
し
た。

災
害
復
旧
按
は‘

町
営
分
の
公
共
土

木
が
百
十
六
箇
所
で
二
十一
佗
七
千
白

三
丁ハ
ガ
円。

牒
林
業
施
設
が
三
百
十

八
筒
所
で
三
十一
億
九
干
二
百
三
十
六

万
円。

合
わ
せ
て
四
亘
二
十
四
箇
所‘

五
十
三
億
八
千
三
百
七
十
二
万
円
に
な

り
ま
す。

県
営
分
の
公
共
土
木
は
土
十
二
筒
所

て
三
十
九
億
七
千
八
百
七
ト一
カ
円
に

な
り
ま
す。

町
営
分
と
県
営
分
を
合
わ
せ
た
公
共

土
木
と
牒
林
業
施
設
の
査
定
は、

四
百

八
十
六
箇
所
で
九
十
三
憶
四
干
二
白
四

災
上＝
杏
定
は
三
十
万
円
を
超
え
る
の

が
対
象
で
あ
り‘

そ
の
対
象
外
の
小
災

害
（
三
十
万
円
以
下）
に
つ
い
て
は、

議
会
か
ら
救
済
対
策
を
講
ず
る
よ
う
要

小
災
害
も
救
済
の
対
象
に

災
害
復
旧
工
事
は
こ
れ
か
ら
本
格
的

に
始
ま
り
ま
す。

実
施
設
計
か
で
き
た

場
所
か
ら
発
注
し
て
い
き
ま
す。

既
で

に
発
注
し
た
の
は、

公
共
土
木
か
四
十

三
件
で
発
注
率
が
三
七
•
六
打。

牒
業

施
設
が
十
七
件
（
二
十
八
地
区）
で
発

注
率
O·
0
五
行
と
い
う
状
況
で
す。

残
り
の
箇
所
は、

年
明
け
に
な
り
ま

す
か、
い
ず
れ
に
し
て
も
実
施
設
計
か

ま
と
ま
ら
な
け
れ
ば
発
注
で
き
ま
せ
ん。

あ
ま
り
に
も
災
害
箇
所
が
多
い
た
め‘

設
計
業
者
に
委
託
し
て
お
り‘

で
き
る

だ
け
早
く
済
工
す
る
よ
う
に
進
め
ま
す。

全
T
事
を
年
度
内
（
三
月
三
十一
日

ま
で）
に
発
注
を
完
了
し
た
い
と
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す。

特
に
も
牒
業
施
設
に
お
い
て
は‘

来

春
の
作
付
に
間
に
合
わ
せ
た
い
と
総
力

を
あ
げ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す。

農
業
施
設
は
作
付
ま
で
に

十
三
万
円
に
の
ぼ
り
ま
し
た。

復
旧
工
事
に
関
連
す
る
改
良
の
た
め

に
加
符
さ
れ
た
改
良
怯
は‘

町
営
分
か

八
億
四
千
四
百
四
十
二
万
円‘

県
営
分

が
三
十
三
億
七
千
六
白
十
四
ガ
円
で
す

町
の
事
業
費
44
億
7
干
万
円

か
ら‘

合
わ
せ
て
四
ト
ニ
億
一
千
五
十

六
万
円
で
す。

査
定
額
と
改
良
貨
を
合
わ
せ
る
と
百

三
十
五
億
六
干
二
百
九
十
九
万
円
と
い

う
巨
額
な
復
旧
事
業
費
に
な
り
ま
し
た。

こ
の
金
額
の
う
ち
の
河
川
改
良
費
は

計
画
概
要
の
数
値
で、

現
在
実
施
設
計

中
の
た
め
多
少
額
の
変
動
が
あ
り
ま
す。

六
似

.. 

f-

ぷ"
”
z
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坂水地区は自ら歩いて被害状況を見る佐藤農林水産大臣（右側前列）

災
害
に
対
す
る
計
画
概
要
額
は 、
河

川
改
修
で
約
九
十
億
円 、
一
般
土
木 、

農
林
施
設
合
せ
て
約
六
十
億
円 、
合
計

百
五
十
億
円
の
巨
枝
が
投
下
の
計
画
で

そ
の
殆
ん
ど
が
国
の
負
担
で
あ
り 、
大

変
有
難
い
こ
と
で
あ
り
ま
す 。
し
か
も

こ
の
事
業
の
災
害
復
旧
は
三
年 ‘
河
川

改
修
は
四
五
年
で
完
成
す
る
予
定
に

な
っ
て
お
り
ま
す 。

以
上
の
よ
う
に
多
額
の
国
家
査
金
が

災
害
復
旧
並
び
に
河
川
改
修
に
投
下
の

道
は
拓
け
ま
し
た
が 、
そ
の
受
入
れ
の

可
否
の
決
定
は
町
民
み
な
さ
ん
の
意
志

に
委
ね
ら
れ
て
お
り
ま
す 。

も
と
よ
り
災
害
復
旧
は 、
原
形
復
帰

が
原
則
で
あ
り
ま
す
が 、
し
か
し
そ
れ

は 、
将
来
に
向
け
て
改
善
さ
れ
た
復
旧

が
基
本
で
あ
り
ま
す 。
前
回
の
広
報
で

後
世
に

悔
ま

な

い

復

旧
努
力
を

事業主体
河 J 11 名

事 業 名

岩手県 宿 内 JI I
災害復旧助成事業

里9,、 沢 JI I
災害復旧助成事業

永 沢 Jlj 
災害復旧助成事業

キ ツ ツ Jll 
砂防災害関連事業

計

金ヶ崎町 永沢）星蜘蛛頭地区）
河川 害関連事業

石持沢川 ・小湯沢川
河川災害関連事業

黒沢川 （二渡地区）
河川災害関連事業

計

合 計

額
国
県
で
負
担
を
い
た
し
ま
す 。

町
主
体
事
業
分
は
国
庫
補
助 ‘
町
貨

で
あ
り
ま
す 。
こ
れ
は
普
通
災
害
の
補

助
率
で
算
出
し
て
あ
り
ま
す
が 、
激
甚

地
の
指
定
に
な
り
ま
す
と
補
助
率
が
上

が
り
町
負
担
分
は 、
大
巾
に
減
り
ま

す 。ま
た 、
地
方
債
は
災
害
資
金
を
借
り

入
れ 、
そ
の
償
遠
金
は ‘
交
付
税
で
充

当
さ
れ
ま
す 。

「
こ
の
度
の
禍
を
福
に
転
ず
る
道
を
模

索
す
べ
き
で
あ
る 。」
と
述
べ
ま
し
た 。

こ
の
度
の
教
訓
を
活
か
し
後
世
に
悔
い

を
残
さ
な
い
努
力
が
吾
々
の
責
務
で
あ

り
ま
す 。

災
害
復
旧
と
い
っ
て
も ‘
い
わ
ば
町

の
町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
基
盤
整

備
で
あ
り
ま
す 。
し
か
も
こ
れ
だ
け
の
多

額
の
国
家
支
出
を
許
容
し
よ
う
と
す
る

温
か
い
配
應
を
受
け
入
れ
な
い
と
い
う

こ
と
か
あ
っ
て
は
む
し
ろ
こ
っ

け
い
で

あ
る
し 、
国
に
対
し
誠
に
礼
を
欠
き ‘

申
し
訳
な
い
こ
と
と
な
り
ま
す 。

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
と
は
存
じ

ま
す
か 、
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
英
知 、

良
識
の
発
揮
が
望
ま
れ
る
正
念
場
に
あ

り
ま
す 。
子
孫
の
た
め 、
後
世
の
た
め
悔

い
の
な
い
選
択
を
期
待
い
た
し
ま
す 。

円万゚4
 

ら力部本県手岩進推動運労治自

十
月
二
十
八
日
以
降
に
寄
せ
ら
れ
た

見
舞
金
は
次
の
と
お
り
で
す 。

役
場
課
長
補
佐
会：·
十
万
円

水
沢

市
管
理
職
職
員
会：·
六
千
円

大
通
り

自
治
会：
三
万
五
百
円

百
岡
報
徳
会

：
三
万
円
町
立
園
長
会：·
六
千
円
チ

ェ
リ
ー

美
容
室・・・一
万
円

栄
町
納
税

組
合：一
万
三
千
円

荒
巻
行
政
区
住

民一
同・・・
三
万
四
千
三
百
円

県
有
線

放
送
協
会：一
万
円

自
治
労
運
動
推

進
岩
手
県
本
部：・
四
十
万
円

佐
藤
と

き
子
…

五
万
円

木
村
良
雄：·一
万
円

平
林
農
道
完
工
祝
賀
協
議
会・・・
三
万
円

寄せられた見舞金

5,222,823円

【7]
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表 III 災 害 河 J l l 改 修 計 画 概 要

延 長 事 業 費 負 担 区 分
地権者

幅 員 災害費 改良費 計 国 庵 地 方 負 担 額 左のうち地方債
同意数

(m) 県 町 県 町

L= 3 ,  3 1 5 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 47人W= 21.6 787,685 837,127 1,624,812 943,686 681,126 613,000 

L=5 , 2 2 5
1,508,271 1,795,116 3,303,387 1,903,072 1,400,315 1,260,200 73 W=60 5~26 5 

L=2 , 1 1 5  735,264 431,903 1,167,167 706,127 461,040 414,900 23 W=20.6~22.6 

L=2 , 0 3 5 480,000 312,000 792,000 476,000 316,000 284,400 40 W= 33 2 

3,511,220 3,376,146 6,887,366 4,028,885 2,858,481 2,572,500 183 

L=l, 1 8 0 339,000 70,000 409,000 261,000 148,000 133,200 11 W= 9 0 

L=3 , 3 9 0 640,000 474,000 1,114,000 663,666 450,334 405,300 28 W= 8 2~22 2 

L= 7 8 3 277,000 100,000 377,000 234,666 142,334 128,100 2 W= 7.0~17 0 

1,256,000 644,000 1, 900_, 000 1,159,332 740,668 666,600 41 

4,767,220 4,020,146 8,787,366 5,188,217 2,858,481 740,668 2,572,500 666,600 224 

昭和 6 3年 1 1 月 8 日現在

注
、̀'‘,
‘‘ ー／

1

2

 

ヽーノ
、
ー

3

4

 

この表は、 国（建設省）への 「 改良復旧事業要望書」によるものである。

これに基づいて実施設計が進められている。

•実施測最により個々の面積が判明することにより、 いろいろな問題が出てくることが予想される。

・問題解決には町の総力をあげて取り組んでい〈所存である。

実施測最、 実施設計により事業特に異動がある。

国庫補助金は災害費2/3、 改良費1 /2としており、 地方債充当率は9 0％としてある。

河
川
改
修
に
つ
い
て
は ‘

宿
内
川 ‘

黒
沢
川 、
永
沢
川 ‘
キ
ッ
ツ
川
は
県
が
事

業
主
体
で 、

ま
た 、

永
沢
川
（
蜘
蛛
頭

地
区）

、

石
持
沢
川 ‘

小
湯
沢
川 ‘

黒

沢
川
（
二
渡
地
区）

は ‘

町
が
事
業
主

体
で
抜
本
的
な
改
修
を
進
め
ま
す 。

既

に
概
要
計
画
は
国
の
査
定
に
お
い
て
了

承
を
得
て 、

現
在
実
施
設
計
の
た
め
の

実
施
測
屋
中
で
あ
り
ま
す 。

こ
の
こ
と

に
対
し
ま
し
て
は 、

多
く
の
地
権
者
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り 、

心

か
ら
深
く

感
謝
申
し
上
げ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す 。

実
施
測
量
の
結
果 、

個
々
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
の
問
題
が
出

て
く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
が 、

大
乗

的
見
地
か
ら
の
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と

存
じ
て
お
り
ま
す
し 、

ま
た
町
と
し
て

も
総
力
を
あ
げ
て
対
応 、

対
処
し
て
参

る
考
え
で 、
一

体
と
な
っ
て
問
題
を
解

決
し 、

後
世
に
悔
い
を
残
さ
な
い
よ
う

努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す 。

河
川
改
修
計
画
概
要
は
表
III ‘

図
ー

の
通
り
で
あ
り
ま
す 。

こ
の
工
事
費
は
県
事
業
主
体
分
は
全

河

川
改

修
に

地

権

者
の

協
力
を

広
い
町
内
を
一

個
所
一

個
所
見
て
廻
る

の
で 、

査
定
官
も
大
変
で
あ
り
ま
す 。

そ
れ
に
伴
い
土
地
改
良
課
の
職
員
は 、

査
定
が
順
調
に
進
む
よ
う
に
概
要
設
計

書
を
作
り
間
に
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し 、

ま
た
案
内 、

宿
泊
の
手
配
な

ど
に
忙
殺
さ
れ
通
し
で
あ
り
ま
す 。

第

七
次
(
+
一

月
十
九
日
ま
で）

査
定
の

結
果
は ‘

表
II
の
通
り
で
あ
り
ま
す 。

一

般
土
木
に
つ
い
て
は 、

そ
の
後
査

定
は
あ
り
ま
せ
ん 。

十
一

月
二
十
一

日

か
ら
十
二
月
始
め
に
か
け
て
実
施
さ
れ

る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す 。

災
害
復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
既
に
予

算
措
置
が
済
ん
で
お
り 、

直
ぐ
に
も
発

注
し
た
い
と
急
い
で
お
り
ま
す 。

し
か

し 、

査
定
を
受
け
る
た
め
の
概
要
設
計

及
び
実
施
設
計
は
業
者
に
委
託
し
て
お

り
ま
す
が ‘

査
定
を
受
け
る
準
備
に
忙

殺
さ
れ 、

実
施
設
計
ま
で 、

手
が
廻
り

か
ね
て
お
る
状
況
で
あ
り
ま
す 。

誠
に

残
念
な
が
ら
達
々
と
し
て
進
み
ま
せ

ん 。
実
施
設
計
の
出
来
た
分
か
ら
少
し
づ

つ
で
は
あ
り
ま
す
が
発
注
い
た
し
て
お

り
ま
す 。

本
格
的
な
発
注
は
十
二
月
に

入
っ
て
か
ら
に
な
り
ま
す 。

一

般
土
木
は ‘

十
一

月
二
十
日。

農

林
関
係
は
十
一

月
二
十
五
日
に
実
施
設

計
の
出
来
た
分
の
発
注
を
い
た
し
ま
し

た 。

残
り
に
つ
い
て
は 、

十
二
月
に
入

っ
て
か
ら
に
な
り
ま
す 。
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農
林
関
係
の
査
定
は 、
十
月
三
日
か

ら
毎
週
交
替
で
実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す。

実
施
査
定
は 、
災
害
個
所
の
概
要
設
計

を
組
み ‘
そ
れ
を
基
に‘
査
定
官
が
現

場
に
足
を
運
ぴ 、
一
っ
ひ
と
つ
災
害
状

況
を
判
定
し
て
ゆ
く

作
業
で 、
そ
の
決

本

格
的
な
工

事

は

十

月
か

ら

一

＿ 

で
あ
り
ま
す
が ｀
査
定
状
況
か
ら
み
て

大
丈
夫
指
定
に
な
る
も
の
と
予
想
さ
れ

ま
す。農

林
関
係
が
激
甚
地
区
指
定
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
り
復
旧
事
業
菩
に
対
し 、

九
十
％
の
助
成
が
あ
り
ま
す。
例
え
て

み
ま
す
と、

流
失 、
埋
没
し
た
農
地

（
田 ‘
畑
な
ど）
の
復
旧
事
業
費
の
概

算
額
は
表
I
の
と
お
り
に
な
り
ま
す。

定
額
が
査
定
額
で
助
成
対
象
で
あ
り
ま

す。
従
っ

て
査
定
に
入
ら
な
い
個
所
は

助
成
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん。

こ
の
査
定
は
十
二
月
十
日
で
完
了
す

る
予
定
に
な
っ

て
お
り
ま
す。
な
に
し

ろ
四
百
個
所
に
乃
ぶ
農
林
災
害
で
あ
り、

表II 農林関係災害査定状況
（第7次査定分まで）

由 請 査 定分
査定率 備

箇所金 額 箇所金 額

農 地 69 258,347 69 254,683 98. 58 

仮査定l

ヶ所を含

農業用施設 159 1,800,326 159 1,577,225 87. 60 
む千貫石

溜池
982,571 

千円

計 228 2,058,673 228 1,831,908 88. 98 

林道施 設 8 31,858 7 30,851 96 83 

計 8 31,858 7 30,851 96. 83 

A ロ 計 236 2,090,531 235 1,862,759 89 10 

注 ．査定の実施状況は、 総箇所数2 8 3箇所（総数は4 0 4箇所
であるが小さい災害は合併処理した関係で2 8 3箇所となっ
た。）で実施済みは2 3 5箇所で実施率は8 3. 0 3％で
あります。
残り48箇所は、 1 1月21日～2 6日・12月5日～1 0 
日において完了の予定であります。
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蔑
林
関
係
第
七
次

農
林
関
係
第
七
次

長 、
防
災
課
長
補
佐 、
災
害
対
策
室

長
災
害
対
策
室
長
補
佐
二
人 、
調

整
係
長。
参
議
院
議
員
（
土
地
改
良

関
係）
梶
木
又
三
郎・
岡
部
三
郎。

衆
議
院
議
貝
小
沢一
郎・
椎
名
素
夫。

昭
和
63
年
発
生
災
害
関
連
事
業
の
本

要
望
事
務
打
合
会
出
席
（
建
設
省
防

災
課・
県
土
木
部・
金
ヶ

崎
町・
岩

手
町・
滝
沢
村）

11
月
10
日

県
農
地
建
設
課
長
と
復
IB

工
事
促
進・
調
査
設
計
若
助
成
に
つ

い
て
協
議

11
月
14
日
1

19
日

査
定

11
月
15
日
i

19
日

第
二
班
査
定

【5】
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長） 、
衆
議
院
議
員
小
沢
一

郎
代
理
高

橋
秘
書

10
月
31
日
1

11
月
5
日

農
林
関
係
第

五
次
査
定

11
月
1
日

建
設
省 、

大
蔵
省
陳
情

・
激
甚
一
般
公
共
指
定
に
つ
い
て

・
早
期
着
工
に
つ
い
て

•
河
川
改
修
に
つ
い
て

建
設
省
宣
房
長 ‘

河
川
局
長 、

河
川

局
次
長 、

河
川
総
務
課
長 ‘

河
川
総

務
課
長
補
佐 、

治
水
課
長 、

流
域
治

水
調
整
官 、

建
設
専
門
官 、

建
設
専

門
官
補
佐
四
人 、

防
災
課
長 、

建
設

専
門
官
補
佐
五
人 、

総
括
災
害
査
定

官
九
人 。

大
蔵
省
主
計
局
長 、

主
計

局
次
長
（
担
当） 、
主
計
官
（
公
共
担

当） 、
公
共
事
業
第
三
係
主
計
官
補
佐・

係
長 。

11
月
2
日

土
地
改
良
区
理
事
長
会
議

・
復
旧
工
事
の
促
進
に
つ
い
て

11
月
4
日

災
害
復
旧
工
事
入
札

農
地
建
設
課
長
に
陳
情

・
調
査
設
計
嘘
助
成
に
つ
い
て

11
月
7
日

第
一
小
学
校
校
庭
災
害
査

定
11
月
7
日
1

10
日

農
林
関
係
第
六
次

査
定

11
月
8
日

農
林
水
産
省
・

大
蔵
省
陳

情・
農
林
関
係
激
甚
指
定
お
礼

・
調
査
設
計
特
助
成
に
つ
い
て

農
林
水
産
省
牒
林
水
産
大
臣 、

構
造

改
善
局
長 、

構
造
改
善
局
次
長 、

総

務
課
長 、

総
務
課
調
査
員 、

総
務
課

長
補
佐 、

総
務
課
予
算
班 、

防
災
課

【4】
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墳曳沢溜池の被害説明を聞く佐藤農林水産大臣（中央）

表I 農林関係の復旧事業費の概算額
（工事牲を1 0 0万円と仮定した場合）

佐藤隆農林水産大臣が災害現地
視察のため、10月29日に当町を訪
れ、 楢曳沢溜池と川目の被災地を
見て回りました。

午後2時47分水沢江剌駅着の新
幹線で駅に着いた農相は、 出札口
に出迎えた山路町長と握手を交わ
したあと、 用意された乗用車に乗
り込み櫂曳沢溜池へ直行。 沿道で
出迎える住民へ手を振って応えて
いました。

権曳沢溜池では被害状況の説明
を受けたあとの会話で、 山路町長
が「復旧に首をかけている」と伝
えると佐藤農相も 「 それは私も同
じ、 一れんたく生だよ」との答え
に、 一行の緊張が和らぐひと幕も
ありました。

続いて川目の坂水地区では自ら
300mほど歩いて視察、被害状況の
図面はめがねをかけて熱心に説明
を聞いていました。

このあと、 中央生涯教育センタ
ーで、 県内全体の被害状況を佐々
木副知事が説明し、 農政部長が陳
情。 最後に30分ほど記者会見して
午後5時30分に帰京しました。

（単位：千円）

工 事 費 助成金 自己負担金のうち災害借入金 直接負担金

1, 0 0 0 - 9 0 0 - (1 ooxo. 8) 8 0 ＝ 2 0 

90% 自己負担金の80％借入金 手持負担金

注 ・自己負担金のうち8 0％は災害資金の借入であリますが、 この伯還は町が

返済することになり受益者の負担にはなりません。

・受益者の負担は1 0 0万円に対し僅力'2万円であります。

最
重
要
の
問
題
と
し
て
考
え
て
お
り

ま
し
た
激
甚
地
区
の
指
定
に
つ
い
て
は ‘

殷
林
関
係
は
十
月
二
十
八
日
官
報
砦
示

で
指
定
に
な
り

ま
し
た。

一
般
土
木
に
お
い
て
は ‘

今
ま
で
の

例
に
よ
り

ま
す
と
二
月
中
句
頃
の
よ
う

激

甚

指
定
を

受

け
た
_――

林

関
係

牒
林
関
係
第
四
次

10
月
24
日
1

29
日

査
定

10
月
25
日

股
林
関
係
災
害
激
甚
指
定

閣
議
決
定

10
月
26
日

臨
時
議
会

・
異
常
気
象
（
冷
害）
滅
免
条
例
議

決
黒
沢
川
改
修
に
つ
い
て
地
権
者
と
協

議
10
月
27
日

牒
林
関
係
災
害
激
甚
指
定

告
示
（
官
報）

10
月
29
日

佐
藤
牒
林
水
産
大
臣
災
害

地
視
察

随
行
者
11

武
田
大
臣
官
房

参
事
官 、

内
藤
構
造
改
善
局
次
長 ‘

坂
本
防
災
課
長 、
田
原
秘
書
官 。

東

北
牒
政
局
浜
田
局
長 、

小
松
生
産
流

通
部
長 、

中
島
建
設
部
長 ‘

井
上
防

災
課
長 。

岩
手
県
佐
々
木
副
知
事 、

佐
藤
県
議
会
副
議
長 、

高
橋
総
務
部

次
長 ‘
土
橋
消
防
防
災
課
長 ‘

中
野

牒
政
部
長 ‘

柳
田
牒
政
部
次
長 ‘
八

重
樫
牒
政
部
次
長 ‘

千
葉
農
政
企
画

課
長

岡
野
牒
地
建
設
課
長 、

大
石

牒
業
経
済
課
長 ‘

佐
藤
牒
蚕
課
長 ‘

天
田
林
業
水
産
部
長 、

佐
々
木
議
事

課
長。

立
会
者
11

衆
議
院
議
員
椎
名
素
夫 、

衆
議
院
議
貝
沢
藤
礼
次
郎
（
衆
議
院

災
害
対
策
委
員） 、
参
議
院
議
員
小
川

仁一
（
参
議
院
災
害
対
策
特
別
委
員

対

策

活

動

10

月
22

日
以
後
の

【3】
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っ
て
頂
い
て
お
り 、

し
た 。

執
行
機
関
と
議
会
が
一

体
と
な
っ
て 、

県
や
国
の
機
関
（
国
土
庁 、
自

全
く

見
当
も
つ
か
な
い
状
態
で
あ
り
ま
し
た
が 、

ま
す 。

二
十
八
日
の
夜
は
雨
が
激
し
く
雷
も

強
く‘
中
々
眠
れ
な
い
母
が
ま
ず
庭
を
見

た
と
き
に‘
田
ん
ぼ
な
ど
で
見
か
け
る
緑

の
浮
草
が
流
れ
て
行
く
の
を
見
て
洪
水

に
気
づ
い
た。
そ
れ
が
夜
中
の
十
二
時。

そ
れ
か
ら
近
所
の
人
た
ち
を
起
こ
し
た

り、

床
下
の
通
気
口
を
肥
料
袋
で
ふ
さ

い
だ
り
し
て
水
を
防
ぎ
ま
し
た。

で
も

庭
は
ひ
ざ
ま
で
水
位
が
上
が
り‘

土
は

流
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た。

水
品
が
一

番
多
か
っ
た
の
は
翌
日
の
午
前
二
時
ご

ろ
で
す。

田
ん
ぽ
の
被
害
も
受
け、

ワ

ラ
と
し
て
は
使
え
ず‘

コ
ン
バ

イ
ン
刈

り
を
し
ま
し
た
が、

米
の
収
穫
も
三
分

の
一

程
度
で
し
た。

避
難
す
る
の
が
や
っ
と

孫
が
駿
ぐ
声
で
目
を
覚
ま
し
た
ら
寝

て
い
た
布
団
が
ぬ
れ
始
め
た
と
こ
ろ
で

し
た。

も
う
突
然
の
こ
と
で
気
が
動
転

し‘

避
難
す
る
の
が
や
っ
と。

家
の
回

り
は
ひ
ざ
上
ま
で
の
水
か
さ
に
浸
か
り‘

引
き
戸
が
ず
れ、

電
気
は
切
れ
て
つ

か
な
い
の
で、

ロ
ー
ソ
ク
の
明
か
り
を

た
よ
り
に
急
い
で
身
支
度
を
し
て‘

息

子
に
お
ぶ
さ
っ

て
傘
を
さ
し
な
が
ら
前

の
家
に
避
難
し
た
の
が
夜
中
の
ト
ニ
時

前
で
し
た。

そ
の
あ
と
水
は
い
っ

し
ゅ

招

眉

そ
の
後
の
災
害
対
策
で
あ
り
ま
す
が 、

最
近
漸
く

見
通
し
が
立
っ
て
き
ま

治
省 、

大
蔵
省 、

建
設
省 、

農
林
水
産
省
及
び
そ
の
出
先
機
関 、

東
北
地
方

建
設
局 、

東
北
農
政
局 、
東
北
財
務
局
等）
に
陳
情
を
続
け
て
参
り
ま
し
た 。

特
に
も
県
に
お
い
て
は 、

最
激
甚
被
災
地
の
金
ヶ
崎
を
最
優
先
に
取
り
扱

ま
た 、

国
に
お
い
て
も 、

農
林
水
産
大
臣
が
直
き
直
き

＿

つ
ひ
と
つ
そ
の
対
策
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す 。

県
や
国
の
指
導
に
よ
り 、

ん
の
う
ち
に
引
き
始
め
ま
し
た。

山
の

木
も
畑
も
流
さ
れ、

稲
は
土
砂
に
理
ま

っ
た
の
で
穂
刈
り
を
し
て
少
し
で
も
多

く
の
収
穫
を
と
思
っ

て
い
ま
す。

二
十
几
日
の
朝
は、

店
内
の
冷
蔵
庫

や
ア
イ
ス
ス
ト
ッ
カ
ー
は
水
に
浸
っ

て

い
て
プ
レ
ー
カ
ー
が
お
ち
て
い
ま
し
た。

表
に
出
る
と
県
道
を
越
え
た
水
が
庭
に

流
れ
込
ん
で
い
て、

ひ
ざ
よ
り
深
い
く

ら
い
で
し
た。

部
落
の
人
た
ち
の
手
伝

い
を
受
け
て
土
の
う
を
栢
ん
で
流
れ
を

変
え
る
作
業
を
し
ま
し
た
が‘

庭
の
土

砂
は
休
耕
田
へ
流
さ
れ、

自
家
水
道
の

ポ
ン
プ
や
冷
蔵
康、

ポ
イ
ラ
ー
な
ど
が

壊
れ
て
し
ま
い
ま
し
た。

土
砂
を
取
り

除
く
の
に
プ
ル
を
粕
ん
だ
り、

電
気
器

具
の
入
れ
替
え
や
修
理
に
け
っ
こ
う
経

特
が
か
か
り
ま
し
た。

こ
れ
ら
の
復
旧

且

冒―

十
月
二
十
九
日
わ
ざ
わ
ざ
金
ヶ
崎
町
の
災
害
地
を
視
察
に
参
る
な
ど
大
変
重

視
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
は 、

有
難
く 、

感
激
に
堪
え
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り

高檎隆吉さん

（野 崎）

収
穫
は
三
分
の

当
初
は 、

余
り
に
も
壊
減
的
な
被
害
で 、

何
か
ら
手
を
つ
け
て
よ
い
や
ら

は、

自
己
負
担
な
の
で
い
く
ら
か
の
助

成
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す。

畑中喜作さん

（遠谷巾）

高橋ナツさん

（細 野）

復
旧
に

助
成
を

【2】
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あ見舞いありが
とうございます

9月21日～10月21日
円 ：治働士自水：治

三会組通治沢五会町
傷万：含岩会ラ万：建

塁
円

号輩］累i
円

房塁
人町 円 支場：ン田円協

会農 部：

八

ズロ 会
完塁菜五房夏五雷塁干
崎員籠万円

千
万所管万

部 一 気 円 ― 円 ：理円
会同岩 ‘畠・ 百 三セ
： ：手栄士円横万ン檀

二五支町通 道円夕原
万万店自労富上 l自

} ·· • 

心とt
年之迄逗心心蕊匹釦土壺�'

川原田橋に架かる水道管は700m下流に流

円

青
木
利
…

五
万
円

水
沢
ガ
ス：

十
万
円

水
沢
ガ
ス
商
事：·
十

万
円

高
橋
洪一
…

一

万
円

北
方
熊
野
神
社

氏
子
一

同：·
二
万
円

金
ヶ

崎
タ
ク
シ

ー：·
十

万
円

小
野
幸
宣：·
十

万
円

町
議

会
議
員一
同・・・
十
一

万
円

飯
坂

重
雄
：·
十

万
円

町
散
育
委
員一
同：·

二
万
五

千円

後
藤
晨
…

三
万
円

岩

手
県
西
部
特
定
郵
便
局
長
会
…

四
万
七

干
円

町
牒
協
青
年
部
：・
十
二
万
円

表 v 災害個所査定予定表

区 分I 月 日Iヶ所数
公共土木施設

般土 木
第3次査定110月4日・5日
第4次査定 11月21日

摘 要

第5次査定
計

11月28日

43ヶ所
36ヶ所

36ヶ所
115ヶ所

道路37ヶ所 、 橋梁6 ヶ所
河川17ヶ所、道路11ヶ所
橋梁8 ヶ所
河川17ヶ所、 道路 6 ヶ所
揺梁13ヶ所

農地農業用施設
第1次査定 14ヶ所

町
を
荒
廃
の
ま
ま
さ
ら
す
こ
と
は ‘
許

さ
れ
な
い 。
困
難
を
打
破
し ‘
六
十
億

の
巨
費
を
捻
出
し 、
五
百
六
ヵ

所
の
災

害
を
早
急
に
復
旧
し 、
元
の
姿
に
戻
す

こ
と
は ‘
よ
そ
人
が
や
る
の
で
は
な
い 。

わ

れ

わ
れ

現
在
に
在
る
吾
一々
万
六

千町
民
自
ら

の
手
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務

が
責
任
か ‘
あ
る
こ
と
を
忘
却
し
て

第2次査定 50ヶ所

第3次査定 50ヶ所

第4次査定

第5次査定

第6次査定

第7次査定

第8次査定
計

10月3 日 ～

10月 8 日
10月11日～

10月15日
10月17日～

10月22日
10月24日～

10月29日
10月31日～

11月 5 日
11月 7 日～

11月12日
11月14日～

11月19日
11月21日～

11月26日

50ヶ所

50ヶ所

72ヶ所

72ヶ所

33ヶ所
391ヶ所

は
な
ら
な
い 。

こ
の
達
成
は 、
全

町
民
が一
致
団
結 、

一

丸
と
な
っ
て
あ
た
り ‘
は
じ
め
て ‘

成
る
も
の
と
信
ず
る 。

私
は ‘
行
政
執
行
の
店
任
者
と
し
て

決
意
を
あ
ら
た
に
し
て
先
頭
に
た
つ
ー 。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
朽
起
と
協
力
を

乞
い
顧
う
ー 。

森
幸
商

会
…

三
万
円

洒
煩

協
販：·
二

万
円

小
売
酒
販

店一
同・・・
三

万
円

二
日

町
自
治

会一
同・・・
三

万
円

岩
手

ウ
チ
ダ
シ
ュ
ー

ズ
…

三
万
円

今
野

千

之
助：・
チ
オ
ピ
タ
五
十
本

千葉
歯
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
…

五
万
円

民
生
児
童
委

員
協
議

会・・・一
万
六
干
円

一

の
台
自

治
会・・・
三

万
円

町
職
員

労
働
組
合：·

十
万
百
六
十
円

山
路
絹
子・・・
ニ

万
円

八

万
円、
合
計
五

千四
百
九
十
七
万

二
千
円。

・
見
舞
金
条
例
制
定
六
白

万
円。

・
災
害
復
旧
予
算
可
決
（
一

般
土
木

聟

八

億
三
干
二
白
七
十
九

万
三
千
円‘

農
業
用
施
設
背
十
一

億
六
干
三
十
二

万
円、
計
十
九
億
九

千三
百
十
一

万

三

千円）

10
月
1

日

人
事
発
令
（
土
地
改
良
課

設
置
に
伴
う
関
連
人
事
異
動
に
よ
る）

1

月
4
日

災
害
査
定
始
ま
る 。
そ
の

日
程
は
表
＞
の
と
お
り

・
公
共
土
木
関
係
四
日
1

五
日

（
第

三
次
査
定）

．
殷
地
牒
業
用
施
設
関
係
三
日
1

八

日
（
第
一

次
査
定）

1

月
6

日

水
害
被
災
地
の
写
真
を
P

R
の
た
め
の
貼
り
出
し
（

水
害
被
災

地
の
写
真
を
P
R
の
た
め

建
設
省 、

牒
林

水
産
省 、

自
治
省 、
国
土
庁 ‘

自
民
党
本
部
に
貼
り
出
し
た 。
）

見
舞
金
が
120
万
円

災
害
対
策
に
活
用

こ
の
度
の
災
害
に
対
し ‘
町
内

町
外

の
各
方
面
の
多
く
の
方
か
た
か
ら
心
温

ま
る
多
額
の
見
舞
金
が
寄
せ
ら
れ 、
感

激
に
堪
え
な
い 。
中
に
は ‘
貯
金
し

て
い
た
小
使
い
を
寄
せ
て
く

れ
た
子
供

も
い
た
と
か ‘
涙
の
出
る
思
い
で
あ
っ

た 。
そ
の
額
は
十
月
十
日

現
在
で 、
七

十
四
件 ‘
四
百
十

八

万
五

千

八

百
六
十

円
に
の
ぼ
る 。

こ
れ
は ‘
町
の
歳
入
に
入
れ
て
災
害

対
策
に
活
用
す
る
方
針
で
あ
り ‘
深
謝

し 、
報
告
に
か
え
る 。

沢
藤
衆
議
院
議
員 、
菊
池
県
議 ‘
那
須

川
県
議 、
志
賀
衆
議
院
議
員｛
電
話） 、

椎
名
衆
議
院
議
員
（
電
話）

、
水
沢
市

長 、
衣
川
村
長 、
江
刺
市
助
役 、
館
沢

県
議 、

水
害
見
舞 。

9

月
2
日

県
議

会
よ
り

実
態
調
査 ‘

那
須
川 ‘
及
川 ‘
菊
池 、
佐
藤
県
議 。

水
沢
地
方
振
輿
局
長 、
地
方
振
輿
課
長

補
佐
同
行 。

農
地

建
設
課
長 、
防
災
課
長
実
態
調

査 。9

月
3
日

小
川
参
議
院
議
員
現
地
視

察 。9

月
9

日

農
政
部
柳
田
次
長
実
態
調

査 。牒
政
部
畑
作
振
興
課
長 、
総
務
部
長 ‘

地
方
振
輿
課
長
現

場
視
察 。

9

月
11
日

椎
名
衆
議
院
議
員
来

町。

9

月
13
日

参
議
院
災
害
対
策
特
別
委

員
会
小
川
委
員
長 、
同
高
橋
委
員 、
国

土
庁
防
災
局
防
災
事
務
諜
長
木
挽
孝
紀 ‘

牒
林

水
産
省
構
造
改
善
局

建
設
部
防
災

諜
災
害
対
策
室
長
山
口
保
身 、
林
野
庁

指
導
部
治
山
課
森
林
土
木
専
門
官
梅
坂

末
雄 、
建
設
省
河
川
局
防
災
課
総
括
災

害
査
定
官
下
野
均 、
参
議
院

建
設
委
員

会
主
任
調
査
員
佐
藤
勝 ‘
参
議
院
参
事

加
藤
腎― ‘
東
北
農
政
局
次
長
坂
柳
迪

夫 、
東
北
牒
政
局

建
設
部
防
災
課
長
井

ヒ
明
夫 、
総
務
部
消
防
防
災
課
長 、
農

政
部
柳
田
次
長 、
農
地

建
設
課
長 、
農

村
振
輿
課
佐
藤
首
席
専
門
技
術
員 ‘
林

業
水
産
部
森
林
土
木
課
長 、

水
沢
地
方

振
興
局
長 、
北
上
地
方
振
興
局
長 、

水

沢
市
長 、
胆
沢
町
長 、
前
沢
町
長 ‘
衣

川
村
長 ‘
北
上
市
長 、
和
賀

町
助
役 、

江
刺
市
助
役 ‘
災
害
現
場
視
察 。

【7】

- 84 -



（昭和63年10月 412号）
:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

得
推
定
額
の
百
分
の
卜

を
超
え
た
介

定
額牒

地
農
業
用
施
設・
林
道
施
設
の

被
害
額
は
三
十
三
億
五
千
七
百
万
円

で
あ
る 。

町
の
農
業
所
得
推
定
額
は

五
十
七
億
九
干
二
百
七
十
二
万
九
千

円
（
六
十一
年
度）
の
百
分
の
＋
は

五
億
七
千
九
百
二
十
七
万
三
千
円
で

あ
る 。

こ
れ
は
二
十
村
位
減
っ
て
も

大
丈
夫
で
あ
る
と
思
わ
れ
る 。

以
上
の
基
準
を
超
え
た
被
害
額
（
杏

定
額）
で
な
け
れ
ば
激
甚
指
定
に
な
ら

ず 、

公
共
土
木
施
設
で
二
十
打
を
削
減

さ
れ
る
と ‘

十
五
億
九
千
四
百
四
十
万

円
で 、

誠
に
微
妙
な
と
こ
ろ
に
あ
る 。

ロ 、
か
ん
が
い
水
の
確
保
に
つ
い
て

査
定
が
終
わ
り ‘

補
助
指
令
を
受

先
人
が
悠
久
の
努
力
に
よ
り ‘

復旧資金計画
«< 
火 区 分1頂 目1復旧工事費I

資
目庫補助 I 起

I j i i t'[ : T• I’1 1 

金 計 画
債1その他1一般財禄

害 631,200 

復
631,200 

一
日

w表
け
て
発
注
す
る
ま
で
は
時
間
が
か
か

る
し 、

ま
た
降
雪
期
に
入
り ‘

工
事

は
渋
滞
す
る
お
そ
れ
が
あ
る 。

し
か
し 、

四
百
ヵ

所
に
近
い
工
事

呈
は 、

物
理
的
に
も
困
難
性
が
伴
う

も
の
と
懸
念
さ
れ
る 。

何
が
な
ん
と

し
て
も 、

耕
作
に
間
に
合
わ
せ
る
決

意
で
あ
る 。

従
っ
て 、
か
ん
が
い
水
の
確
保
を

最
優
先
に
工
事
を
進
め
る
方
針
で
あ

る 。
（ 、
河
川
改
修
と
関
連
に
つ
い
て

①
河
川
改
修
は ‘
こ
の
度
の
災
害
を

禍
と

せ
ず
福
に
転
ず
る
た
め
抜
本
的

に
改
修
す
る
方
針
で
あ
る 。

そ
の
た

め
の
地
権
者
の
協
力
の
成
否
に
左
右

す
る
お
そ
れ
が
あ
る 。

有

一
日
営
々
と
し
て
創
り
あ
げ
た
金
ヶ

崎

②
改
修
に
よ
る
河
川
敷
が
決
ま
ら
な

け
れ
ば 、

田
の
整
理
並
び
に
復
旧
に

着
手
で
き
な
い
面
が
あ
り 、

そ
の
た

し
え、
が
い

め
若
干
の
遅
れ
が
促
進
の
障
碍
に
な

る
懸
念
が
も
た
れ
る 。

四 、

災
害
究
定
の
促
進
に
つ
い
て

早
期
に
復
1
工
事
に
洛
工
す
る
た

め
に
は ‘

な
ん
と
し
て
も ‘

災
害
査

定
の
早
期
完
了
か
先
決
で
あ
る 。

よ

っ
て
そ
の
促
進
に
努
め
て
は
い
る
か ‘

国
の
ペ
ー

ス
に 、

待
つ
以
外
に
は
な

＜
査
定
し
や
す
い
よ
う
に
調
森
設
計

の
整
備
を
す
る
こ
と
に
あ
る
が ‘
こ

れ
ま
た
公
共
土
木・
牒
業
施
設
合
わ

せ
て
五
百
ヵ

所
を
超
え
る
数
で 、

し

か
も
範
囲
も
広
く ‘

査
定
官
は
大
変

と 、

同
情
し
て
い
る 。

ヵ

旧

に

賭

公 共徳設
公共土木1ェ挙費1,993,soo I 1, 329,ooo 

設計費 79,740 
計 2,013, 240 I 1,329, ooo 

道I単費 70,000 
計 70,000

総工峯費 1,502 
計 1,502

火非揚エii費 200 
計 200

学校施設工事tt I 1,010 
設計費 60 

計

1,130 I 713 
小計 2,146,07211,329,713 

農業施段エ要費3,357,000 I 2,182,050 
投計費 134,280 

計］悶 ，：：：［：］：：：］：：：：： 
5,637,352 I 3,511, 76311,571,400 

＊

713 300 

け

る

300 
631,500 
939,900 

計

計Iヽ

ム
ロ

78,350 
44,760 

123,110 
123,110 
123,110 

33,300 
79,740 

113,040 
70,000 
70,000 
1,502 
1,502 

200 
200 
57 
60 

117 
184,859 
156,700 
89.520 

246,220 
246,220 
431,079 

土
地
改
良
区
事
業
担
当
者
会
議

・
災
害
復
旧
の
実
務
に
つ
い
て

9
月
12
日

土
地
改
良
区
以
外
（
町
の

実
施
す
る
分）
百
二
十一
ヶ

所
の
調

査
設
計
委
託

9
月
13
日
S

14
日

農
業
共
済
組
合
被

災
農
地
評
価

9
月
17
日

土
地
改
良
区
理
事
長
会
議

•
町
が
事
業
主
体
に
な
る
こ
と
に
つ

い
て
の
条
件
の
再
確
認

9
月
19
日

臨
時
議
会

そ
の
後
の
状
況
説
明

・
農
業
用
施
設
の
事
業
主
体
に
な
っ

た
こ
と
に
よ
る
「

土
地
改
良
課」
設

置
の
条
例
改
正
議
決

9
月
20
日

土
地
改
良
課
の
設
置
並
び

に
人
事
の
発
令

・
課
長
事
務
取
扱
小
原
助
役

•
技
術
者
の
確
保

河
川
改
修
に
つ
い
て

•
河
川
改
修
に
つ
い
て
は ‘
黒
沢
川

は
既
に
測
羅
が
実
施
さ
れ
て
い
る 。

関
係
者
に
は
説
明
か
行
な
わ
れ
て
い

る 。

黒
沢
川
が
進
め
ば ‘

宿
内
川 ‘

永
沢
川
と
進
め
ら
れ
る 。

測
蘊
が
終

了
し 、

予
定
線
が
決
ま
り

次
第 ‘

用

地
の
流
力
に
つ
い
て
地
権
者
と
の
協

議
が
あ
る 。

十
月
中
旬
頃
か
ら
の
予

定 。
9
月
25
日

九
月
定
例
議
会
関
係

次
の
議
決
を
経
た 。

・
税
の
減
免
条
例
の
制
定

・
復
旧
計
画
（
査
金
計
画）
の
提
示

（
表
N
)

・
滅
免
見
込
額
は
町
民
税
四
百
九
万

二
千
円 、

国
民
健
康
保
険
税
四
千
九

百
五
十
万
円 、

固
定
資
産
税
百
三
十

8
月
30
日

県
土
木
部
長 、
河
川
課
長 、

砂
防
課
長 、

道
路
維
持
課
長 、

土
木

事
務
所
長 、
工
務
課
長 、

牒
政
部
長 ‘

農
蚕
課
長 、

水
沢
振
輿
局
長 、

同
農
林

部
長 、

同
土
地
改
良
課
長 、

干
貰
石
溜

池
他
牒
業
施
設
牒
地
災
害
の
現
状
を
説

明 。
総
務
部
次
長
現
地
調
査 。

8
月
31
日

自
民
党
県
連
災
害
対
策
本

部
（
本
部
長
椎
名
会
長）

代
行
伊
藤
県

議 ‘

那
須
川 ‘

及
川 ‘

佐
藤
県
議
現
地

調
査。

8
月
31
日

佐
々
木
副
知
事 、

総
務
部

次
長
現
地
調
査 。

9
月
1
日

小
沢
衆
議
院
議
員
夫
人 ‘

D
『
J

宣
房
長 ‘
構
造
改
善
局
長 ‘
建
設
部
長 ‘

防
災
課
長 、

同
補
佐（
総
括） ‘

同
（
調

梓）
‘

災
害
対
策
室
長 、

同
補
佐
（
災

害
第一
班）

、

同
（
災
害
第
二
班）

、

災
害
査
定
官
（
二
人）

設
計
課
長 ‘

首
席
農
業
土
木
専
門
官 、

農
政
部
長 、

蔑
地
業
務
課
長 、

同
補
佐
（
総
括）

同
（
自
作
蔑
賓
金）

。

県
選
出
国
会
議
員 。

衆
議
院
小
沢

一
郎 ‘

椎
名
素
夫 、

志
鉗
節 ‘

沢
藤
礼

次
郎 、

玉
沢
徳一
郎 ‘

鈴
木
善
幸 、
エ

藤
巌 、

小
野
信一

。

参
議
院 、

喬
橋
清

孝 、

小
川
仁一

。

1
月
14
日

大
蔵
省 、
国
土
庁
に
陳
情 。

激
甚
指
定
に
つ
い
て 。

早
期
着
工
に
つ
い
て 。

大
蔵
省 、

主
計
局
担
当
主
計
官 、

同

公
共
事
業
第
三
係
長 。

国
土
庁 ‘

宣
房
長 、

長
官
宣
房
審
議

官 。
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曰 ‘
調
査
設
計

口 、
災
害
査
定

の
実
地
調
査

査
定

は
公
共
土
木

につ
い

て

は
建

設
省

の
査
定
官 、
牒
地
農
業
用
施
設

にあ
っ

て

は 、
股
林
水
産
省

の
査
定

官
に大
蔵
省

の
監
芥
官

が
立
会
う 。

二
人
組
で

災
害
現
場
を
廻
り
設
計
書

に碁
づ
き
杏
定
を
す

る。
そ
の
杏
定

額
は‘
助
成
対
象

にな
る。
従っ

て

脊
定

に入
ら

な
い
箇
所

は
助
成

は
な

い。
自
己
負
担

にな
る。

表II

観測点

降 雨 量 調

時間別 降雨祉 時酷たり平均雨位峙間

千打石提下
12時間 409.8¾ I 34.15¾ I so 

24時間 511.8 I 21.3 I 60 

12時間 401. s I 33. 45 I 62 
後干打石

24時間 sou I 20.9 I 62 

12時間 zsz.o I 21.0 I 41. 
山

24時間 471.0 I 19.6 I 62 

12時間 90. o I 7. s I 34 
柳

24時間 11s.o I 4.9 I 34. 

岳

若

こ
の
度

の
被

害
額
は
膨
大
で
国

の

助
成

な
し
で
は
復
旧

は
不
可
能
で
あ

る。
し
か
も
杏
定

は
国

の
ペ
ー

ス
で

進
め
ら
れ

る
の
で 、
い
く
ら
気

が
焦

っ

て

も ‘
い
た

し
か
た

が
な
い。

□ ‘
助
成
指
令

査
定

が
終
わ
っ

て

‘
助
成
対
象
個

所
毎

に指
令
（
ま
た

は
内
示）

が
あ

る。
そ
れ

が
助
成
決
定
額
で
あ

る。

四 、
工
事
発
注

指
令
（
ま
た

は
内
示）
か
あ
っ

て

（一！心部課
をと題災

激し議が害
特て会あ対火いがる策
害る一 ゜

にの ゜ 体そは
指 との次
定 な解の

に つ決よつ

て

に うい 対はな
て 応

‘

重

に執要
腐行な

少しでも収穫をと稲穂を刈り取る（川目

課
題
解
決
は
議
会
と
一

体
で

は
じ
め

て

工
事

の
発
注
（
入
札）

が

で
き

る。

以
上

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
にな
る
の
で

今
の
と
こ
ろ
査
定
完
了
待
ち
で
あ

る。

一
口

に査
定

と
い
っ

て

も 、
公
共
土
木

で
百
十
五
ヶ

所 、
牒
地
股
業
用
施
設
で

三
百
九
十一
ヶ

所 、
合
計
五
百
六
ヶ

所

を
処
理
し
な
け
れ
ば

な
ら
ず 、
物
理
的

にも
大
変

な
作
業
で
あ

る。
そ
れ
を
処

理 、
復
旧
を
達
成

し
な
け
れ
ば
金
ヶ

崎

町
は
元

の
姿

に戻
ら

な
い。

法
によ
る
災
害

の
分
類

は‘
激
甚

と
普
通

に分
け
ら
れ
補
助
率

が
異

な

る。
普
通

災
害

六
十
五
貯

激
甚

災
害

九
十
朽

従
っ

て

、
激
甚
指
定
を
受
け

る
こ

と
が
先
決
条
件

と
な
る
が、
そ
の
基

準
か
ら
み
た
町

の
場
合

•―
つ

は
公
共
土
木
施
設

にお
い

て

は、
標
準
税
収
入
額（
十
五
億
三
干
四

百
八
十
八
万
三
千
円）
を
超
え

る
企

定
額
（
被

害
額）

公
共
土
木

の
被

害
額

は‘
十
九
憶

九
千
三
百
五
十
万
円
で
あ
り 、

そ
の

限
り
で

は
大
丈
夫
で
あ

る
が、
杏
定

が
厳

し
い

と
削
滅
さ
れ
標
準
税
収
入

額
を
割

る
不
安

が
残

る。
今
ま
で

の

例
によ
る
と‘
二
十
行
位

は
削
減
さ

れ
る
と
の

こ
と
で
あ

る。

●
二
つ

は、
股
地
牒
業
用
施
設 、
林

道
施
設

にお
い

て

は‘
町

の
蔑
業
所

・
災
害
の
報
告

・
対
策

の
説
明（
方
針

の
説
明 、
協
議）

・
応
急
工
事
袋
三
千
万
円

の
補
正

議

決
9
月
5
日

川
目
自
治
会

と
協

議
会（
新

井
田
公
民
館）
自
治
会
貝
約
百
人・

町
側
松
本
助
役・
総
務・
建
設・
牒

林
の
各

課
長・
広
野
農
林

課
長
補
佐

・
災
害
復
旧

につ
い

て

協
議
（
特

に

石
持
沢

が
話
題

にな
っ
た 。
川
目
地

区
は、
土
地
改
良
区
域
外
で
あ
り ‘

復
旧
を

心
配
さ
れ

て

い
た 。

9

月
6
日

関
係
土
地
改
良
区
（
千
貫

石 ‘
永
沢 ‘
駒
ヶ

岳 、
胆
沢
平
野 、

和
質
川）
か
ら
農
業
用
施
設
復
旧
事

業
につ
い

て

は ‘
事
業
主
体

に町
か

な
っ

て

ほ
し
い
旨

の
陳
情
あ
り 。

•
町

が
事
業
主
体

にな
っ
た
場
合 、

補
助
残

の
借
入
金
分

は
町

が
償
遠
す

る
こ

と
にな

り ‘
受
益
者

が
有
利

に

な
る。
そ
れ

は‘
町

が
償
遠
す

る
分

につ
い

て

は
地
方
交
付
税
で
充
当
さ

れ
る。
内

部
打
ち
合
わ
せ
（
小
原 、

松
本
両
助
役 、
総
務 ‘
企
画
財
政 ‘

福
祉 ‘
牒
林 、
農
業
開
発

の
各

課
長）

・
復
旧
事
業
促
進

につ
い

て

9

月
7
日

関
係
機
関
協

議（
改
良
区 ‘

普
及
所 、
農
業
共
済
組
合 、
牒
協 ‘

森
林
組
合 、
牒
業
委
員
会 、
牒
林

課‘

農
業
開
発

課）

・
災
害
対
策

につ
い

て

・
協
力
要
請

9
月
9
日

河
川
調
査
開
始
（
県

にお

い

て

）
黒
沢
川
か
ら
始
め

る。

土
地
改
良
区
理
事
長
会

議

•
町

が
事
業
主
体

と
な
る
こ

と
につ

い

て

条
件
を
付
し

て

承
諾

9

月
22
日

自
治
省 、
国
土
庁 ‘
小
沢

衆
議
院

議
貝 、
椎
名
衆

議
院

議
員 、

志
賀
衆

議
院
議
貝 、
玉
沢
衆

議
院

議

貝 ‘
沢
藤
衆

議
院

議
員 、
高
橋
参

議
院

議
貝激

甚
災
害
指
定、
特
別
交
付
税
並
び

に財
政
援
助

につ
い

て

陳
情 。

9
月
26
日

県
知
事 、
佐
々
木
副
知
事 、

消
防
防

災
課
長

に激
甚

災
害
指
定

につ

い

て

陳
情 。

県
議
会

議
員
（
胆
沢 、
水
沢
地
区）

同
様
陳
情 。

9

月
29
日

東
北
財
務
局
長 ‘
理
財

部

長 、
主
計
第一

課
長 、
同
第
二

課
長
融

資
課
長

に陳
情 。

10
月
6
日

東
北
地
方
建
設
局
長 、

部

長 、
課
長

に陳
情 。

激
甚
指
定

につ
い

て

。

早
期
着
工

につ
い

て

。

東
北
殷
政
局
長 、
同

次
長 、
農
政

部

長 、
農
政

課
長 、
同
補
佐 、
建
設

部
長 、

同
次
長 、
防

災
課
長 、
同
補
佐 ‘
災
害

査
定
官
（
二
人）

、
設
計

課
長 。

10
月
13
日

関
係
土
地
改
良
区
理
事
長

（
千
貫
石 、
永
沢 ‘
駒
ヶ

岳
山
麓 ‘
胆

沢
平
野 、
和
袈
川 ‘
川
目
共
同
施
行）

と‘
東
北
牒
政
局 、
農
林
水
産
省

に陳

七円。
激
甚
指
定

につ
い

て

。

早
期
着
工

につ
い

て

。

優
良
荻
金

の
確
保

につ
い

て

。

東
北
股
政
局
長 、
同

次
長 、
農
政

部

長 、
農
政

課
長
同
補
佐 ‘
建
設

部
長 ‘

同
次
長 、
防

災
課
長 、
同
補
佐 ‘

災
害

査
定
官
（
二
人）

、
設
計

課
長 。

牒
林
水
産
省
陳
情 ‘
大
臣 ‘
政
務
次

官
（
二
人）

、
事
務

次
官 ‘
審

議
官 ‘

【 5】
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虹i量

” 
b 
b 
b 
b 
k:l 

kl 

゜

表I 8月28 • 29日集中豪雨の被害（9月21日現在） （単位千µJI

岩 手 県 ｀金ヶ雌fll!J内 金ヶ崎町管理施 設等

披 害 項 目 破害客l'i破害総額破害額 償 考

備 考 死 者 0人 0人 0人

0人 0人行方不明者 0人
29日1時～ 2時2時間で120% 人的披害

重｛碁者 0人 0人 0人

軽 信じ 老 1人 1人 1人

28日材時～2981時2時 間で1別¥
住家等被 害（100%) 151,657 116,611 116,611 床上26 ·床下108世帯 、 非f主家42棟

29日18時～19時2時間で120"'/m

28日24時～2981時2時間で54¾

i ムっi後
の

；の
ジ

fス
）レ ヶ

庁舎等被 害（100%)
社全撮祉施設被害 （100%) 

医療衛生施設被害（100%) 

商工関係被害（100%) 

観光施穀被害（100%) 

高庄ガス 、 火薬類施設及ぴ鉱山関係被害
柑i 阪方 祖江 影t 礼支 遍『

農 業施 設被害 （100%) 

農作物等被害（100%) 

家畜等関係被害（100%) 

農地農業用施設被害（100%) 

林業関係被害（国有林90％国有林以外100%)

水産関係被害（100%) 

漁港施紐披． 害

建設省所管土木施設被害 (100%) 

運輸省所管土木施設被害
都市施殷被害（100%) 

学校被害（100%)
文化財被 害（100%)

社会教育·体育施設破畜 (100%) 

船 舟白 披 害

通信関係被害 （100%) 

電力関係被害（100%) 

工業用水追被害

鉛追関係破害 （100%) 

'+ 

22,631 

11,000 
96,824 

58,580 
34,578 ゜゚

7,189 
1,145,609 

1,070 

7,043,000 
6,651,808 

7,715 ゜
16,008,800 ゜

7,750 

28,520 
7,000 

11,020 ゜
7,331 

30,900 ゜
673,875 

32,006,857 

17,631 1,502 有線電記゜ ゜
70,200 70,200 水道5ヵ所 、 火葬場゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜

60 ゜
285,510 249,840 

500 500 
3,355,000 3,072,000 

822,492 285,000 
1,500 1,500 ゜ ゜

6,952,800 1,993,500゜ ゜゜ ゜
1,070 1,070 第一小学校校庭゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜゜ ゜

11,623,374 5,791,723 

は

ン
ヽゞ 番 畠 のに 〖は

観 測所 24時間雨量盟屯打存と：竺当盃五 観測年月日 ― 立萬 調

の の川 水沢観測センター 昭和23年9月16日ののた
次 の河

王 ； も 叫
悶
農 日

こペ

i ュ 被害地心

中

‘ ； 互 皐 （旧水沢緯度観叩） 27
4

.
1 

11.
4 57.3 （アイオン台風） ， 〖

畠
円 力ゞヽ

と で ］ 六 り盛岡地方気象台
334 0 ー ＿ 昭和23年9月16日 闊

�0 1 っつ呑た つ，戸六 の に
な なあ つ降十で

i 
と

（住田町） ・ （アイオン台風） ； 
たたみのたが十 ・ で 二三］ み の金

と つ

ル
゜金切でり二，戸 九

千

後
二

塁
は

間
当 貞
悶

士 ‘三
で迅

は
間

た

当十―栄雨の市相去胆沢ヶ索雨しおりた岩゚手県
な

な

ら

崎
町

ヶ ずれ あ
る

゜

一

訂

の

時

間
で

が
二 i，

戸゜
石貰

で

一十• 石千貰 土た ニ
四

． ［十四
• 千石買 ］ ー

時

間

あ

で

つ
i
中

の］ ： 接i＜ t�、 { 今ま の か
つ

カ ゞ i（ロ 雰 、閏 二三 翠 の五 一 皐 のf；部 こで＇ 竺
ー と 十八時，心で五時の のの

議
悶
会 が水んし‘ の 畠i 価程ヽ＾度

原

�り

時

期

で

きる
一 � i→ � はヽ 昇五［ し ： 

に

iの

嘉円

の

謡
報告

の

；

集

臨時

日
＾更

各

］要

金

に

被晶

の

る

＾

小

悶
原指

［

の

る

要必汀に
な

‘ 

畠g ： 麟累 l はヽ
の

補塁 旦保

調査 信課 ―—- ； 忍 し、 ［
た

つに
の

町 る
゜ 予算 ’務

総
―`

のへ
総

ーに
と ロ― 
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二

十

九

日

の

集

中

豪

雨

の

ツ

メ

跡

は

9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
,

 

今

で

も

町

内

各

地

で

見

う

け

ら

れ

、

当

時

の

荒

れ

狂

っ

た

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9

9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

 

河

川

の

は

ん

濫

の

様

相

な

ど

が

う

か

が

わ

れ

ま

す

。

町

で

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
, '
,‘

 

は

復

旧

作

業

を

優

先

に

進

め

て

お

り

、

現

在

は

国

で

災

害

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

 

査

定

な

ど

が

行

わ

れ

て

い

ま

す

。

膨

大

な

被

害

を

受

け

た

＇

 

町

の

執

行

機

関

の

最

高

責

任

者

山

路

勝

男

町

長

は

、

今

ま

ー
'

1

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
ー
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

,
'

で

の

経

過

や

決

意

を

町

民

の

皆

さ

ん

に

訴

え

、

理

解

と

協

9
9
9
ー
9
1
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
,

力

を

求

め

る

た

め

に

自

か

ら

原

稿

を

書

き

ま

し

た

の

で

、

9
9
9
9
9
9

9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9

 

今

月

号

に

掲

載

し

ま

し

た

。

停
滞
す
る
低
気
圧
の
彩
煎
で
強
い
宙

雲
が
発
生
し ‘
八
月
二
十
八
日
の
夜
か

ら
二
十
九
日
に
か
け
て
未
苦
有
の
集
中

咲
雨
と
な
り 、
二
十
几
日
は
金
ヶ

崎
町

に
と
っ

て
正
に
唆
の
夜
明
け
で
あっ
た 。

強
い
雨
脚
に
け
む
り
明
け
行
く
眼
前

に ‘
営
々
と
し
て
創
り
あ
げ
た
収
穫
を

待
つ
田
園
は 、
荒
れ
狂
う
濁
流
に
無
滲

々
へ

に
も
呑
み
込
ま
れ
て
い
た 。
な
す
術
も

な
く ‘
い
ら
だ
ち
と ‘
も
と
か
し
さ
の

無
念
か
ら 、
心
の
底
か
ら
強
い
憤
り
を

覚
え
つ
つ
も
呆
然
と
し
た 。

町
行
政
の
執
行
責
任
者
と
し
て
何
か

ら
手
を
か
け
た
や
ら 、
全
く
わ
か
ら
な

く
思
案
に
惑
う
の
み
で
あ
っ
た 。

水
が
引
い
た
後
の
有
様
は 、
見
る
も

悲
惨
に
荒
廃
し
た
姿
に
変
わ
り
果
て
た 。

調
杏
に
よ
れ
は ‘
そ
の
被
害
の
概
要
は

表
ー

の
通
り
で 、
有
史
以
来
か
つ
て
な

い
甚
大
な
も
の
で
あ
っ

た 。

堤
防・
道
路・
橋・
頭
首
エ・
水
路・

公
共
施
設
の
壊
滅
的
な
破
壌
に
「

町

の
公
共
施
設
は
脆
過
ぎ
る·: 。」
と
疑
問

を
感
じ ‘
降
雨
畢
を
調
査
し
た
と
こ
ろ

町
内
で
の
雨
慨
観
測
は ‘
幸
い
に
も
干

判
右
堤
下（
千
員
石
土
地
改
良
区
管
理）

と ‘
駒
ヶ
岳
に
近
い
後
千

111只
石
（
町
農

林
課
秤
理）
と ‘
県
立
牒
業
知
期
大
学

校
の
三
ヵ

所
で
計っ
て
い
た
が 、
股
業

降
る
も
降
っ
た
り
五
十
巧

の

濁
流
に
呑
ま
れ
た
金
ヶ

崎

，

 
八

月

二

十

八

日

、

水
道
管
等
々
の
公
共
施
設
は
流
失
し ‘

交
通
は
寸
断 ‘
水
道
は
断
水 、
日

常
生

活
は
勿
論 、
生
産
活
動
に
も
大
き
な
支

障
を
き
た
し
た
こ
と
は
誠
に
残
念
で 、

特
に
も

収
穫
期
を
目
前
に
今
年
の
収
入

源
で
あ
る ‘
丹
粕
の
稲
を
失
な
っ

た
痛

手 、
無
念
さ
は
想
像
に
余
り
有
り ‘
同

ど
う

こ
く

情
を
し

慟
哭
を
禁
じ
得
な
い 。

知
期
大
学
校
の
施
設
は
旧
式
の
も
の
で

満
杯
と
な
り

観
測
不
能
で
あ
っ

た
が ‘

他
の
ニ
ヵ

所
は
測
定
て
き
た 。

そ
の
記
録
は
表
II
の
と
お
り
で
あ
っ

た 。
参
考
ま
で
に
岳
山（
胆
沢
町
北
側）

と
希
柳（
供
養
塚
付
近）
の
ニ
ヵ

所
も
調

さ
ら

べ
て
み
た 。
更
に
水
沢
観
測
セ
ン
タ
ー

（
旧
緯
度
観
測
所）
と ‘
u向
田
ダ
ム
も

•

 

―

―

―
―

マ

ヽ
�

』

可
欠
の
要
件
で
あ
る 。

-
‘

災
害
復
旧
に
つ
い
て

口
全
般
的
に
復
旧
の
た
め
の
調
査
設

計
は ‘
岩
手
県
土
木
技
術
振
輿
協

会
に一
括
委
託
し 、
早
急
に
復
旧

額
を
把
握
す
る 。
（
建
設
課）

②
河
川
に
つ
い
て
は
（
建
設
課）

①
全
面
的
に
水
の
流
れ
や
す
い
よ

う
に
拡
幅
改
良
を
す
る 。

密
来
得
る
限
り ‘
災
害
対
策
事

業
で
恒
久
的
に
改
良
す
る 。

③
特
に
主
な
る
河
川
に
つ
い
て

I
宿
内
川
は ‘
改
修
計
画
が
た

っ
て
い
る
の
で ‘
未
計
画（
上

流
部）
地
区

II
黒
沢
川
は 、
稲
沢
の
赤
坂
付

近
か
ら
下
流
部

III
水
沢
川
は 、
キ
ッ
ツ
川
の
合

流
点
よ
り

上
流
部

⑤
そ
の
他
の
局
部
的
な
被
害
部
に
つ

い
て
は ‘
局
部
改
良（
災
害
復
旧）

に
よ
る 。

④
調
査
設
計
を
急
ぎ ‘
歪
定
に
問
に

合
わ
せ
る 。

固
応
急
を
要
す
る
個
所
に
つ
い
て
は 。

建
設
業
協
会
の
協
力
を
得
て一
括

委
託
を
し 、
復
旧
性
は
出
来
商
払

い
を
す
る 。

⑤
川
原
田
橋
に
つ
い
て
は ‘
立
替
払

い
で
早
急
に
完
成
を
急
ぐ 。

な
お ‘
通
学
路
と
し
て 、
使
用
は

認
め
る 。
（
そ
の
対
応
を
や
る
よ

う
こ）
9,
'

 

m
牒
地
牒
業
用
施
設
に
つ
い
て
は（
牒

林
課）

⑧
担
当
助
役

・
農
地 ‘
膜
業 、
一
般
団
体
は ‘

し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た 。

9
月
3
日

参
議
院
議
員
小
川
仁一
氏

災
害
現
場
視
察
の
際
陳
情

9
月
8
日

県
庁
に
陳
情

佐
々
木
副
知
事・
土
木
部
長・
土
木

部
次
長・
河
川
課
長・
砂
防
課
長

河
川
調
杏
の
協
力
要
請
を
受
け
る 。

河
川
改
修
計
画
を
早
く

提
示
し
て

ほ
し
い
と
の
こ
と
で
あ
る
が 、
調
杏

し ‘
計
画
を
た
て
関
係
機
関
の
調
整

を
得
る
た
め
に
は ‘
十
月一
杯
か
か

る 。
こ
の
際 ‘
町
管
理
の
河
川
に
つ

い
て
も
災
害
で
改
修
し
た
方
が
有

利
と
思
わ
れ
る
も
の
は
出
し
て
は
し

、

。

し農
政
部
長 ‘
農
地
閲
発
課
長 、
股
蚕

諜
長 。千

貝
石
溜
池
は
県
で
行
う 、
さ
し

あ
た
り
応
急
工
事
は
実
施
す
る 。
農

業
施
設
復
1
事
業
の
た
め
職
員
派
遣

も
考
え
て
い
る 。

土
地
改
良
区
よ
り

農
業
土
木
災
害

の
事
業
主
体
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
要

請
さ
れ
て
い
る
が 、
と
い
う
と ‘
牒

業
施
設
災
害
の
復
1
は ‘
町
が
主
体

と
な
っ
た
方
が
有
利 。

地
方
振
輿
課
長

激
甚
災
害
の
指
定
並
び
に
特
別
交

付
税
に
つ
い
て
は ‘
六
日
国
に
副
知

事
関
係
課
長
で
陳
情
し
て
い
る 。

明
日
部
長
か ‘
視
察
に
行
く
の
で

同
行
す
る 。

消
防
防
災
諜
長

激
甚
災
害
指
定
に
つ
い
て
は 、
国

に
陳
情
し
て
い
る
が 、
町
に
お
い
て

も
陳
情
し
た
方
が
よ
い 。

水
沢
地
方
農
業
共
済
組
合
及
ひ
岩
手

【3】

- 88 -



（昭和63年10月 412号）
:::::::::;:;:;:::::;:;:;:::::::::::::;:;:::::::::::::::;:;:;:::::::::::::::;:;:::::::;:::;:;:;:::::;:::;:;:;:::::::::::::::::::�:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::�:::::::::::::::::::::::::::::::::::;::::::::::::::::::::::�:::::::::::::::::::::;:;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:::;:;:::::;:::::;:::::::::::::::::::::::::::::::;:;:::::;:;:;:;:;:::::::::;:;:::::::;:;:;:;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:;:::::::::::;:;:::::::;:;::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::! 

余水吐けの損偽で応急の補強工事が行われた千貫石堤

万6干IJ属の手で
集中豪雨災害の復旧に賭ける山路町長が自から原稿を書く

庁
内
連
絡
会
議
（
対
策
の

8
月
29
日

指
示）

・
通
学
道
路 ‘

生
活
道
路
の
応
急
エ

事
と

確
保

・
建
設
業
協
会
の
全
面
的
な
協
力
を

得
る 。

•
水
道
の
復
1
工
事
の
促
進

・
工
事
囲
は
後
で
精
算
払
い
と
す
る 。

・
学
校
は
休
校
と
す
る 。

（
通
学
の

安
全
が
確
認
で
き
る
ま
で）

•
県
庁
に
災
害
の
実
態
報
告
及
び
復

旧
に
つ
い
て
陳
情

•
各
課
総
力
を
あ
げ
て
災
害
の
実
態

調
査
を
し 、

把
捏
し
取
り
ま
と
め ‘

・

復
旧
工
事
の
調
査
設
計
の
委
託

（
建
設
課）

9
月
1
日

打
ち
合
わ
せ

・
三
日
臨
時
議
会
招
集
に
つ
い
て

（
災
害
の
報
告 、

対
策
の
説
明 、

応

急
工
事
費
三
千
万
円
補
正）

9
月
2
日

庁
内
連
絡
会
議

・
災
害
対
策
の
方
針
明
示

■
災
害
対
策
に
つ
い
て
は 、

当
面
こ

の
方
針
に
よ
る
も
の
と
す
る 。

•
新
た
に
発
生
し
た
事
態
に
つ
い
て

は 、

そ
の
都
度
指
示
を
す
る 。

■
当
面
災
害
の
実
態
把
埋
に
努
め 、

そ
れ
に
基
づ
き
復
旧
の
促
進
を
は
か

る
も
の
と
す
る 。

■
こ
れ
ら
の
達
成
が 、

長
期
に
わ
た

る
も
の
と
思
考
さ
れ
る 。

よ
っ
て
上

部
機
関
•

関
係
団
体
・

被
害
者
・

町

民
•

特
に
も
議
会
の
理
解
協
力
が
不

9
月
1
日

県
庁
に
要
請
C

土
木
部
長
に
災
害
河
川 ‘

宿
内
川 ‘

黒
沢
川 、

永
沢
川 、

キ
ソ
ツ
川
に
つ
い

て
全
面
抜
本
改
修
の
要
請 。

土
木
事
務
所
長
に
も
同
様
の
要
請 。

県
土
木
部
長
は ‘

問
題
は
地
権
者

か
ら
用
地
の
協
力
が
得
ら
れ
る
な
ら

ば
全
面
改
修
は
殆
ん
ど
国
費
で
や
れ

る 。

こ
の
際
災
害
復
旧
で
工
事
を
進

め
る
方
が
有
利
で
あ
る 。

地
権
者
が

協
力
す
る
な
ら
ば
県
と
し
て
も
全
力

を
あ
げ
て
取
り
く
む
と
の
こ
と
に
す

る 。県
農
地
建
設
課
長
に
干
貰
石
溜
池
余

水
吐
の
改
修
に
つ
い
て
要
請 。

牒
地
建
設
課
長
は 、

千
貰
石
溜
池

の
改
修
計
画
は
進
め
ら
れ
て
い
る
の

で ‘

こ
の
計
画
で
や
れ
る
か ‘

災
害

復
旧
で
や
る
か
勘
案
し
て
有
利
な
方

法
を
探
り
た
い
と
の
こ
と 、

そ
れ
に

つ
い
て
は
県
に
一
任 。
さ
し
あ
た
り ‘

余
水
吐
の
擁
壁
の
応
急
工
事
は
検
討

し
た
い 。

よ
っ
て
振
輿
局
土
地
改
良

課
と
協
議
を
進
め
る
よ
う
に
と
の
指

導
あ
り 。

9
月
2
日

水
沢
振
輿
局
に
陳
情 。

局
長
・

農
林
部
長
・

土
地
改
良
課
長

に 、

千
貰
石
溜
池
の
余
水
吐
擁
壁
の
応

急
工
事
と
農
業
施
設
の
復
旧
に
つ
い
て

陳
情 。

農
林
部
長
は ‘

こ
の
こ
と
に
つ

、

て
は 、

県
と
協
議
中
で
あ
り 、

協
議

が
整
っ
た
時
点
で
あ
ら
た
め
て
指
導

対

応

対

策

の

記

録

ー＇

【2】
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黒沢川のはん濫で参道は流され農地は濁流に飲まれる（西根字坂水）

実のりを前にした稲が倒伏し収穫の見込みがない（西根字大石）

A 

決壊が心配された千貫石堤

町内の被害総額

区 分 被 害総 額
うち金ヶ崎町管理分

住 宅 等 11意I, 661万円 1億I,661万円

庁 舎 等 I, 763万円 150万円（有線電話）

医療衛生施設 7,020万円 7,020万円（水道・火葬場）

農林水産関係 44億6,506万円 36億0,884万円

公共土木施設 69億5,280万円 19億9,350万円

学校関 係 107万円 107万円

合 計 116億2,337万円 57億9,172万円

被
災
へ
の
見
舞
品
や
義
援
金
が 、

町

内
外
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す 。

八
月

三
十
日
か
ら
九
月
二
十
日
ま
で
に
次
の

皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た 。

あ
り

が
と
う
ご
ぎ
い
ま
し
た 。

日
本
水
道・
清
酒
二
升

小
田
島
薬

局・・・
チ
オ
ピ
タ
ド
リ
ン
ク
百
五
十
本

衆
議
院
議
員
小
沢一
郎・・・
チ
オ
ピ
タ
ド

リ
ン
ク
三
十
本

衆
議
院
議
員
沢
藤
礼

二
郎：·一
万
円

花
王
石
け
ん
…

缶
ジ

ュ
ー

ス
三
十
本
・

化
粧
石
け
ん
五
十
個

固
形
石
け
ん
三
十
二
個
・

袋
入
石
け
ん

百
袋

県
消
防
協
会
長
：・

清
酒
二
升

塩
野
義：
清
酒
二
升

町
上
自
治
会
：·

三
万
円

村
田
柴
太・・・一
万
円

改
断

講
中・・・
三
万
円

改
断
日
曜
会
：一

万

円

板
宮
清
治
：·一

万
円

ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
332
|

B
地
区
国
際
協
会
：·

三

万
二
千
円

高
橘
武
三
…一

万
円

ス

ー
パ
ー

名
宝
…

百
万
円

水
沢
市
長
：

二
十
万
円

水
沢
市
議
会
…

十
万
円

野
村
証
券
卸
盛
岡
支
店：．一
万
円

傷

い
軍
人
胆
沢
水
沢
支
部
長・・・
一
万
円

平
間
正·
：一

万
円

石
母
田
正
治・・・一

万
円

横
道
上
自
治
会
：·

五
万
円

友

愛
園
職
員一
同·
：

二
万
円

友
愛
園
入

居
者一
同：・・一
万
七
十
円

衛
生
管
理

セ
ン
タ
ー・・・

三
万
円

斉
藤
歯
科
医
院

…
五
万
円

北
方
鹿
踊
：・

一
万
円

石

町
内
外
か
ら
見
舞

品
や
義
援
金
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す

母
田
ハ
ッ
ミ・・・

三
千
円

懇
田
弘
志
…

三
千
円

水
沢
地
方
農
業
共
済
職
員
労

働
組
合・・・
三
万
円

松
本
歯
科
医
院
：

三
万
円

日
本
赤
十
字
岩
手
支
部
…

八

万
八
千
五
百
円

町
課
長
等
会
…

二
十

万
円

岩
手
銀
行
職
員一
同
…

二
万
円

山
路
絹
子・・・
三
万
円

社
会
福
祉
協
議

会
役
職
員一
同
…

二
万
六
千
円

佐
々

木
万
久
…一

万
円

祐
子
と
弥
生
…

五

万
円

佐
藤
健・・一
万
円

小
沢
清
治

…
五
万
円

閥
北
杜
地
質
セ
ン
タ
ー
…

ビ
ー

ル
券
十
二
本
分

横
山
吉
春
（
水

沢
市）

…一
万
円

町
身
体
障
害
者
福

祉
協
会
長・・・一
万
円

細
目
家
畜
医
院

．．．
 二
万
円

有
住
医
院・・・
五
万
円

及

川
医
院
：．

五
万
円

及
川
絵
美
子・
：

七

千
九
十
円

高
野
医
院
：．

五
万
円

大

谷
地
婦
人
会
…

三
千
円

瘤
木
和
光
会

．．．
 二
万
円

横
道
下
自
治
会
…

三
万
四

千
円

水
沢
市
特
別
職
管
理
職
職
員
会

…
十
四
万
円

水
沢
市
姉
体
第
三
区
夏

ま
つ
り

実
行
委
員
会
：·-

万
五
千
円

水
沢
市
姉
体
第
三
区
堀
切
・

王
鳥・
殿

野
起
子
供
会
：·

六
千
円

災
害
写
真
の
提
供
を

当
町
の
歴
史
に
残
る
今
回
の
豪
雨
災

害
を 、

町
で
は
記
録
と
し
て
残
す
た
め

に
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す 。

提
供
で
き
る
写
真 、

ま
た
は
ネ
ガ
を

貸
し
て
い
た
だ
け
る
人
は
役
場
企
画
財

政
課
広
報
係
（
6
42

ー

2
1
1
1)

へ
＂

電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い 。

こ
ち
ら
か

ら
お
伺
い
し
ま
す 。

I 
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農地は流され住宅は床上浸水（西根字李田）

:•··:�駆翌コ窪索四
宿内川で乗用車が流され4時間半後に運転手を救出

浸水世帯の状況
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赤門幼稚園北側の増水は線路下の土砂を削り列車が転覆（六原駅北側）

6

6
 

中
小
河
川
は
急
激
に
増
水
し
た
た
め

至
る
所
で
は
ん
濫
や
堤
防
の
決
壊
を
来

た
し
ま
し
た 。

こ
の
た
め ‘

棉
や
町
水

道
の
配
管
が
流
さ
れ
た
り 、

道
路
が
欠

け
た
り 、

住
宅
や
農
地
が
浸
水
す
る
な

ど
で 、

国
県 ‘•
町
管
理
の
被
害
を
合
わ

せ
る
と ‘

町
内
分
だ
け
で
百
十
六
億
ニ

千
三
百
三
十
七
万
円
も
の
巨
額
な
被
害

額
に
な
り
ま
し
た 。

町
管
理
分
の
公
共
土
木
施
設
の
被
害

は 、

橋
り
ょ
う
が
二
十
七
ヵ

所
で
三
億

三
千
九
百
四
十
万
円 、

道
路
が
五
十
四

ヵ
所
で
三
億
八
百
三
十
万
円 、

河
川
が

三
十
四
ヵ

所
で
十
三
億
四
千
五
百
八
十

万
円 、

合
計
十
九
億
九
千
三
百
五
十
万

円
に
の
ぼ
り
ま
し
た 。

ま
た 、

農
林
関
係
の
被
害
は 、

農
地

や
水
路 、

林
道
な
ど
を
合
わ
せ
る
と
三

十
六
億
八
百
八
十
四
万
円
に
な
り
ま
し

こ。
住
宅
関
係
の
浸
水
も
多
く ‘

床
上
ま

で
浸
水
し
た
の
が
二
十
六
世
帯 、

床
下

ま
で
浸
水
し
た
の
が
百
八
世
帯
も
あ
り

ま
し
た 。

こ
の
ほ
か 、

有
線
放
送
電
話 、

町
水

道
な
ど
に
も
被
害
が
あ
り 、

こ
れ
ら
を

合
わ
せ
た
被
害
の
総
額
は ‘

五
十
七
億

九
千
百
七
十
二
万
円
に
も
の
ぽ
り 、

当

町
の
一

般
会
計
予
算
の
一

年
分
を
は
る

か
に
上
ま
わ
る
巨
額
な
も
の
と
な
り
ま

し
た 。

区

上

上

下

巻

免

目

光

原

石

田

巾

沢

沢

木

野

崎

沢
一

町

町

町

持

森

森

断

第

野

政

地

地

貫

志

谷

平

平

永

沢

の

の

日

ツ

谷

永

行

町

谷

谷

藤

御

川

和

高

千

長

遠

上

下

癖

細

野

上

下

二

上

二

穴

二

金

改

被
害
は
116
億
2
千
万
円

26 
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橋のたもとが流され通行止めになった坂水橋（永沢字広本）

五
百
ミ
リ
以
上
の
降
雨

短
か
い
夏
も
終
わ
り
に
近
づ
き‘

ぐ

ず
つ
い
た
天
気
に
牒
作
物
の
作
柄
が
心

配
さ
れ
て
い
た
矢
先
に‘

II
ま
さ
か
金

ヶ
崎
で
Ii

と
思
い
も
よ
ら
ぬ
水
害
が、

八
月
二
十
八
日、

二
十
九
日
の
両
日
を

中
心
に
全
町
が
見
舞
わ
れ
ま
し
た。

数
日
前
ま
で
雨
が
降
っ
た
り
や
ん
だ

り
の
あ
と
の
八
月
二
十
八
日
は
、
停
滞

す
る
低
気
圧
の
影
密
で
湿
っ
た
暖
か
い

気
流
に
殺
わ
れ、

夕
刻
ご
ろ
か
ら
強
い

雷
鳴
を
伴
っ
た
局
地
的
な
豪
雨
が
夜
半

過
ぎ
ま
で
続
き
ま
し
た。

こ
の
た
め
千
貫
石
堤
付
近
で
は‘
二
十

八
日
午
後
八
時
か
ら
翌
日
の
午
後
八
時

ま
で
の
二
十
四
時
間
に
五
百
十
一

ミ
リ

二
十
九
日
に
な
っ
て
も
雨
は
続
き‘

千
貫
石
堤
の
堤
防
の
北
側
に
あ
る
揚
水

吐
け
か
ら
は、

最
っ
と
も
高
い
と
き
で

七
十
二
｛ふ
の
厚
さ
で
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
し

駐
車
場
側
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
壁
は‘

裏
側
に
雨
が
浸
透
し
た
た
め
崩
れ
て
水

路
を
埋
め
る
恐
れ
が
出
る
な
ど、

対
策

本
部
や
地
域
は
緊
迫
し
た
空
気
に
つ
つ

ま
れ
ま
し
た。

も
し
揚
水
吐
け
が
埋
ま
っ
た
と
き
は

堤
の
余
水
の
流
れ
場
が
な
く
な
り、

さ

ら
に
水
が
溜
ま
り、

い
よ
い
よ
堤
防
を

の
未
ぞ
う
の
降
雨
屋
に
な
り
ま
し
かP
特

に
も
二
十
八
日
午
後
九
時
か
ら
翌
日
の

午
前
九
時
ま
で
の
十
二
時
間
で
四
百
九

ミ
リ
の
降
雨
羅
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
す。

北
上
川
に
架
か
る
金
ヶ
崎
橋
が
流
さ

れ
た
昭
和
二
十
三
年
の
「
ア
イ
オ
ン
台

風」
の
と
き
は、
国
立
天
文
台
地
球
回
転

研
究
系
水
沢
観
測
セ
ン
タ
ー
（
旧
水
沢

緯
度
観
測
所）

で
の
二
十
四
時
間
降
雨

羅
は
二
百
七
十
四
ミ
リ、

盛
岡
地
方
気

象
台
が
住
田
町
で
測
定
し
た
雨
塁
は
三

百
三
十
四
ミ
リ
で
す
か
ら、

今
回
の
豪

雨
は
想
像
を
絶
す
る
雨
が
駒
ヶ
岳
山
ろ

く
付
近
に
降
り
続
い
た
こ
と
に
な
り
ま

す。

千
百
世
帯
か
避
難
準
備

越
え
て
流
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ、

決

壊
の
可
能
性
が
出
る
と
い
う
こ
と
で
す。

こ
の
た
め、

夕
方
に
千
貫
石
部
落
か

ら
南
方、

北
方
な
ど
約
千
百
世
帯
へ
、

行
政
区
長
を
通
じ
て
避
難
準
備
の
通
知

が
出
さ
れ、

早
々
に
工
業
団
地
の
富
士

通
や
塩
野
義
の
体
育
館
に
避
難
し
た
世

帯
も
あ
り
ま
し
た。

し
か
し、

そ
の
後
雨
も
弱
ま
り、

そ

の
危
険
も
な
く
な
り、

夜
半
前
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
家
に
戻
り
ま
し
た。

【3】

- 92 -



（昭和63年 9 月 411 号）
:;::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::�::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::�::::::�::::::::::::::::::::::::�::::::::::::::::::::::::::::::::�:::::::::::::::::::::�:::::::::::::::::::::::::�::::::::::::::::::::�:::::::::::::::::::::::::::::::::�::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::;:::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::::: 

拿

か
委葵翌碕• ・？—，9 9 ·-;... .... 

?·ヽ1戸． 9:.\'?.i:そ戸
（そ：／z．f・．．し‘, •

• 丘;.., イ’ ＾・クJZ ”たミ；；；．匁窃··仁・グ忍
1. m··依··‘. 2, 9 ん．＜·

ジ：な安．＜みャ·,. < 

、べ、公‘ ‘<·`’・ジ， ．”で：そ‘.:.,i:-’.,•. 9：マ
、ぷ4

•ク
;,:; _.た

・ム '/· 9へ',ら’^:、«,,.--
9,p、- 9 ,•ク 、fク ’乙ノ名‘• 応•r 吟ど‘i:

—

は
全
町
を
震
え
あ
が
ら
せ
る
も
の
で
し
た 。

準
備
の
呼
び
か
け
が
行
わ
れ
る
な
ど 、

今
回
の
豪
雨

水
吐
け
の
損
壊
に
備
え
て 、

約
千
百
世
帯
へ
の
避
難

で
し
た 。

農
業
用
水
の
水
が
め

”
千
貫
石
堤、

の
揚

ま
で
に
記
録
さ
れ
た
こ
と
の
な
い
ほ
ど
甚
大
な
も
の

め 、

住
宅 、

道
路 、

農
地
な
ど
に
受
け
た
被
害
は
今

ら
し
ま
し
た 。

中
小
河
川
の
決
壊
や
は
ん
濫
を
は
じ

集
中
豪
雨
は
町
内
全
域
に
わ
た
っ
て
災
害
を
も
た

町
内
各
埴
で
大
被
古
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泣広報紙が伝えた集中豪雨災害

昭和63年 8 月 28日、 29日の両日にわたって、 金ヶ崎町を襲った集中豪雨の

傷跡を「公報かねがさき」では、 次のとおり報じました。

いまよりも よい人問になりだい 豊かな生活をしたい 住みよい町にしだい ＝生涯教育の町宣言＝

広報 昭和63年

S: 

9月13日に参議院災害対策特別委員会（小川仁ー委員長 ・ 高橋渭孝委員 ・ 国土庁・農林
水産省・建設省の職員）の調査団が現地視察に来町
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